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統計資料シリーズの発刊に際して

 日本経済統計文献センターは、1971年以来統計データの整備・加工・システ

ム化について新しい活動を開始した。この活動は、1800年代以降の日本経済に

関する統計資料の発掘所在調査を行い、統計原データを一定の基準において連

続する系列として整理採録し、またこれらのデータを加工して経済分析上有用

な統計量を推計し、さらにそれらをシステム化してデータ・バンクとしての機

能を発揮し、すべての研究者に情報を提供して共同利用の実をあげることを目

標としている。

 このようなセンターの活動にともなって、統計文献に関する調査や統計デー

タの整備・開発が行われるが、それらの成果を発表し、広く統計データ利用者

の便宜に供することとした。ここに「統計資料シリーズ」として発表するもの

がそれである。

 上述のセンターの活動には、その対象によっては、きわめて長時間の作業を

必要とするものもあるし、また比較的短時間にそれを完了することのできるも

のもあり、作業成果は必ずしも定期的に得られるわけではない。したがって、

このシリーズは定期的に刊行するわけではなく、センターの活動の進展にとも

ない、成果のまとまった段階で随時発表する予定である。

1972年12月8日

日本経済統計文献センター長★

石 川 滋

粗988年4月8日付で「日本経済統計情報センター」と改組された。

★2002年4，月1日付で「社会科学統計情報研究センター」と改組された。





は し が き

 当センターは江戸時代中期から昭和初期に至る手書き文書を、統計資料

整備の一環として収集してきた。村役場文書等の地方行政文書の目録『栃

木県那須郡武茂村・境村行政資料目録』（統計資料シリーズ：No．49）を

1998年1月に、『長野県諏訪郡中洲楠政文書目録附茨城県那珂郡

煙草耕作聯合組合文書目録』（統計資料シリーズ：No．55）を2003年

2月に、それぞれ刊行した。

 次いで『諸家経営文書目録1一山梨県中巨摩郡大井村堀田鋼帯書目録

一』（統計資料シリーズ：No．56）を2003年11月に出版したが、本

書はこれに続く諸家経営文書目録H、すなわち全国8県にわたる10家旧

蔵文書群およそ800余点の目録である。

 内容は地主経営や醤油醸造業、小間物卸行商、株や米の相場資料等、多

岐に亙るが、文書早撃の点数は多くはなく、それぞれの家の経営の全貌に

触れることは難しい。しかし、現地に保存されている筈の文書を補填する

役割は果たし得るものと思う。

 本目録の編成作業は佐藤正広当センター教授の指導の下、小牧恭子、小

坂二十重、小野みよ子が行い、入力作業は涌井悦子が担当し、解題は小牧

恭子が執筆した。

2005年9月

社会科学統計情報研究センター主任

            西澤  保
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解 題

解 題

 本目録は、北は栃木県から南は愛媛県の各県に散在する旧家10家弓蔵

の経営文書の目録である。経営文書とはいえ、江戸時代に村役人を務めた

いわゆる旧家には村方（最芳）文書も保存されており、家の経営文書と村

の公式文書が混在している。明治期も同様であり、例えば長野県の丸茂家

では当主が村会議員を務めた関係上、村議会関係文書が多くを占め、家の

経営文書はその一部門に過ぎない。また愛媛県の朝岡家文書は地主経営文

書10点で構成される文書群であるが、これをもって朝岡家の経済活動が

地主経営に限られていたことをあらわすものではないことは言うまでもな

い。

 本目録の中核をなす文書群は、新潟の穀倉地帯である中頸城郡笑蓬村（現

上越市）山田家の地主文書約300点、滋賀県犬上郡千本村（現彦根市）

の小間物卸商で熊本に支店を持つ近江商人・西田家の文書約200点及び

醤油醸造関係文書が特徴的な栃木県上都賀郡清洲村（現粟野町）の塩沢家

文書約200点等である。それぞれ点数としては決して多くはないが、現

地で保存整理されて作成された目録に含まれていないものが多い。

 山田家文書は現地教育委員会に所蔵されている文書は数千点に及び、す

でに目録が作成されている（1）。すなわち、山田家文書2199点、山田

家の寺院関係文書1196点、未整理の関連文書数千点という膨大な文書

群に対して、当センターが所蔵する文書は僅かに凡そ300点である。こ

のような少量の文書であっても、現地に保存されている文書の空隙を埋め

得るものと言うことが出来る。

 同様に、塩沢家文書も栃木県教育委員会下の目録（2）に2242点の文

書が目録化され掲載されているが、当センター所蔵分約200点は、この

目録には収録されていない。

 他の文書群についても同様に、現地で既に整理され、目録化されている

多量の文書群の一部である可能性もあるのではないかと考えられる。お気

付きの方の御教示を願うと同時に、当センター所蔵文書が現地に保存され

ている文書を補うものとして、利用されることを期待している。
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 まず本目録中野も量の多い山田家文書（文書群番号032）の概要を述

べよう。新潟県中頸城郡大門村はその名称の示す通り、低湿地帯の村であ

る。「潟」は「砂丘、砂洲、三角洲などのため外海と分離して出来た湖沼」

（広辞苑）であり、「漢」は「漂」の古字で「水長くただよう義」（大字典）

である。この高田平野のいわばラグーンは、江戸時代に大規模な干拓が数

次にわたって行われ、広大な新田が開発された。山田家の本拠地である脚

下町新田村は、明治22年目市町村制により32村が合併して方城村とな

ったが、旧村32村中29村が新田村と名づけられており、次いで34年

11，月に再び合併して影響55村から成る大野村が成立した。凡そその8、

9割が新田村と呼ばれる干拓による新田開発村であったのである。

 山田家は明治期、新潟県屈指の大地主で、全国多額納税者・名簿（3）によ

れば明治37年（1904）現在、新潟県下で11位、中頸城郡では1位

の資産家であったが、大漢新田開発の初期である寛永8年（1641）に

切原村から移住した開発農民で、元禄11年（1698）には百間町新田
  くみがしら
村で与頭を務める上層農民となった。この間の事情は『頸回村史』（4）に

詳しい。

 この地方は山田家に限らず、大型の地主の発生が見られ、村の境界を超

え、他村への出作地、この地方で言う掛（懸）持地が多く存在し、そのた

め、年貢納入の方法も廻米切手による振替米納入が広範に行われた。年貢

米の納入を米切手で相互交換を行ったのである。収穫地の近辺に存在する

郷蔵（備荒貯穀のための郷蔵ではなく年貢米収蔵のための蔵で、郷蔵組が

組織されていた）に収められた年貢米（5）は最も年貢納入のたやすい地域

から藩（6）に納入され、竹村・各地主は年貢米・小作米を米切手で決済す

るという複雑な方法がとられた。この事情に関しては、後藤雅知の研究「年

貢米納入システムと郷蔵組」（7）があり本文書理解のうえで非常に参考にな

った。あわせて、この山田家文書を分析することで更に大きな成果が得ら

れるものと思う。

 当センター所蔵の山田家文書の構成を見ると、年代的には1700年代

1点、1800年代前半も僅かで、殆どが幕末から明治・大正期のもので

ある。内容的には、僅かな村方文書の他は山田家の地主経営に係わる小作
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取立帳や、大福帳といわれる取引相手毎に記帳された、金銀差引帳の類お

よび取引内容毎に日付順に記された、いわゆる生平・原簿類、他に奥向き

文書である香典帳や当主の用務日誌である日記の類も大正13年まで継続

して残されている。また明治大正期における山田家の経営の様子や、同地

出身の有為な学徒への学資の無利子融資や戸長役場新築寄付等（8）、この

村の行政、教育等に尽力したことが知られる内容である。

 同様に塩沢家文書や丸茂家文書には、それぞれの経営文書の他に家計文

書が含まれており、当時における資産家の消費生活の一端が窺え、興味深

い。

 次に述べる金沢米穀取引所文書（文書群番号033）及び青木家文書（文

書群番号039）は、当センター所蔵文書の中では異色の文書群である。

 前者は米穀取引所の定款・営業細則に関する綴りであり、後者は1投資

家であろう人物が集積した米穀取引価格のデータ（1点のみ株価格データ）

のチャート、いわゆる罫線（9＞と投資指南書からなる。

 江戸時代の経済の根幹である米の商品化は、既に享保ユ5年（1730）

幕府の公認による米の現物取引（正米取引）と先物取引の二本立ての組織

的米穀取引所が大阪堂島に生まれ、その後各地に米会所が成立した。金沢

米穀取引所はその1例である（lo）。明治10年に発足していたこの米会所

は、本文書によれば、明治20年半から30年代に度重なる定款・営業細

則の修正が行われている。

 後者の青木家文書には、桑名、岐阜、名古屋、大阪、東京等の各地の取

引所における米の先物取引価格の変動が罫線として残されている。この青

木家文書は、当センターの文書収集の方法が古書店からの購入に限られる

ため、他の文書群同様旧蔵町の特定は難しく、僅かにそれを推定しうる数

点の文書に頼らざるをえない。すなわち、a．葉書の宛名（11）とb．投

資指南書の筆写者氏名（12）の両者が一致することから、岐阜県本巣郡山

添村在住の青木清次郎なる人物の所蔵文書であろうと推定した。しかし、

およそ100点の罫線は青木清次郎の手になるものか、他の人物の作成し

た罫線を後に入手したものか、あるいはこれを写したのか、用紙、筆跡等

を頼りに検討したが、株式や商品相場投資に関する知識が乏しいこともあ

iii
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り、明確な結論には達しえなかった。

 西田家文書（文書群番号040）の概要を述べよう。本文書群は滋賀県

犬上郡千本村（現彦根市）の近江商人、西田庄助家文書約230点からな

る。その構成を見ると、村方文書約130点、地主及び小間物商としての

経営文書や家計文書等合わせて約100点で、時代的には文政13年「寅

之歳二割帳」（13）から昭和10年「小作米取立」（14）迄の100年余にわ

たる。

 明治22年の市町村制施行により千本村に合併改称した西沼波村は、明

治13年刊の『滋賀県物産誌』（15）によれば、「農五九軒 傍ラ大工職小

間物商二従事シ或ハ石灰等ヲ製ス」田地26町8反余、畑地6町9反余の

「百穀能ク豊饒ス」という村であった。

 西田家は前出の文政13年目文書に始まり、戸長役場時代を経て明治中

頃までの村方文書を有していることから西沼波村の村役人であったことが

知られる。

 一方、この犬上地方は伊藤忠兵衛に代表される近江商人を輩出した土地

柄であり、西田家も地主経営のかたわら、小間物商永楽屋を営んだ。明治

2年「諸入用控帳」（16）には瀬戸物・雑貨等の仕入れや大阪送り等の記述

があり、また明治9年「万貸物肥立帳」（17）には「呉服太物小間物の高山

古川掛ケ残り控」という項目があって、岐阜県飛騨地方への持下り行商を

行っていたこと、更には明治16年「肥後熊本支店来状」（18）の綴りで熊

本市紺屋町に支店を開設していたこと及び昭和9年頃まで営業していたこ

とが「第九期商品棚卸附立酒」（19）により明らかになる。これらの永楽屋

西田商店本支店の経営帳簿が本文書群を特徴づけるものと言えよう。

 なお、最後尾に掲載した岐阜県庁文書及び沖縄県国頭の文書数点は、既

刊の『長野県諏訪郡中洲村他行政文書目録』（統計資料シリーズ：No．55）

に収録される筈のものであったが、作業上の手違いから、やむなく巻末に

収録した。

iv
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凡 例

           凡    例

1．文書旧名の付与

 本目録の対象である文書群は、既に刊行した諸家経営文書目録1に収録された

 堀田家文書を除く当センター所蔵の諸家文書に、夫々の家名を附して文書群名

  とした。

2．配列

 文書の年㈹頂に配列し、年代の特定が困難な文書は、大まかに江戸時代、明治、

 大正、昭和に分け、各時代の末尾に配列した。

 それぞれの文書には文書群番号と文書三内での通し番号を与えた。

3．文書群番号

 当センター所蔵の文書群に対しては、都道府県標準コード番号の順序に従って、

 文書群番号を付与した。既に刊行した『栃木県武茂村・境木桁政資料目録』と

  『長野県諏訪郡中洲村他行政文書目録』に収録した文書群には001～030、

  『諸家経営文書目録1』に掲載した堀田家文書には034の番号を与えた。本

 目録の文書群番号は031～033、035～045である。なお、末尾の3

 文書群（043～045）は行政文書であり、文書群掲載順序およびコード番

 号の順序の不揃いは、作業上の手違いによるものである。

文書群番号文書群名

 031 塩沢家文書

 032 山田家文書

 033 金沢米穀取引所文書

034
035
036
037
038
039
040
041
042
043

堀田家文書

大屋家文書

北沢醤油店文書

岩波醤油店文書

丸茂家文書

青木家文書

西田家文書

朝岡家文書

ノ」・野家文書

岐阜県庁文書

                禰

栃木県上都賀郡清洲村（現粟野町）  189

新潟県中頸城郡丁丁村（現上越市）  292

石川県金沢市              4

山梨県中巨摩郡大井村（現南アルプス市）既刊

信濃国諏訪郡岡谷村  （現岡谷市）

長野県諏訪郡四賀村  （現諏訪市）

長野県諏訪郡中洲村  （現諏訪市）

長野県諏訪郡玉川村  （現茅野市）

岐阜県本巣郡山添村  （現本巣市）

滋賀県犬上郡千本村  （現彦根市）

愛媛県北宇和郡吉田町

福島県石城郡山田村  （現いわき市）

岐阜県岐阜市

  9

  2

  2

 68

 92

231
 11

 55

  4
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凡 例

044 国頭役所文書

045 国頭村字奥文書

沖縄県国頭     （現国頭郡）

沖縄県国頭郡国頭村字奥

1

1

4．文字と記号

 原則として、常用漢字とアラビア数字を用いた。常用漢字表にない文字は正字

  （『大字典』による）を用い、表記（表紙に書かれた）の漢数宇は常用漢数字を

 用いた。

 記号の主なものは下記の通りである。

  【   】 文書の表題

  〔   〕 見出し語

  ［   ］ 推定・補記

5．記載例（仮設例）

    記載例

032・009

【大谷内淺原土入新田始末勘定帳】

〔年代〕 天保四［年］巳三月 日

〔巻号〕 壱

〔点数〕 綴り有り1、綴り無し1

〔作成〕 山田又治右衛門

〔差出〕 大谷内 津右衛門

〔受取〕 山田又治右衛門

記載例についての説明

・文書群番号一文書番号（文書群中の年㈹㈲

・表題

・年代［年］は補記

・巻号

・綴りの有無と数量

・作成者

・単一の主題にっき作成された文書で差出人や

受取人が明記されている場合

〔備考〕・大谷内新田村の淺原に土を・内容の簡単な解説

    入れ新田とした際の面積、

    入立米、諸費用の勘定帳

   ・収録期間：天保4年～6年・帳簿三等で収録期間が表記と異る場合の注記

   ・一部欠損         ・形態についての注記（表紙欠、再綴、挟み込

   ・挿入文書1あり      み文書、綴じ目結紙等の数量、孔版、朱書、

                小口書等）

＊ なお、本目録に収録した文書で公開に適さないと判断し、非公開とするものが

 あることを付記しておく。
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関係市町村の変遷
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関係市町村の変遷
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関係市町村の変遷
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関係市町村の変遷
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文書目録（塩沢家）

031  塩沢家文書 栃木県上都賀郡清洲村
      （現粟野町）

031－001

【香典請候［覚］ 弔請二二】

〔年代〕 宝暦十二年午六月二十九日死去

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・石川又右衛門（見涼院徹性定運居士）葬儀の際の香典控え帳

    ・表紙に「香典請候弔請候も帳末二有」とあり、又「石川又右衛門方」と後筆あり

031－002

【浄信院最誉寿盛法子香典二丁覚】

〔年代〕 明和八［年］卯七月八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 半田村 次郎右衛門

〔備考〕・浄二院二二三盛の香典控え帳

031－003

【浄国清林童女悔至言控帳】

〔年代〕 安永五年申ノ五月十五日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・浄国清林童女5歳の葬礼の様子と香典の控え帳

    ・表紙に「二七ツ時相肥馬」とあり

031－004

【深程地反別二二】

〔年代〕 寛政九年丁丁六月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎右衛門

〔備考〕・元禄14年から寛政8年にいたる深程村内の質地を記載したもの 尚栃木県史料

     所在目録第11集塩沢家文書によれば80余通の質地証文の所在が確認されている

031－005

【英作祝儀受納帳 土蔵棟上祝受納帳】

一1一



文書目録（塩沢家）

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三年二月二十七日

綴り有り 1

 ［   ］

・2冊合綴

 1、英作への祝儀金受納記録及び小遣い、履物代等諸経費の覚書

 2、土蔵棟上の祝儀金等の受納記録

・2の綴じ紐に1の綴りが結ばれている

031－006

【宝珠院徳誉心血芦沢居士四十九日追善】

〔年代〕 明治十年二月二十八日ヨリ同三月一日二当ル

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 喪主 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・香典、供物受納の記録

    ・帳末に布施金の覚書あり

    ・裏表紙に「諸色入費之控 明治十年三月一日 塩沢治郎右衛門」とあり

031－007

【田畑山林小作帳】

〔年代〕 明治十三年庚辰二月起

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 北半田村 塩沢治郎右衛門蔵

〔備考〕・1、田方小作、畑方小作、山林小作を項目別に記載したもので、田方は一筆毎の

       小作米を各人別に、又畑方は小作料（金納）の徴収記録で明治18年分まで

       記録されているものもある 山林小作の項は白紙記述なし

    ・2、2枚綴りは「記」と題した小作金の書上げ

    ・1の綴じ紐に2の綴りが結ばれている

031－008

【田畑山林小作帳】

〔年代〕 明治十七年十一月改

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢

〔備考〕・田方・畑方の項目別に一筆毎の小作米と小作料を記録したもの

    ・山林の記録なし

    ・巻末に地租之調あり

    ・表紙に「明治十九年戌九月改メ正ス」とあり
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文書目録（塩沢家）

     ・結び紙文書1あり

 031－009

 【貸附金控帳】

 〔年代〕 明治二十年一月一日改

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 塩沢次郎右衛門

 〔備考〕・貸付金とその元利金の徴収状況を記録した帳簿

     ・収録期間：明治16年～同26年

 031－OlO

 【［証書書換関係綴り］】

 〔年代〕  ［明治20年～同32年］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［塩沢］

 〔備考〕・貸付金を記載した綴りで明治29年12月以前の分、同31年以後の分及び返金

      を促すべき分の項目がある

 031－Oll

 【諸費明細帳】

 〔年代〕 明治二十一年第三月ヨリ

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 上都賀共同館

 〔備考〕・登記料、夜具1組、帽子掛、車賃、火ばし、コンロ、ランプ、平鍋等共同館の諸

      経費帳

     ・収録期間：明治21年3月～同年10月

 03レ012

 【小作米取立帳［綴り］】

 〔年代〕 明治弐拾七年拾弐月二十五日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 塩沢治郎右衛門

 〔備考〕・5冊合綴

      1、 「明治弐拾七年拾弐月二十五日 小作米取立帳 塩沢治郎右衛門」

      2、年代なし、小作米書上げ

      3、 「明治二十五辰年十二月二十五日 小作米取立帳 塩沢次郎右衛門」
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 4、 「明治二十四卯年十二月二十五日 小作米取立帳

 5、 「明治弐拾弐年十二月二十五日 丑小作米収入簿

・2は反古紙使用の表紙のない綴り

塩沢次郎右衛門」

塩沢氏」

031－013

1雑記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治二十四年一月一日

綴り有り 1

円壱 塩沢

・大工、木挽、ハタオリ他職人の出勤状況及び各人別賃金支払いの記録帳

・収録期間：明治24年～同26年
・反古紙使用

・挿入文書1あり

031－014

【金銀出入簿1

〔年代〕 明治二十四年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 円壱 塩沢

〔備考〕・出金は時貸し、証書貸し等の貸付金を、入金はその返金や利息金及び預り金、米

     や竹の売上金、小作金を記録した帳簿

    ・帳末に出入日計あり

    ・収録期間：明治24年1月1日～同26年12月30日
    ・挿入文書1あり

031－015

【明治二十四年暮面影控帳】

〔年代〕 旧暦明治二十四年十二月二十六日調

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎右衛門

〔備考〕・各人毎に貸付金調帳貸高、畑小作金滞分、肥金貸付、給金内貸等の元利金徴収状

     況を記載した帳簿

    ・収録期間：明治24年～同26年

    ・挿入文書2あり
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031－O16

【貸附金調帳】

〔年代〕 明治二十五年一月調

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎右衛門

〔備考〕・貸付金の元利徴収状況を記録した帳簿

    ・収録期間：明治16年～同27年

031－017

【田畑山林小作帳】

〔年代〕 明治弐拾五年拾月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 北半田 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・二方、田方、山林の項目別に各人毎の小作金、小作米の徴収状況を記録した帳簿

    ・収録期間：明治25年～同32年

031－018

【雑事録】

〔年代〕 明治二十六年一月一日

置点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・下男、下女、植木や、大工等日雇い職人の出勤状況及び賃金支払いの記録帳

    ・収録期間：明治26年～同28年

031－019

【金銀出入帳】

〔年代〕 明治二十六年午一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 円壱 塩沢蔵

〔備考〕・雑木売払金手附受取、利足受取、小作米不足分代金受取等の入金と山林抵当貸付

     金、時貸、預り金返金等の出金を記録した出納帳

    ・収録期間：明治26年～同28年

031－020

【貸附金台帳1

〔年代〕 明治二十六年巳一月一日
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

塩沢次郎右衛門

・貸付1件ごとに元利金の徴収状況を記録した帳簿

031－021

【出入及損益月算帳】

〔年代〕 明治弐拾六年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・金銭出入帳、塵事録支払高等より月算した現金在高調で、明治28年は他に貸借

     金高等を加算した毎月の損益計算を記載した帳簿

    ・収録期間：明治26年1月～同28年12月
    ・挿入文書4あり

031－022

1［牧場関係費用二付］庄次郎渡金調】

〔年代〕  ［明治26年2月～同28年5月］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・硯、小遣、うでぬきその他入用渡し金の記録

    ・031－023、036の関連文書

031－023

【［牧場関係費用二三］庄次郎調】

〔年代〕  ［明治26年2月～同29年1月］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］     ，

〔備考〕・硯、小遣、うでぬきその他入用渡し金の記録、末尾に預り調書きあり

    ・031－022、036の関連文書

031－024

【牛乳配達帳】

〔年代〕 明治弐拾六年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 興農社

〔備考〕・顧客別に毎月の配達数量と代金合計を記載した伝票、右半分が明細書、左半分は
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領収書の綴り

・収録期間：明治26年11月～同27年4月
・裏表紙に「大字北半田」とあり

・裏表紙半分破損

031－025

【明治弐拾六年暮調帳】

〔年代〕 明治二十六年癸巳十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎右衛門

〔備考〕・貸付金とその元利金徴収状況の記録帳

    ・収録期間：明治20年～同27年

031－026

【対清韓事件二付出兵者送別費醸金帳】

〔年代〕 明治弐拾七年八月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 清洲村大字北半田

〔備考〕・表記のみ、白紙の綴り

031－027

【貸附金調帳】

〔年代〕 明治弐拾七年九月三十日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 北半田 塩沢次郎右衛門

〔備考〕・貸付金とその元利金徴収状況の記録帳

    ・収録期間：明治20年～同27年

031－028

【財産増減月計帳】

〔年代〕 明治弐拾七年十二月三十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・貸付金、預ケ金、現金在高等貸方合計と諸預り金、借用金等借方合計の差引高を

     月毎に記載したもの

    ・帳末に貯金控（明治28年9月～同年11月）あり
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・収録期間：明治27年12，月～同28年2月

031－029

【貸附金調帳】

〔年代〕 明治弐拾七年十二月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・貸付金とその元利金徴収の記録帳

    ・帳末に時貸控、当座預り金控、預り金控あり

    ・収録期間：明治20年～同28年

031－030

【諸取引調】

〔年代〕 明治弐拾七年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・取引先別の預り金、用達金、畑小作金等の記録帳

    ・収録期間：明治27年～同28年

031－031

【小遣日記】

〔年代〕 明治二十八年午一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

     綴り無し 2

〔作成〕 塩沢次郎右衛門

〔備考〕・年貢立替、小供小遣、石油、とうふ、庄次郎シャツ代他奥向費用を逐次記載した

     もの

    ・収録期間：明治28年1月～同年12，月 同30年9月～同年12月
    ・反古紙使用

    ・虫損

    ・挿入文書2あり

031－032

【職工傭人手間其他雑記】

〔年代〕 明治弐拾八年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・大工、石工、その他雇人別仕：事内容及び支払い記録、末尾に分家立替其外諸勘定

    等あり

   ・反古紙使用

031－033

1貯金控】

〔年代〕  ［明治］二十八年九月六日

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕  ［    ］

〔備考〕・小作金の1割は貯金の事とする旨の記述あり

    ・収録期間：明治28年9月6日～同29年11月11日
    ・03H82と密着していた

031－034

【醤油製造入用調帳1

〔年代〕  ［明治28年9月28日～同32年4月］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・諸道具、蒸釜、竹、大豆、塩、小麦他の代金支払等の記録帳

    ・年末に支払金合計あり

    ・末尾に「醤油製造諸入用調、明治三十二年四月二十七日」と題する綴り（4丁）

     が綴じ付けられている

031－035

【醤油製造創業費控】

〔年代〕 明治弐拾八年九，月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・醤油製造道具代内金、大豆50俵手付金、鹿沼丸大行土産代、赤穂100俵代金

     等の経費記録帳

    ・収録期間：明治28年9月16日～同29年1月24日

031－036

1暮取引諸調帳】

〔年代〕 明治二十八年十二月二十五日調
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・貸付金、小作金等の徴収状況及び「庄次郎調」

ついやした諸費用の記録帳

・031－022、023と関連文書

・収録期間：明治26年～同29年

と題し牧場売却までの間庄次郎に

031－037

【論義金調帳】

〔年代〕 明治二十八年十二月二十五日

〔点数〕 綴り有り

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・貸付金とその元利金徴収の記録帳

    ・収録期間：明治20年～同29年

031－038

【預り及借入金帳】

〔年代〕 明治弐拾八年十二月三十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・前半は各人別預り金の元利支払状況、後半は借入金の元利返済の記録帳

    ・収録期間：明治11年～同29年12月

031－039

1［預り金 時貸控 断簡］】

〔年代〕  ［明治28年12月31日調］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・明治27、28年の預り金、貸付金を12月31日現在調べの控え書
    ・横帳の残簡、綴じ穴あり

031－040

【財産目録及増減年末調】

〔年代〕 明治弐拾八年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門
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〔備考〕・明治28、29年分の流動資産貸借対照と両年の比較

   ・収録期間’明治28年12月～同29年12月

031－041

【分家預り及諸立替渡金控】

〔年代〕 明治二十八年 月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・甲子太郎預り金差引勘定明細及び畑質地金返金立替、地租立替等を記述したもの

    ・収録期間：明治28年4，月10日～同29年1月20日

031－042

1醤油製造原品買入帳】

〔年代〕 自明治弐拾［8］年 月 至同年 月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 栃木県上都賀郡清洲村大字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・買入部、支払部、雑仕払部の項目別に原料（豆、小麦、塩）の買入れ、支払（仕

     込）、自家消費の記録帳

    ・収録期間：明治28年10月14日～同29年6月26日
    ・裏表紙に「免許鑑札三二三一九号」とあり

031－043

【金銀出入帳】

〔年代〕 明治弐拾九年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・分家へ貸金、醤油用塩、大豆、小麦引取駄賃、用達金等の出金、畑小作金受取、

     用達金利子受取等の入金を記録した出納帳

    ・収録期間：明治29年1月1日～同31年12月31日、同32年11月5日

031－044

儲雑費控帳】

〔年代〕 明治二十九年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・勝手雑用、日光行入用、医薬料、学資送金、香典、税金等を日付順に記した経費
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記録帳

・031－045、047と関連文書

・収録期間：明治29年1月～同年12，月

031－045

【勝手雑用控帳】

〔年代〕 明治二十九年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 円壱 塩沢勝手

〔備考〕・とうふ、角平獅子、小間物、醤油、小遣、らんぷの芯その他奥向きの経費記録帳

     で末尾に入控あり

    ・031－044の関連文書

    ・収録期間：明治29年1，月1日～同30年1月1日

031－046

【財産増減調帳 毎月調1

〔年代〕 明治二十九年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・貸附三岳立換金、公債株券及預金、時貸、借用金、預り金その他項目別月計と差

     引増減高及びこれら貸借勘定より作成した損益勘定の記録帳

    ・収録期間：明治28年12月～同29年3月

031－047

【［諸雑費月計帳］】

〔年代〕 明治弐拾九年一月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・1，月分金106円65銭の内訳書で勝手向其外諸雑用、旅費、教育費、社交費、

     医薬料等の項目別に月計高を記載したもの

    ・031－044の関連文書

    ・残簡、1月分のみ

031－048

【諸雑費目内訳及貸借勘定毎月調 附貯金控 出入調】

〔年代〕 明治二十九年一月
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・地租諸公費、子弟教育費、召使給料、医薬料等諸雑費項目別予算及び実際の各々

月計高と決算書を記載したもの

・収録期間：明治29年1月～同年12．月

031－049

【雑記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治二十九年一月

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・雇い人別に出勤日、作業内容、賃金等を記録したもの

・末尾に分家立替金控、飯米控等あり

・結び紙文書1あり

031－050

【醤油仕込帳】

〔年代〕 自明治弐拾九年五月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 栃木県上都賀郡清洲村北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・5月29日第1号桶～7月7日第4号桶へ夫々数回の仕込日、量及び諸味量調査

     の記録帳

    ・031－051と関連文書

    ・裏表紙に「免許鑑札三二三一九号」とあり

    ・虫損

031－051

【醤油麹製造帳】

〔年代〕 自明治弐拾九年五月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 栃木県上都賀郡清洲村大字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・5月30日第1号～7月3日第4号の醤油麹の材料の室入、室出及び麹の出来高

     の日計、月計、通計の記録

    ・031－050の関連文書
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文書目録（塩沢家）

031－052

【貸附金調帳1

〔年代〕 明治弐拾九年十二月三十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・貸付金とその元利金徴収の記録帳

    ・収録期間：明治20年～同29年

031－053

【［督促調他綴り］】

〔年代〕  ［明治29年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・時貸等の督促調、水車収税名簿、利及小作滞金調、小作米金調等の綴り

031－054

【借入金及預り控帳】

〔年代〕 明治三十年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・各人別預り金の元利支払状況及び借入金の元利返済の記録帳

    ・収録期間：明治11年～同32年

031－055

【雑費仕払帳1

〔年代〕 明治参拾年一，月一日初

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・勝手雑用、郵便切手、給金、車賃、香典等を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：明治30年1月1日～同年9月10日
    ・031－056と関連文書

    ・虫損

031－056

【勝手雑用控帳】

〔年代〕 明治三十年一月一日
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文書目録（塩沢家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

塩沢勝手

・小遣、炭、とうふその他奥向きの経費記録帳で、他に入金覚、豆腐通帳取覚、髪

結覚、貸覚等の項目毎に記載あり

・031－055の関連文書

・収録期間：明治30年1月～同年9月

・綴じ破損の為、当センターにて再綴

・出欠

031－057

【雑記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕・

明治三十年一月一．一日

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・桶屋、植木屋、その他雇い人別に出勤日、作業内容、賃金等を記録したもの

・末尾に分家立替其外百工あり

・収録期間：明治29年1月～同31年1月

031－058

【おっが病中諸費用調】

〔年代〕 ［明治30年1月7日～同31年11月15日］
〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢

〔備考〕・医師診察料、車代、電信料、入院入用費等を記録したもの

    ・虫損

031－059

【醤油麹製造帳】

〔年代〕 自明治三十年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 栃木県上都賀郡清洲村大字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・7．月1日～20日の醤油麹の材料の室入、室出及び麹のでき高の日計、月計、通

     計の記録

031－060

【醤油製造原品買入帳】
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文書目録（塩沢家）

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自明治三十年一，月 至同年十二月

綴り有り 1

栃木県上都賀郡清洲村大字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

・2，月～9月の原料（小麦、大豆、塩）の買入れ及び6，月～7，月の仕込み使用量の

記録帳 帳末に大豆、小麦、塩の自家消費の記録あり

031－061

【醤油仕込帳】

〔年代〕 自明治三十年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 栃木県上都賀郡清洲村大字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・第7、8号桶の夫々数回の仕込日、量及び各種醤油の製成量、蔵出量等の記録帳

031－062

【雑費目内訳及出入月計帳】

〔年代〕 明治三十年酉一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・地租諸公費、教育費、普請費、利子払、召使及雇人給料、肥料等諸雑費項目別支

     出予算と米代、畑小作金等の収入予算及び実際の出入月計を記載したもの

    ・収録期間：明治30年1月～同年12月

031－063

【醤油蔵建築費控】

〔年代〕 明治三拾年三月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・土台石、地形、小前竹、貫、木挽勘定等の材料と手間賃の記録

    ・収録期間：明治30年2月6日～同年6月26日
    ・結び紙文書2あり

031－064

【催促取立ツベキ分】

〔年代〕  ［明治］三十年九月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］
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文書目録（塩沢家）

〔備考〕 貸付金の元利残金調べ書

031－065

【醤油売揚帳】

〔年代〕 自明治三十年十一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲村大字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・売上量と売上金の日計、月計、通計の記録

    ・裏表紙に「免許鑑札第三二三一九号」とあり

031－066

【売場帳】

〔年代〕 明治三十年酉十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・1件毎の醤油売上金と売上量を記載したもの（11月13日～12月31日）他

     に、塩売上、砂糖売上、樽貸控、貸之部、樽売控、注文受の項目の記録あり

    ・挿入文書8あり

    ・虫損

03レ067
【貸金調1

〔年代〕 明治参拾年旧暮

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・貸付金の元利残金調べ書

    ・反古紙使用

031－068

【仕入帳】

〔年代〕 明治三十一年戌一月一目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 清洲村大字北半田 塩沢治郎右衛門 醤油店

〔備考〕・表紙、裏表紙と小麦買入、塩買入、砂糖買入等の小見出しがついているが全く未

     記入

    ・反古紙使用
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文書目録（塩沢家）

031－069

【当座貸帳】

〔年代〕 明治三十一年戌一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 清洲村大字北半田 塩沢治郎右［衛門］ 醤油［店］

〔備考〕・当座貸と樽貸の見出しがあり、代金と量の記載された醤油の貸帳

    ・裏表紙一部欠、綴じ一部破損

    ・反古紙使用

031－070

【売揚帳】

〔年代〕 明治三十一年戌一月一日

〔巻号〕 壱号

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 清洲村大字北半田 塩沢治郎右衛門 醤油店

〔備考〕・1件毎の醤油、砂糖の売上高控え帳

    ・031－071とこよりで括られていた

    ・反古紙使用

031－071

【諸雑費帳】

〔年代〕 明治三十一年戌一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 清洲村大字北半田 塩沢治郎右衛門 醤油店

〔備考〕・醤油店としての諸雑費帳で記、外出人足入用、砂糖、持出シ、樽売、柳田ヨリ大

     豆の項目あり、1、2月分のみ

    ・031－070とこよりで括られていた

    ・反古紙使用

    ・虫損

031－072

【諸雑費控帳】

〔年代〕 明治三十一年戌一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・勝手雑用、郵便切手、牛乳代、学校用品、村税他を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：明治31年1，月1日～同年12月31日
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文書目録（塩沢家）

・031－073と関連文書

・反古紙使用

・虫損

03】一〇73

【勝手雑用控帳】

〔年代〕 明治三十一年戌一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 本家 塩沢勝手

〔備考〕・とうふ、砂糖、乞食銭、小供小遣、酒その他奥向きの経費記録帳

    ・帳末に入金の項目あり

    ・収録期間：明治31年ユ月～同32年ユ．月

    ・031－072の関連文書

    ・反古紙使用

031－074

【雑記1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三十一年忌一月一日

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・大工、植木屋等職人と日雇人の各人別仕事内容及び賃金を記録したもの 後半に

は小麦買入、村勘定控、分家立替等の記録あり

・収録期間：明治30、31年
・反古紙使用

・結び紙文書1あり

031－075

【醤油製造原品買入帳】

〔年代〕 自明治三十一年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲村北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・1月～12月の原料（小麦、大豆、塩）の買入量及び1月～9月の仕込み使用量

     の記録

    ・裏表紙に「免許鑑札第三二三一九号」とあり
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文書目録（塩沢家）

031－076

【醤油麹製造帳】

〔年代〕 自明治三十一年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲自大字面半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・4月6日～9月30日の醤油麹の材料（小麦、大豆）の室入、室出及び麹の出来

     高の日計、月計、通計の記録

    ・裏表紙に「免許鑑札第三二三一九号」とあり

031－077

【醤油仕込帳】

〔年代〕 自明治三十一年一月 至同年十二，月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲村大字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・4月4日～9，月26日各桶へ数回の仕込日、仕込量、諸味量及び醤油の製成、蔵

     出の記録帳

    ・挿入文書1あり

031－078

【醤油売揚帳】

〔年代〕 自明治三十一年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲血豆字北半田 醤油製造営業人 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・売上量と売上金の日計、月計、通計の記録帳

    ・裏表紙に「免許鑑札第三二三一九号」とあり

031－079

【売揚帳】

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三十一年七月一日

弐号

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門 醤油店

・1件毎の売上高（塩を含む）と売上金の控え帳

・収録期間：明治31年7，月～同32年6月
・反古紙使用
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文書目録（塩沢家）

031－080

【分家葬式諸入用当座控】

〔年代〕  ［明治］三十一年七月二十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・医王寺布施、舟賃、酒代他入用温覚え書

    ・裏表紙に「白米控」あり

031－081

【貸附金控帳】

〔年代〕 明治三十壱年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・貸付金とその元利金徴収の記録帳、末尾に時貸の項目あり

    ・収録期間：明治17年～同35年
    ・挿入文書2あり

031－082

【貸附金調帳1

〔年代〕 明治三十一年十二月調

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・貸付金とその元利金徴収の記録帳

    ・収録期間：明治27年3月～同31年12月

031－083

1小作米取立当座控】

〔年代〕  ［明治］三十一年分

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・12月～3月各人毎の玄米取立高島は金納の控え書

031－084

【金銀出入帳】

〔年代〕 明治三十二年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1
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文書目録（塩沢家）

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・時貸し、醤油造石税、郵便貯金代払い等の出金と醤油粕売、小作米金納受取、用

    達金受取等の入金を記録した出納帳

   ・収録期間：明治32年1月3日～同年12，月31日
   ・虫歯

031－085

【諸雑費控帳】

〔年代〕 明治三十二年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・勝手雑用、日雇い賃払い、郵便切手、香典その他を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：明治32年1，月1日～同年12月31日
    ・反古紙使用

    ・虫損

031－086

【醤油製造原品買入帳1

〔年代〕 自明治三十二年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・1，月～7，月の原料（小麦、大豆、塩）の買入量及び1月～12月の仕込み使用量

     の記録、帳末に塩、大豆の自家消費の記録あり

031－087

【醤油麹製造帳】

〔年代〕 自明治三十二年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・6月28日～7月30日の醤油麹の材料（小麦、大豆）の室入、室出及び麹の出

     来高の日計、月計、通計記録

    ・虫損

031－088

【醤油売揚帳】

〔年代〕 自明治三十二年一月 至同年十二月
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文書目録（塩沢家）

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 塩沢治郎右衛門

 〔備考〕・売上量と売上金の日計、月計、通計の記録

 031－089

 【醤油仕込帳】

 〔年代〕 自明治三十二年一月 至同年十二月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 塩沢治郎右衛門

 〔備考〕・6月25日～7月31日各桶へ数回の仕込日、仕込量、諸味量及び醤油の製成量

     蔵出鳥影の記録帳
     ・挿入文書1あり （031－110）

 031－090

 【売揚帳】

 〔年代〕 明治三十二年六月十六日

 〔正号〕 第二号

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 北半田 塩沢醤油店

 〔備考〕・6月16日～10月26日の1件毎の醤油、塩の売上高、金額を記録した仮控え帳

     ・反古紙使用

     ・虫損のため膠着部分多し

 031－091

 【南摩貯蓄銀行株式申込保証金預控】

 〔年代〕  ［明治］三十二年十一月一日

 〔点数〕 綴り有り 1

     綴り無し 1
 〔作成〕  ［塩沢］

 〔備考〕・各人毎の預り金と株式数の控え書

 031－092

 【雑記帳】

 〔年代〕 明治三十二年

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 塩沢治郎右衛門
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〔備考〕・雇い人、職人その他日雇人の各人毎の仕事内容及び賃金を記録したもの 末尾に

    桑売渡控等雑事の記録あり

   ・収録期間：明治30年～同32年
   ・反古紙使用（牧場経営時の小遣日記）

031－093

【諸雑費控帳】

〔年代〕 明治三十三年一，月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・酒、たばこ、石油、地租上納、勝手雑用金等を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：明治33年1月1日～同年12月31日
    ・反古紙使用

    ・虫損

031－094

【醤油製造原品買入帳】

〔年代〕 自明治三十三年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・原料の大豆の買入量（12月31日）と金額及び番水用塩の使用量（1～12月）

     の記録帳 帳末に大豆、小麦、塩の自家消費の記録あり

    ・番水は番醤油のことで、醤油粕に食塩水または水を加えて浸出させ、これに食塩

     を加えて製した下等の醤油（広辞苑）

031－095

【醤油仕込帳】

〔年代〕 自明治三十三年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・混和醤油の製造量と蔵出量の各日計、月計と査定諸味の繰越高の記録帳、仕込高

     は未記入

031－096

1醤油麹製造帳】

〔年代〕 自明治三十三年一月 至同年十二月
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・表紙、裏表紙の記述のみ

・未記入

031－097

【醤油売揚帳】

〔年代〕 自明治三十三年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・醤油売上量と売上金の日計、月計、通計の記録帳

031－098

【売揚帳】

〔年代〕 明治三十三年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

    綴り無し 1
〔作成〕 塩沢醤油店

〔備考〕・1件毎の醤油、塩の売上高の控え帳

    ・収録期間：1月1日～10，月2日

    ・反古紙使用

    ・挿入文書1あり

031－099

【借入及預金元帳1

〔年代〕 明治三十三年一月改

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・取引先別に1件毎の借入、手形振出、預金等の記録帳

    ・収録期間：明治11年～同34年

031－100

【勝手雑用控帳】

〔年代〕 明治三十三年二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 円一 塩沢勝手
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〔備考〕・とうふ代松島店払夫おつが等入用費1件毎の日記その他雑費、小問物、入控等の

    小見出し別奥向き経費の記録帳

   ・収録期間：明治33年2月～同34年11月
   ・挿入文書1あり

   ・反古紙使用

   ・山谷

031－101

【売揚帳】

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾参年第拾月三日ヨリ

弐号

綴り有り 1

北半田 塩沢醤油店

・ユ件毎の醤油の売上高の控え帳

・収録期間：明治33年10月3日～同34年2月7日
・反古紙使用

031－102

【金銀出入帳】

〔年代〕 明治三拾三年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・時貸、用達金、借入金返済等の出金と、小作米金納受取り、貸金の元利受取や借

     入金等の入金を記録した出納帳

    ・収録期間：明治33年1月4日～同年12，月31日
    ・挿入文書1あり

031－103

【金銀出入帳1

〔年代〕 明治参拾四年丑一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・貸付金、銀行預金等の出金と貸付金の元利受取り、大豆代金、小作米代金、配当

     金の受取りの入金を記録した出納帳

    ・収録期間：明治34年1月1日～同年12，月31日
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031－104

儲雑費控帳】

〔年代〕 明治三十四年丑一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・植木屋、仕立て物、紺屋等の職人及び日雇人の各人別仕事内容と支払いの記録帳

     末尾に33年度収入米売控等もあり

    ・収録期間：明治33年1，月1日～同35年

031－105

【諸雑費控帳】

〔年代〕 明治三十四年丑一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・勝手雑用、舟賃、子供授業料、祝儀等経費の記録帳

    ・収録期間：明治34年1月ユ日～同年11．月5日

    ・品品

031－106

【醤油製造原品買入帳】

〔年代〕 自明治三十四年一一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲自大字北半田 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・原料（大豆、塩）の前年越高及び2，月～8，月の番水用塩使用量の記録帳

031－107

【醤油仕込帳】

〔年代〕 自明治三十四年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲法大字北半田 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・混和醤油の製造量、蔵出量の日計、月計、通計及び査定諸味の前年越高の記録帳

     「仕込之部」は未記入

    ・収録期間：明治34年1月～同年8月

031－108

【醤油麹製造帳】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自明治三十四年一月 至同年十二月

綴り有り 1

上都賀郡清洲村大字北半田 塩沢治郎右衛門

・表紙、裏表紙の記述のみ

・未記入

031－109

【醤油売揚帳】

〔年代〕 自明治三十四年一月 至同年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 上都賀郡清洲村大字北半田 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・醤油売上量と売上金の日計、月計、通計の記録帳

    ・収録期間：1月1目～9月15日

031－110

【物品受取証書1

〔年代〕 明治参拾四年九月

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 下都賀郡栃木町大字園部［   ］

〔受取〕 上都賀郡清洲村大字北半田 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・9月1日付買受契約の醤油諸味受取証書で、桶毎の石数内訳あり

    ・031－089「醤油仕込帳」の挿入文書

    ・差出人の記載なし

    ・文書全体に消し込みあり

031－111

【諸勘定日計帳】

〔年代〕 自明治三十四年十一月一日 至同年十二月三十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・諸雑費日計、出入帳日計に各勘定帳より日計を転記し、出入総勘定日計で差引計

     算を記録した帳簿

    ・031－112と関連文書

031－112

【諸雑費日記帳】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自明治三十四年十一月一日 至同年十二月三十一日

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・諸税金、利息、教育費、普請、医薬、給金其他傭賃、被服、勝手等の項目別に経

費を記録したもので日計、通計がある

・031－111の関連文書

031－113

【醤油代貸当座帳】

〔年代〕 明治三十四年改

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・2，月13日～8月26日の醤油売掛及び樽貸の控え帳、代金領収日の記入もあり

    ・虫損

031－114

【金銀出入日記帳】

〔年代〕 明治三十五年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・時貸、用達金、銀行預金、山林買受代金等の出金と貸付金、小作金の受取、銀行

     代理取扱貯蓄預り等の入金を記録した出納帳

    ・末尾に「三十六年分仮控」1月7日～25日の記載あり

    ・収録期間：明治35年1月1日～同36年1月25日
    ・虫損

031－115

【諸雑費日記帳1

〔年代〕 明治三十五年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・石油、とうふ、学資、人力車夫賃銭、印紙、税金、給金その他雑費を逐次記録し

     たもの 日計、総計あり

    ・末尾に「三十六年分」1月1日～25日の記録もあり

    ・収録期間：明治35年1月1日～同36年1，月25日
    ・挿入文書1あり
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031－116

【諸雑費内訳 金銀出入 収支勘定日記帳】

〔年代〕 明治三十五年一月一目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・毎日の諸雑費内訳と月計、通計と入金、出金の日計、通計及び収支勘定を記録し

     たもの

    ・収録期間：明治35年1月～同36年6月
    ・挿入文書2あり

031－117

【乗車通】

〔年代〕 明治参拾五年壱月

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 円壱 塩沢

〔受取〕 人力車夫 常吉

〔備考〕・荒沼停車行、西方往復等1件毎に代金と行先を記録した人力車：の通帳

    ・収録期間：明治35年1月～3月

031－118

【豆ふかす通】

〔年代〕 明治三十五年一月より

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 塩沢

〔受取〕 与市

〔備考〕・日々の購入数と金額の記録で月計と総計あり

    ・収録期間：明治35年1月～同37年2月
    ・表紙に「此通帳勘定済」とあり

031－119

【染物書抜】

〔年代〕 明治三拾五年七月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 備前屋治郎平

〔受取〕 半田 しほ沢

〔備考〕・明治23年10月～30年9月までの染物代未収金の請求と内金領収を記したもの
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031－120

1暴風被害跡片附人夫控】

〔年代〕 明治三十五年九月二十八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・屋敷掃除、杉皮むき、植木起し等人足の各人別日数と賃金を記録したもの

031－121

【日傭之通】

〔年代〕 明治三十五年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 塩沢治郎右衛門

〔受取〕 与市

〔備考〕・出勤日と人数及び数日分をまとめた支払賃金を記した通帳

    ・収録期間：明治35年12月～同37年3月20日
    ・表紙に「此通帳勘定済」とあり

031－122

【雑記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三十五年

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・下男下女、木挽、その他雇い人別の出勤、作業内容、支払い賃金等を記録したもの

・収録期間：明治35、36年
・結び紙文書1あり

031－123

【［小作米］三十五年度調】

〔年代〕  ［明治］三十五年度

〔点数〕 綴り有り ユ

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・各人毎の小作米の収納状況を調べたもの

    ・反古紙使用（裏紙は明治26年～同38年の山林立木売却記録で小作米の「三十

     五年度調」と年次が矛盾する）
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031－124

【出入日記帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三十六年一月一日

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・銀行へ預金、用達金、預り金の返金等の出金と玄米売渡金、小作金受取り、利子

受取り等の入金を記録した出納帳

・031－126と関連文書

・収録期間：明治36年1月7日～同年12月31日

031－125

【雑費日記帳1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三十六年一月一日

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・新堀堰費割合、きよ嫁入荷物送り入用、とうふ、酒等を記した経費記録帳

・031－128の関連文書

・収録期間：明治36年1月1日～同年12月31日

     明治37年12月5日～同38年3月6日
・結び紙文書1あり

031－126

【出入仮控】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三十六年

綴り有り 1

 ［塩沢］

・用達金元利受取、小作金受取等の入金と用達金、時貸、山林代金渡し等の出金を

記録したもの

・031－124の関連文書

・収録期間：1月26日～2，月7日

031－127

【［金銭出入及び雑費仮控え］】

〔年代〕  ［明治］三十七年一，月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・小作金受取、貸金受取等の入金と用達金、銀行へ預金等の出金を記した出納帳及
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びとうふ、酒、みかん、郵便等日々の経費控え

・031－128と関連文書

・収録期間：明治37年1，月1日～1月28日

031－128

【雑費控帳】

〔年代〕 明治三十七年辰一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・とうふ、栃木へ牛検査行入用、香典、フランネル等の経費記録帳

    ・031－125、127と関連文書

    ・収録期間：明治37年1月1日～同年12月4日
    ・虫損

031－129

【三男信濃出生祝受納控】

〔年代〕 明治三十八年九月七日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・祝い金、萩の花、干瓢等の受納品と贈り主の記録

    ・表紙に「祖父治郎右衛門 父次郎太郎 母若菜」とあり

031－130

【田畑山林小作帳】

〔年代〕 明治三十八年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・小作山方、田方、山林のそれぞれを各人毎に小作米、落葉代の徴収を記録した帳簿

    ・田畑小作料は大正8年迄、山林小作料は明治44年迄記載あり

    ・挿入文書3あり

    ・虫損

031－131

【凶作二二小作米別段勘弁引合帳】

〔年代〕 明治参拾八年度

〔点数〕 綴り有り 1

一33一



文書目録（塩沢家）

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・凶作のための小作米引きを各人毎に記録したもの

   ・反古紙使用

031－132

【入手間通帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治四拾壱年拾月拾五日改

血り有り 1

塩沢治郎右衛門

大工 山本寅治渡

・大工寅治と小僧助次の手間賃と扶持米の支払いを記録したもの

・収録期間：明治41年10月～同43年3月
・反古紙使用

031－133

【金銀出入帳】

〔年代〕 明治四拾弐年起

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・雑木売却代、醤油古桶代金受取、用立て金渡し等を日付順に記した出納帳

    ・収録期間：明治42年1月1日～同44年12，月31日
    ・挿入文書1あり

    ・虫損

031－134

【諸雑費控帳】

〔年代〕 明治四拾参年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・杉皮、とうふ、酒、たまご、豚肉代等を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：明治43年1月1日～同年12，月31日
    ・虫損

031－135

【小作米奨励金調】

〔年代〕 明治四十三年度
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・小作米を優等、1等、2等、3等、等外とし1石につきそれぞれ45銭、35銭

 25銭、15銭の奨励金を授与した記録
・出血

031－136

【諸雑費控帳】

〔年代〕 明治四十四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・マッチ1箱、半紙、たばこ、豚肉、青魚、雇人給金等を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：明治44年1，月3日～同45年2月28日
    ・綴じ破損の為、当センターにて一部補修

031－137

【雑記帳】

〔年代〕 明治四十四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・大工、庭師等職人、下男・女日雇人等の給金、作業内容の記録及び沢山竹売控等

     雑事の記録

    ・収録期間：明治43年～大正3年

    ・結び紙文書1あり

031－138

【金銀出入控帳】

〔年代〕 自明治四十五年一月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・小作米仕切代金、肥金貸、貸金等の出金と小作米代金、預り金等の入金を記した

     出納帳

    ・収録期間：明治45年1，月1日～大正6年12月31日

031－139

【落葉料取立】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正一年度

綴り有り 1
 ［塩沢］

・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－140

【諸雑費控帳】

〔年代〕 大正弐年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・たばこ、豆腐、画用紙、砂糖、新聞代、県税村税上納等を日付順に記した経費記

     録帳

    ・収録期間：大正2年4月19日～同3年3，月25日

031－141

【大正元年眉山利息勘定】

〔年代〕  ［大正2年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・借用人、借用金、利息金を記録したもの

    ・虫損

031－142

【落葉代取立】

〔年代〕 大正弐年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－143

【大正弐年暮取引勘定見出帳】

〔年代〕 大正参年一月十八日追出

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢

〔備考〕・借用人、借用金、畑小作金、時貸等明細、利息金を記録したもの

    ・表紙の作成者名「塩沢」の上に「イ」の印あり
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031－144

【諸雑費控帳】

〔年代〕 大正参年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・たばこ、豆腐、新聞、下駄代、地租上納等を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：大正3年3月27日～同4年2月9日
    ・結び紙文書2あり

031－145

【雑記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正三年

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・雇い人別に出勤日、作業内容及び支払い賃金等を記録したもの

・収録期間：大正3年～同5年

031－146

【落葉［代］取立】

〔年代〕 大正三年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・由林小作料を各人毎に記載したもの

    ・挿入文書1あり

031－147

1落葉代取立】

〔年代〕 大正四年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－148

【諸雑費日記帳】

〔年代〕 大正四年

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・豚肉、みかん、かずのこ、たばこ、豆腐、はみがき代、学資等を日付順に記した

    経費記録帳

   ・収録期間：大正4年2月10日～同5年2，月3臼

   ・下部一部欠

031－149

【四男岩根出生歯面控】

〔年代〕 大正五年二月六日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・たまご、萩の花、糀白米等の受納品と贈り主の記録

    ・表紙に「父次郎太郎、母若菜」とあり

031－150

【落葉代取立帳】

〔年代〕 大正五年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－151

【諸雑費控帳】

〔年代〕 自大正五年度 至大正六年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢治郎右衛門

〔備考〕・召使へ年玉、縄、香典、鶏、みかん代等を日付順に記した経費記録帳

    ・収録期間：大正5年2月4日～同7年3月2日

031－152

【落葉代取立帳】

〔年代〕 大正六年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの
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031－153

【電灯建設雑記帳】

〔年代〕 大正七年十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  〔   ］

〔備考〕・木材代、はずみ車駄賃、石屋、大工へ賃金支払等の記録

    ・結び紙文書1あり

031－154

【落葉代取立帳】

〔年代〕 大正七年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－155

【雑記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正七年

綴り有り 1

塩沢治郎右衛門

・雇い人別に出勤日、作業内容、仕着せ、賃金等を記録したもの

・収録期間：大正6年～同11年

031－156

【落葉取立帳】

〔年代〕 大正八年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－157

【落葉代取立帳】

〔年代〕 大正九年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢氏

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの
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031－158

【落葉料取立】

〔年代〕 大正十年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－159

【落葉代取立】

〔年代〕 大正十一年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢

〔備考〕・ロ」林小作料を各人毎に記載したもの

031－160

【諸雑費控帳】

〔年代〕 大正十二年五月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・学資金、香典、小遣、とうふ、たまご、編幅傘直し、提灯代等を日付順に記した

     経費記録帳

    ・収録期間：大正12年5，月1日～同13年1月20日
    ・結び紙文書1あり

031－161

【落葉代取立】

〔年代〕 大正十二年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－162

【諸雑費控帳 附雑記】

〔年代〕 大正十三年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢
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〔備考〕・たまご、学資、人力車、豚肉、豆腐代等を日付順に記した経費記録帳 帳末に雑

    記として雇い人の作業内容、賃金の記録及び米穀貸控あり

   ・収録期間：大正10年1月5日～同15年1月15日

031－163

【諸雑費控帳 附雑記】

〔年代〕 大正十五年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 円蓋 塩沢

〔備考〕・足袋、香典、葬式行入用、とうふ、小間物代等を日付順に記した経費記録帳 帳

     末に雑記として雇い人の作業内容、賃金の記録及び米穀貸控あり

    ・収録期間：大正15年1月14日～昭和2年1月26日
    ・結び紙文書1あり

031－164

【御通】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

大正拾五年第七月二十一日

綴り有り 1

平野屋

塩沢

・酒、醤油、酢、ゴマ油等の通い帳

・収録期間：大正15年7．月21日～昭和3年2．月20日

031－165

【落葉取立帳】

〔年代〕 大正十五年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢氏

〔備考〕・山林小作料を各人毎に記載したもの

031－166

【離座敷建築職工手間控】

〔年代〕 昭和二年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 ［   ］

〔備考〕・職人毎の出勤日及び支払い賃金の記録
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・収録期間；昭和2年1月～同年8月

031－167

【諸雑費控帳 附雑記】

〔年代〕 昭和二年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 円壱 塩沢

〔備考〕・豚肉、和白砂糖、パン、卵、新聞代等を日付順に記した経費記録帳 帳末に雇い

     人別に、日付、作業内容の記録及び米穀貸控あり

    ・収録期間：昭和2年1月23日～同4年1，月3日

    ・結び紙文書1あり

031－168

【奈々枝病気見舞控】

〔年代〕 昭和二年四月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎太郎

〔備考〕・鶏卵、カステラ、太白砂糖、 りんご、菓子折、金銭等品物と贈り主を記録したもの

031－169

【嫡孫やを子出産祝受納帳 附羽子板祝受控及七夜祝受控】

〔年代〕 昭和弐年拾弐月参拾壱日出生

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎太郎

〔備考〕・萩のもち、毛糸帽子、メリンス、形付、白メンフランネル、友禅メリンス、たま

     ご等品物と贈り主を記録したもの

031－170

【職人手間控】

〔年代〕 昭和参年四月壱日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎太郎

〔備考〕・職人の出勤及び支払い賃金等を日付順に記録したもの

    ・031－171と関連文書

    ・収録期間：昭和3年4月1日～同年6月22日
    ・表紙に「大工、建具師、左官、木挽、其他」とあり
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・結び紙文書、挿入文書各1あり

031－171

【職人及人夫手間控】

〔年代〕 昭和参年四月壱日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎太郎

〔備考〕・職人別に出勤及び支払い賃金等を記録したもの

    ・031－170と関連文書

    ・収録期間：昭和3年3月21日～同4年6月
    ・挿入文書1あり

031－172

【奈々枝一回忌供養受】

〔年代〕 昭和参年五月八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 施主 塩沢次郎太郎

〔備考〕・金銭等とその氏名を記録したもの、帳末に回向料、念仏用あんばん代金、墓参用

     あぶらげ代金の記述あり

031－173

【諸雑費控帳】

〔年代〕 昭和四年一，月一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 本家 塩沢

〔備考〕・豆腐、たばこ、切手、はがき、せんべい、足袋代等を日付順に記した経費記録帳

     で、昭和4年度支出合計額及びその主な明細書の記述あり

    ・収録期間：昭和4年1，月1日～同5年1，月6日

    ・並並

031－174

【選挙費控 鈴木伝吉・塩沢次郎太郎・松島雄介】

〔年代〕 昭和四年四月拾六日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 事務長 塩沢来介

〔備考〕・挨拶状、名刺印刷代、筆墨紙代、通信費等3人の選挙費用を記録したもの
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031－175

【信濃婚礼祝受控】

〔年代〕 昭和八年四月二十八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎太郎

〔備考〕・祝儀の額とその贈り主を記録したもの

031－176

【三女登以婚礼面訴1

〔年代〕 昭和九年四月二十三日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 塩沢次郎太郎

〔備考〕・金銭、銘仙、紅白絹、フェルト、草履等祝の品物とその贈り主を記録したもの

031－177

【覚1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［8月］

綴り有り 1
 ［塩沢］

・郵便切手代、勝手雑用金等を記録した綴り

・収録期間：8月3日～17日
・虫損

031－178

【売揚帳】

〔年代〕  ［10月～12月］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・醤油、塩の1件毎の売上記録及び日計、月計、通計

    ・収録期間：10，月27日～12月23日
    ・綴じ一部破損の為、当センターにて仮綴じ

    ・反古紙使用

031－179

【［貸米調］】

〔年代〕  ［ ］
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［塩沢治郎右衛門］

・貸米を記録したもの

・反古紙使用

031－180

【［小作米調］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・小作人毎に上、中、下、下々の等級別に小作米を記述したもの

    ・反古紙使用

    ・表紙欠

031－181

1［小作米調］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・小作人毎に、字別に収穫量を記述したもの

    ・031－182と関連文書、人名、反別がほぼ一致している

    ・反古紙使用

031－182

【［田小作米調］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢治郎右衛門］

〔備考〕・1筆毎、小作人毎に反別と小作米を記録したもの

    ・031－181と関連文書

    ・031－033と密着していた

031－183

【田畑小作調】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・一画面に畑の地番、小作人名、小作金が記述されたもの

   ・一筆ごとに田の字名、升蒔、小作人名が記述されたもの

   ・面谷

小作米は項目のみ

031－184

【［諸取引調］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・利子、畑小作、落葉、時貸、払勘定の項目があり、金額と人名を記述したもの

031－185

【大豆売却控】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［塩沢］

〔備考〕・買受人名、日付、金額を記述したもの

    ・「塩沢」の印あり

    ・結び紙文書1あり

031－186

【旧興農社仕抹入出金控】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・割戻金、登記印紙代、証券印紙代、登記行人力車賃等を記した金銭出納帳

031－187

【記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［   ］

綴り無し 1
 ［塩沢］

・利息勘定に関する覚書
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 031－188

 【開札】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・人名といくつかの番号とそれぞれに金額が記述されているが、詳細は不明

 031－189

 【［金銭差引勘定等 断簡］1

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り無し 2

 〔作成〕  ［塩沢］

 〔備考〕・4～6月の繰越金、入出金、荒高等差引計算書及び手習い書き、断簡
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文書目録（山田家）

032 山田家文書 新潟県中頸城郡大濃村
      （現上越市）

032－001

【面心取留割付並御年貢話方帳】

〔年代〕 享保四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町村 諏訪村

〔備考〕・直間町村と諏訪村両論の年貢割付と年貢米納入の記録

    ・「切出シ」 「切入」等年貢米の振替の記述あり

    ・挿入文書2あり

032－002

【［小作地、手作地覚え］】

〔年代〕 天明七年

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［山田氏］

〔備考〕・山田家が百間町村に持つ小作地手作地の内訳の覚書

032－003

【［質取高覚え］】

〔年代〕 寛政弐年戌

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・小作地覚書

032－004

【舟津村大谷内下宮原二持高島立帳】

〔年代〕 文化十年酉九月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田控

〔備考〕・山田家が舟津村等に持つ小作地と小作料の書上げ控え

032－005

【亥歳免割覚帳 心心町［村］ 諏訪村】

〔年代〕 文化十二年亥十一月 日改之
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

山田控

・百間町村と諏訪村の村高と各村の高持百姓への年貢割付覚帳

・山田家は百間町村に106石余、諏訪村に5石余あり

・綴じ糸に結び紙文書、結び綴り文書各1あり

032－006

【細心免割】

〔年代〕 文化十四年丑十一月改之

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・幽間町村の年貢割付覚帳 山田家持高106石余

032－007

【城腰小作水入証文之事】

〔年代〕 文政［4］年巳二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕  ［六郎右衛門他4名］

〔受取〕  ［百間町 山田治左衛門］

〔備考〕・山田家が城野腰村に所有する土地の水入証文

    ・挿入文書1あり

032－008

【［榎井村の小作地の立会改野帳］】

〔年代〕 天保三年辰二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治右衛門

〔備考〕・黒井宿の亀治郎より榎井村に持っていた土地を5年季の質物として受取った、こ

     の土地の小作人毎の入立米高及び田畑の枚数、形状を記したもの

    ・表題は「榎井村二黒井宿亀治郎掛持高辰ノ年ヨリ申迄伍年季質物二請取小作銘々

     水入之儀ハ支配人嶋田孫平二預ケ置地所立会改野帳」

032－009

【大谷内淺原土入新田始末勘定帳】

〔年代〕 天保四年巳三月 日

〔点数〕 綴り有り 1
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 〔作成〕 山田島治右衛門

 〔備考〕・大谷内新田村の淺原（低湿地帯）に土を入れて新田とした際の面積、入立米、諸

      費用の勘定帳

     ・裏表紙に「山田又治右衛門控 右三人江相渡大谷内津右衛門 幾右衛門 彦右衛

      門」とあり

 032－010

 【小泉村岩右衛門反別改帳】

 〔年代〕 天保四年巳四月 日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 幽間町 山田又次右衛門

 〔備考〕・山田家が小泉村に所有している田地の反別改めで、見取図、所在地、小作人、収

      量等が記され、立会人としての岩右衛門がこの地の支配人であることが明記され

      ている

 032－O11

 【大谷内三人持小作入立悪作引方かし米】

 〔年代〕 天保五年午三月二十三日

 〔点数〕 綴り有り ユ

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・天保4年大悪作についての覚書

     ・挿入文書3あり

 032－012

 【百間町諏訪千原午之出戸口野組表印高改覚帳】

 〔年代〕 天保五年午十二月 日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田控

 〔備考〕・百間町、諏訪、千原の各村の表印高と移動の覚帳

     ・挿入文書1あり

 032－013

 【質地耕地絵図改帳】

 〔年代〕 天保六年未七月 日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 沖柳村 質主 六右衛門
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 〔備考〕・沖柳村庄屋六右衛門が10年季で百間町村又治右衛門へ質入れした耕地の絵図面帳

     ・年号及び受取人は綴り中に記載

 032－014

 【上柳地所立会改野覚帳】

 〔年代〕 天保六年忌閏七月十八日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田控

 〔備考〕・沖柳内の伊左衛門他2名の土地の見取図、収量等を記した野帳

 032－015

 【上三分一村新組深沢反別小作水入帳】

 〔年代〕 天保八年忌十二月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔差出〕  ［四ッ屋新田 小作人 善三郎他2名］

 〔受取〕  ［百間町新田村 重右衛門］

 〔備考〕・山田家が上三分一村の深沢と新組に所有する土地の石高、反別、入立米等を記載

      した水入証文

 032－O16

 【上三分一村新組深沢反別小作水入帳】

 〔年代〕 天保九年戌二月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 上三分一分 四ツ屋新田村 小作人 惣兵衛

 〔備考〕・山田家が上三分一村の深沢と新組に所有する土地の十数名の小作人別石高、反別、

      入立米等につき、小作人惣兵衛他請人2名より三間町又治右衛門宛の水入証文

 032－017

 【仁野分村小作水入帳】

 〔年代〕 天保九年忌三，月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔差出〕  ［仁野分村 小作人 与右衛門他6名］

 〔受取〕  ［重右衛門］

 〔備考〕・山田家が仁野分村に所有する土地の石高、反別、入立米等を記載した水入証文
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032－018

【仁野分村小作水帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

天保十年亥三月

綴り有り 1

 ［仁野分村 小作人 繁右衛門］

下間町村 重右衛門

・山田家が仁野分村に所有する土地の石高、反別、入立米等を記載した水入証文

032－OI9

【［火事諸記帳］】

〔年代〕  ［天保10年、文久1年、明治4、9、15、16年］
〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・1、美右衛門出火二付始末聞書覚帳 天保拾亥年二．月七日

     2、百間町郷蔵出火二附見舞覚帳 文久元酉年七月四日

     3、今町出火二付諸事覚 明治四未年二月二十九日

     4、百間町小嶋万七焼失記 第九年十月二十二日

     5、直江津出火二付諸記簿 明治十五年二月四日

     6、百間晶出罵太三郎焼失記 明治十六年十一，月十九日

     以上6綴を雨湿

032－020

1斉藤家金銀差引勘定帳】

〔年代〕 天保拾三年寅九月弐十日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・斉藤家関係の金銀貸借を記録した勘定帳

032－021

1宮本 飯田 東馬持高小作入立米覚帳】

〔年代〕  ［天保］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治右衛門

〔備考〕・表記3か村に於ける山田家所有地の小作米覚帳

    ・当主名から天保年間（天保7年以前）と推定
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032－022

【巳歳より分家新屋敷引目論家普請諸払方勘定覚帳】

〔年代〕 弘化弐年巳二月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門尚家

〔備考〕・山田喜代助が12歳で分家し、屋敷地を決め、新築に関する勘定覚帳

032－023

【小前持高免割帳】

〔年代〕 弘化三年丙午八月改之

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町新田村 庄屋 改名伊右衛門

〔備考〕・百間町新田村の小前夫々への年貢割付帳

    ・裏表紙に「弘化三午年正月 庄屋美代吉改名粂右衛門」とあり

032－024

【小前持高免割帳［写］】

〔年代〕 弘化三年丙午八月 日改之

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町新田村 庄屋改名 伊右衛門

〔備考〕・百間町新田村の小前夫々への年貢割付帳の写し

    ・表紙綴じ代に「出入一件二付免割弐ツニ付写取」とあり

032－025

【郷蔵並内蔵勘定帳】

〔年代〕 弘化三年午十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・小作地からあがる惣入立米を大谷地、城の腰その他の各郷蔵に納めるべき年貢米

     と山田家の内蔵に入れる作徳米に分けた勘定帳

032－026

【郷蔵並内蔵勘定帳】

〔年代〕 弘化五年嘉永一歳申十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門
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〔備考〕・小作地からあがる惣入立米を大谷地、手崎その他の各郷蔵に納めるべき年貢米と

    山田家の内蔵に入れる作徳米に分けた勘定帳

   ・挿入文書2あり

032－027

【姉貰候二付諸事覚書帳】

〔年代〕 嘉永二年酉五月十八日吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田重右衛門

〔備考〕・岡村氏より伜高蔵の嫁嬰り諸：事（出席者、献立等）記録

    ・姉は嫁の称か（032－028、038参照）

032－028

【［婿入料理聞書・嫁貰二付婚礼始末見聞書之覚］】

〔年代〕 嘉永四年亥五月十六日夜祝言也

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・婿入、嫁貰の祝言の次第、席次、料理等の見聞書

    ・表記は「栄右衛門四月二十九日小池甚右衛門婿入料理聞書 栄右衛門上田村宮崎

     より嫁貰二付婚礼始末見聞書之覚但船場より提灯也」

032－029

【当丑小作入立米取調帳】

〔年代〕 嘉永六年丑

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 安塚村 文左衛門 権左衛門

〔備考〕・差配人と考えられる2名が当年の山田家への悪作引後の小作料を小作人毎に算定

     した取立米帳

032－030

【御庭持候二付石寄並灯籠寄覚帳】

〔年代〕 嘉永七年寅六，月十二日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田重右衛門控

〔備考〕・作庭にかかわる石、石灯籠等の入手先及び費用等の覚帳

    ・表紙に「但嘉永六丑年日照二付大あら増皆無 同七寅年大漢郷潟端困窮 同七寅
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六月十七日昼より村中之者共江米三升ツ、手宛二出ス」とあり

032－031

【［質入地争論に関する済口証文写し綴り］1

〔年代〕  ［嘉永7年］寅十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［百間町新田 重右衛門］

〔備考〕・三神原新田村の10人が三分一村に掛持の田畑に関して百間町新田の重右衛門が

     関係した争論（嘉永4～7年）の和解成立を品右衛門他5名より奉行所へ届けた

     証文写

032－032

【寅小作入立米取立帳】

〔年代〕 安政一年忌十二月改

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 安塚村 権左衛門 文左衛門

〔備考〕・差配人と考えられる2名が当年の山田家への小作料を小作人毎に算定した調帳

032－033

【面々持高御歳貢米切縫米納出銀勘定帳】

〔年代〕 安政三年忌十年 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・μ」田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

    ・表紙綴じ目に「町郷蔵米払相場七月四□延合弐拾五俵也」又裏表紙には「但辰郷

     蔵払運駄平均学頭二言永八文六□旧り油売巳払弐拾五治民」とあり

032－034

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 安政三年辰十月 日並安政四年巳十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記帳した帳簿

    ・挿入文書2あり
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032－035

【南川用水路より保倉川岸迄再見野帳】

〔年代〕 安政五年午五月九日初

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・南川用水と保倉川岸を結ぶ区間の杭の配置を記した野帳

032－036

【村々持高御歳貢米切縫直納出直勘定帳1

〔年代〕 安政五年午十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び切出、切取等年貢の代納と決済に関する帳簿

    ・挿入文書1あり

032－037

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 安政五年午十月 日 安政六年未十月 日 両血止ル

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・挿入文書4あり

    ・表紙に「安政五午年」に続き「但蔵払相場拾八俵買」 「安政六未年」に続き「但

     郷蔵払相場拾三俵五分替」その他に「亜由利加（亜米利加の誤）一件舟囲御混雑

     公方出御本丸御出火十月十七日昼七ツ時より水戸宰相様一件御混雑、七月夜八ツ

     頃より三日朝保倉川満水二成先年丑年満水より七拾九年目二成」の記述あり

    ・裏表紙の表記「午后質取高小作米取立覚帳安政六未年十月 日」

    ・末尾に「仁野分村」分の記帳が合綴されている

032－038

【姉貰候二付諸事留覚帳】

〔年代〕 安政五年午十二月五日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田重右衛門

〔備考〕・安政6年2，月24日婚礼下増田村大竹氏より嫁を嬰る際の式次第酒肴振舞等諸事

     記録

    ・表記に「安政五午年十二月五日結納ヨリ書留目出度相納候」とあり
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・挿入文書1あり

032－039

【村々持高御年貢米切縫米納出銀勘定帳】

〔年代〕 安政六歳己未十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

032－040

【未歳下々不納直覚並未秋中より今町川下ケ米覚帳 申歳春中川下米仕切相場勘定並預米覚】

〔年代〕 安政六年未 同七年申夏中迄

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・川下ケ米、貸米、預米、小作米、不納等の勘定覚帳

    ・表記年代は「安政六未年同七申年夏中迄 閏三月年号改万延元申歳 未十二月

     日出年正月面」とあり

032－041

【［保倉川満水記事の抜き書覚帳］】

〔年代〕 安政六年、元治一年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・安政六年から元治1年に至る6年間の保倉川出水の被害を年貢帳、日記帳より抜

     粋記録したもの

    ・表記は以下の通り「安政六未年保倉川満水御年貢帳より繰出、元治元子年保倉川

     大水日記帳より出覚帳 未申酉戌亥子出入六年目満水 未七月三日明六ツ時之大

     水出但大昔之満水ヨリ此間拾九年目ト言 子七月十九日朝五ツ時満水出」

032－042

【小前銘々持高免割下帳】

〔年代〕 安政七年申三月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［寸間町新田村］

〔備考〕・百間町新田村の年貢割付帳控
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・挿入文書1あり

032－043

【申歳村々貸米並九月より今町勝島江川下渡米 酉歳春中川［下］ケ米仕切相場勘定並預米覚帳】

〔年代〕 万延一年申九月より来万延二年酉七月中迄

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・川下ケ米 立米、平米等の勘定帳

    ・表記の年代は「万延元申年九月より来万延二酉年七月中迄 改万延二酉年正月吉

     日」とありまた朱書及び墨書にて「酉三月年号改文久元酉年」の他の改元の旨の

     記述あり

032－044

【村々持高御年貢米切縫米納出銀勘定帳】

〔年代〕 万延一年申十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 座間町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

032－045

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 万延一一年申十月 日 文久一年酉十月 目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 吐血町 山田重右衛門

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・挿入文書1あり

    ・表記「文久盲愛年」に続き「当盛年三月歳号改右文久元酉歳」とあり

032－046

【村々持高御年貢米切継米誌出銀勘定帳】

〔年代〕 文久一年辛酉十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等の年貢の代納

     と決済に関する帳簿
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・表記に「萬延二辛酉年三テ文久元辛酉年 酉年三月中御触年号忌寸事」と朱書あり

032－047

【油壷秋より亥之血中幽々徳米川下ケ今町勝嶋江渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 文久弐歳戌九月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で文久二年秋から翌年春迄の川下ケ覚、村々よ

     り川下ケ欠米覚、仕切米覚及び預り米覚等が記帳されている

032－048

【正々持高御歳貢米切出出納開銀勘定帳】

〔年代〕 文久二年壬戌十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 三間町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

032－049

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 文久二年壬戌十月 日 文久三年癸亥十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 点間町 山田重右衛門

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

032－050

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 文久三年癸亥一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

032－051

【亥歳秋より子春中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 文久三歳亥秋十月 日ヨリ文久四年子…一月
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

山田氏

・小作米の売出、買米の勘定覚帳で亥秋川下ケ覚、元治1子年春川下ケ覚、仕切米

覚、仕切米代金之内請取覚及び銘々より預り米覚等が記帳されている

・年代は表記に「文久三亥歳秋十月日ヨリ文久四子年春中より川下ケ米」とあると

ころがら採用

・表記に「年号三月改元治元年」 「年号改元治元年子年三月日御触有之候」とあり

032－052

【村々持高御年貢米切縫出納出銀勘定帳】

〔年代〕 文久三歳癸亥十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百出町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等の年貢の代納

     と決済に関する帳簿

    ・032－053と関連文書

    ・巻頭に溶姫上洛の際の諸費用を村々へ割当てた内の中宮原分あり

    ・表記に「寿御上洛夫人給金雑用並二溶姫様御通輿雑用割」と朱書あり

032－053

【御上洛御先登夫人給金山姫君様御継立雑用割村々江渡方覚】

〔年代〕  ［文久3年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田重右衛門］

〔備考〕・溶姫上洛の際の諸費用を村々へ割当てた覚書

    ・032－052と関連文書

    ・綴じ穴あり、当センターにて再綴

    ・年代、作成は関連文書より推定

032－054

【御上納金寄之】

〔年代〕 文久三［年］亥

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田重右衛門］

〔備考〕・雨間町他10数村の上納金額及び「保倉川南寄之」として吉野村他10数村の上

     納額を列記したもの

    ・作成は同類文書に依る推定
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 032－055

 【金銀差引勘定帳】

 〔年代〕 元治一年子一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 活間町 山田重右衛門

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

 032－056

 1村曲言高御歳貢米切生米納出銀勘定帳】

 〔年代〕 元治一年子十月 日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 百間町 山田重右衛門

 〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等の年貢の代納

      と決済に関する帳簿

 032－057

 【子爵秋より丑春中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

 〔年代〕 元治一年子秋十月 日ヨリ元治弐［年］丑一月 日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田氏

 〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で子秋川下ケ覚、元治弐年春川下ケ覚、仕切米

      覚、仕切米代金之内請取り覚及び銘々より預り米覚等が記帳されている

     ・表記に「元治元子年三十月日ヨリ元治弐丑歳春中より川下ケ米」 「年号改慶応元

      年丑四月十八日御触」とあり

 032－058

 【御歳貢米小作取立帳】

 〔年代〕 元治一年子十月 日 慶応一年丑十月 日

 〔点数〕 綴り有り ユ

 〔作成〕 百間町 山田重右衛門

 〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

     ・挿入文書2あり

     ・表記に「但元治弐年丑歳改テ慶応ト成四月十八日御触」とあり

 032－059

 【村々高分家利左衛門江譲渡高反別入立米覚帳】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

元治一年甲子十二月 日

綴り有り 1

百間町村譲渡人 山田重右衛門

・山田重右衛門家より分家した山田利左衛門家への屋敷地及び小作地分与の覚帳

・表記の作成者の記述は「譲渡人山田重右衛門控帳」とあり

・挿入文書1あり

032－060

【金銀差引勘定帳1

〔年代〕 慶応一年乙甲一一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

032－061

【晶々持高御歳貢米切縫米晶出銀勘定帳】

〔年代〕 慶応一年丑十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 詮議町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等の年貢の代納

     と決済に関する帳簿

032－062

【丑高秋より寅春中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 慶応一年十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で丑秋川下ケ米覚、寅春川下、仕切米覚、仕切

     米代永之内請取り覚及び銘々より預米覚等が記帳されている

    ・表記に朱書で「慶応弐寅年春中より米仕切口々覚」とあり

032－063

【御用金村々上納勘定覚帳】

〔年代〕 元治弐年丑［慶応1年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田重右衛門
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〔備考〕・旗本の進発に際しての人足費用の上納金勘定帳

   ・表記年代は「年号改慶応元年四月十八日御触」とあり

   ・「御用金四月八日納め」 「丑閏五月御進発御先手繰出候夫人江前渡金割当出金覚」

    との貼紙あり

032－064

1金銀差引勘定帳】

〔年代〕 慶応弐年丙寅一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 雨間町 山田重右衛門

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

032－065

【村離心高御歳貢米切縫米納出銀勘定帳】

〔年代〕 慶応二年丙寅十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 比恵町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

032－066

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 慶応弐年丙寅十月 日 慶応三年丁卯十月 日 両歳持ル

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 飯間町 山田重右衛門

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・「保倉川南御歳貢米小作取立帳」と表記された同年の綴りが合綴されている

    ・挿入文書6あり

032－067

【寅歳秋より卯春中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 慶応弐年十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で、寅秋川下ケ覚、卯春より川下ケ覚、仕切米

     覚、仕切米代永之内請取り覚及び銘々より預米覚等が記帳されている
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・表記に朱書で「慶応三卯年春中より米仕切口々覚」とあり

032－068

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 慶応三年丁卯一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

032－069

【仁野分村小作入立水入帳】

〔年代〕 慶応三年忌二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕  ［仁野分村 小作人 治郎右衛門他4名］

〔受取〕  ［上間町新田村 山田重右衛門］

〔備考〕・山田家が仁野分村に所有する土地にっき小作人治郎右衛門他4名より山田重右衛

     門宛の石高、反別、入立米等を記載した水入証文

032－070

【村山持高御年貢米切話米納出銀勘定帳】

〔年代〕 慶応三年丁卯十月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 虚語町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

032－071

【卯歳秋より辰春中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 慶応三年卯十月より

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で卯秋川下覚、辰春川下ケ覚、仕切米覚、預米

     覚等が記帳されている

    ・表記に「慶応三卯年十月より川下ケ米」 「慶応卯年春中より勘定」とあり

一65一



文書目録（山田家）

032－072

【金銀差引勘定帳1

〔年代〕 慶応四年戊辰一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・綴じ破損の為、当センターにて再綴

032－073

【万雑帳】

〔年代〕 慶応四年戊辰一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

    ・表記に「改訳号明治元年辰九月 日御触改」とあり

032－074

【村山持高御歳貢米切縫米晶出銀点定論1

〔年代〕 慶応四年戊辰十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

    ・表記に「歳号改 明治元年辰九月 目御触改」と朱書あり

    ・挿入文書1あり

032－075

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 慶応四年戌辰十月 日 巳十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百出町 山田重右衛門

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・表記に「歳号改 明治元年辰九月 目改御触」と朱書あり

032－076

【仁之分反別】
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 〔年代〕  ［江戸時代］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 ［   ］

 〔備考〕・仁野分村に山田家が所有している小作地の反別か

 032－077

 【覚】

 〔年代〕  ［江戸時代］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 ［   ］

 〔備考〕・小作人3名の小作地の「○○束刈」と記された入立米についての覚書

 032－078

 【［小作地覚え］】

 〔年代〕  ［江戸時代］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・谷内その他の地区内の小作地につき、小作人名と「00束刈」と記された覚書

 032－079

 【辰歳秋より巳春中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

 〔年代〕 明治一年辰十月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成） 山田氏

 〔備考〕・小作米の旧訳及び丸米の勘定覚帳で辰秋川下ケ心覚、巳春川下ケ仕切米覚等が記

      帳されている

 032－080

 【金銀差引勘定帳】

 〔年代〕 明治二年己巳一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 百間町 山田重右衛門

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳
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 032－081

 【万雑慮】

 〔年代〕 明治弐年己巳一，月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 百間町 山田重右衛門

 〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

 032－082

 【庖瘡見舞覚帳】

 〔年代〕 明治弐年巳四月二十人日より始

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［山田氏］

 〔備考〕・表記に「辰之助弐歳川袋村医師植庖瘡致シ候事」と記載あり

 032－083

 【村々持高御歳貢米切縫米油出銀勘定帳1

 〔年代〕 明治二年出田十，月 日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山間町 山田重右衛門

 〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

      決済に関する帳簿

     ・挿入文書2あり

 032－084

 【巳歳秋より午春中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

 〔年代〕 明治二年巳十月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田氏

 〔備考〕・小作米の売米及買米の勘定覚帳で勝嶋仕切米覚、犀浜貸米差引覚等が記帳されて

      いる

     ・挿入文書1あり

 032－085

 【万雑慮】

 〔年代〕 明治三年庚午一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

032－086

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治三年庚午一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

032－087

【正々持高御歳貢米切縫米納出銀勘定帳】

〔年代〕 明治三年庚午十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 訴訟町 山田重右衛門

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

032－088

【午盛秋より画面中村々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 明治三年午十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で午秋川下覚、勝嶋江並外仕切米覚等が記帳さ

     れている

032－089

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 明治三年庚午十月 明治四年辛未十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・挿入文書6あり
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032－090

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治四年辛未一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重郎

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

032－091

【万雑帳】

〔年代〕 明治四年辛二一，月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重右衛門

〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

032－092

1面々持高御歳貢米切話米晶出銀勘定帳】

〔年代〕 明治四年辛未十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田重郎

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

032－093

【船場字並大袋割出 小前銘々郷蔵計 小前入立米取立 船場原並大袋持割渡 覚帳】

〔年代〕 明治四年未十月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地にっき数十名の小作人それぞれが納める入立米の列記

     及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

    ・表記の年代は「慶応四辰年」とあるを朱書にて抹消、訂正

032－094

【未歳秋より申雨中云々徳米川下今町勝嶋渡米仕切並外貸預米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 明治四年未十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏
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〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で未秋川下覚、勝嶋川下米仕切覚、未秋積預ケ

    米止立が記帳されている

032－095

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治五年壬申一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重郎

〔備考〕・取引先皇に記帳した差引勘定帳

032－096

【万雑帳】

〔年代〕 明治五年壬申一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 幽間町 山田重郎

〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

    ・一部綴じ破損の為、当センターにて再綴

032－097

【正々持高御歳貢米切縫古画出銀勘定帳】

〔年代〕 明治五年壬申十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田重郎

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿で従来の諸役に加え地券入費仮割、管内徴兵割、大区小区割等

     もあり

    ・挿入文書1あり

032－098

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 明治五年壬申十月 明治六年癸酉十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田重郎

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・挿入文書11あり
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032－099

【船場原並大袋割出 小前銘々郷蔵計 小前入立米取立 船場並大袋持割渡 覚帳】

〔年代〕 明治五年申十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

    ・表記の年代は「明治四年未」とあるを朱書にて抹消、訂正

032－100

【申秋より酉春村々徳米川下並積預ケ貸預り米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 明治五年申十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の下米及び買米の勘定覚帳で、秋より春の川下米、積預り米、仕切米等が

     記帳されている

032－101

【［地租改正に際し小作地取扱いについての意見書］】

〔年代〕  ［明治5年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田氏］

〔備考〕・地租改正に際し小作地の取扱いの基本的考え方を提起し、具体的に1反歩の地価

     を記し収穫量から地租村費等を差引いた地主の収入高を記している意見書

032－102

【金銀差引勘定帳コ

〔年代〕 明治六年癸酉一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田又治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

032－103

【万雑戯】

〔年代〕 明治六年癸酉一月

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕 山田又治

〔備考〕・金銭や米油の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

032－104

【日記覚帳】

〔年代〕 明治六年癸酉一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

032－105

1船場原並大袋割出 小前銘々郷蔵計 小前入立米取立 船場並大袋持割渡 覚帳】

〔年代〕 明治六年酉十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

032－106

【正々持高御年貢米切縫米納出銀勘定帳】

〔年代〕 明治六年癸酉十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・山田家持地の村別納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿

    ・挿入文書1あり

032－107

【酉秋より戌春村々徳米川下並積預貸預り米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 明治六年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で酉秋川下記、壱番仕切記、二番仕切記、三番

     仕切記、四番仕切並等が記帳されている
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 032－108

 【金銀差引勘定帳】

 〔年代〕 明治七年甲戌一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 百間町 山田又治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

     ・挿入文書2あり

 032－109

 【万雑帳】

 〔年代〕 明治七年甲戌一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

     ・挿入文書1あり

 032－110

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治七年甲戌一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－111

 【御歳貢米小作取立帳】

 〔年代〕 明治七年甲戌十月 明治八年乙亥十月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 百間町 山田又治

 〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

     ・挿入文書40あり

 032－112

 【船場原並大袋割出 小前銘々郷蔵計 小前入立米取立 船場原並大袋持割渡 覚帳1

 〔年代〕 明治七年戌十月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田氏
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〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地にっき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

    記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

032－113

【蛇口持高御歳貢米切縫米納出銀勘定帳】

〔年代〕 明治七年甲戌十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・山田家持地の村々納辻とその内訳及び他村へ切出、他村より切取等年貢の代納と

     決済に関する帳簿で、町村別から大区、小区、番組別の記載に替わる

    ・挿入文書8あり

032－114

【戌秋より亥春村々徳米川下並積預貸預り米仕切勘定記帳】

〔年代〕 明治七年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で亥春川下記、壱番仕切記、弐番仕切記、三番

     仕切、四番仕切、五番仕切、六番仕切等が記帳されている

032－115

【村々持高御歳貢米切縫米納出金勘定帳】

〔年代〕 明治人年乙亥一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・山田家持地の村々納辻とその内訳及び切出、切取等年貢の代納と決済に関する帳

     簿で地価割、学校取替割等あり

    ・挿入文書4あり

032－116

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治八年乙亥一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田又治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・綴中に「小泉梅津吉右衛門米金差引詰記明治三午年より」と表記された綴りが合

一75一



文書目録（山田家）

綴されている

032－117

【万雑帳】

〔年代〕 明治八年乙亥一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

032－118

【日記覚帳】

〔年代〕 明治八年乙亥一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

032－119

【法名釈真恵香莫見舞帳】

〔年代〕 明治人年乙亥六月十八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治控

〔備考〕・九代山田重右衛門（明治1年山田重郎と改名）の香典帳

032－120

【船場原並大袋割出 小前銘々郷蔵計 小前入立米取立 船場原並大袋持割渡記帳】

〔年代〕 明治八年亥十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

032－121

【村々持高御歳貢米切縫米納出金勘定帳】

〔年代〕 明治九年乙子一月

〔点数〕 綴り有り 1
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 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・山田家持地の番組別諸納税とその立替等の決済に関する帳簿で、地目改正費取替

     品等あり

     ・032－132と関連文書

     ・挿入文書7あり

     ・綴じ破損の為、当センターにて再綴

 032－122

 【金銀差引勘定帳】

 〔年代〕 明治九年扇子一，月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

     ・挿入文書1あり

 032－123

 【万雑帳】

 〔年代〕 明治九年扇子一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

     ・挿入文書1あり

 032－124

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治九年扇子一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－125

 【父之壱周忌己妻二十三回忌並御取越諸事記帳1

 〔年代〕 明治九年丙子六月十七日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・法事に際し見舞の金品他諸事控帳
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・取越は忌日を繰り上げ法事を行うこと

032－126

【お蕾め男子安産記】

〔年代〕  ［明治］第九年子十月二十七日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・くめ男児出産につき祝儀控帳

    ・年号は作成者名より推定

032－127

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 明治九年丙子十月 明治十年丁丑十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・挿入文書25あり

032－128

【船場原並大袋割出 小前銘々郷蔵計 小前入立米取立 船場原並大袋持割渡記帳】

〔年代〕 明治九年子十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

032－129

【匹敵より子春村々徳米川下並積預貸預り米仕切勘定覚帳】

〔年代〕 明治九年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で、亥秋川下記、壱番仕切記、弐番、三番、四

     番、五番、六番、七番、八番、九番の各仕切記、買入米記等が記帳されている
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032－130

【子飼より丑春村々徳米川下並積預貸預り米仕切勘定記帳】

〔年代〕 明治九年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で、川下米記、積預米証記、壱番仕切、弐番仕

     切、三番仕切、四番仕切、五番仕切、川下ケ米運賃等が記帳されている

032－131

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治十年丁丑一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・挿入文書3あり

032－132

【御上納大小虚病雑面納品1

〔年代〕 明治十年丁丑一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・大小嘉名併記の20村別の山田家納税簿

    ・032－121と同様に記載された帳簿

    ・挿入文書2あり

032－133

【万雑帳】

〔年代〕 明治十年丁丑一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

    ・挿入文書1あり

032－134

1日記覚帳】

〔年代〕 明治十年丁丑一月

一79一



文書目録（山田家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

山田又治

・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

032－135

1父之三回忌並御取越諸事記】

〔年代〕 明治十年丁丑五月十七日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・法事に際しての見舞の金品他の諸事控帳

032－136

【山田又治再東京見物留守見舞貰帰宅土産配り】

〔年代〕 明治十年九月二十三日出立十月十八日帰宅

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田氏］

〔備考〕・岡村、石坂、滝本、小池諸氏とともに東京見物に上京した際の留守見舞及び土産

     の記録

032－137

【三秋より寅春村々徳米川下並積高貸預り米仕切勘定記帳】

〔年代〕 明治十年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定帳で、川下米記、積預米証記、壱番仕切、売極証、

     弐番仕切、三番仕切、四番仕切、五番仕切、残米仕切等が記帳されている

    ・挿入文書6あり

032－138

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治十一年三三一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・挿入文書1あり
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 032－139

 【御上納大小区万三惑古記1

 〔年代〕明治十一年戊寅一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・大小区名併記の20村別の山田家納税帳簿

     ・挿入文書2あり

     ・綴じ一部破損の為、当センターにて仮綴じ

 032－140

 【万画帳】

 〔年代〕 明治十一年戊寅一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・金銭や米の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

 032－141

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治十一年戊寅一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－142

 【御歳貢米小作取立帳】

 〔年代〕 明治十一年戊寅十月 明治十二年己卯十月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

     ・挿入文書37あり

 032－143

 【お久め男子安産記】

 〔年代〕 明治十一年寅十一月十五日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田氏

                  一81一



文書目録（山田家）

〔備考〕・くめ男児出産につき祝儀控帳

032－144

【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場原並大袋持割渡記帳】

〔年代〕 明治十壱年寅十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

    ・表記の年代に「丑」とあるを朱書にて「寅」に訂正あり

032－145

【寅秋より卯春村々小作米川下並積預貸預り米仕切勘定記帳】

〔年代〕 明治十一年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で、寅秋川下米記、積預証記、買入積預証、卯

     払平均、壱番仕切、弐番仕切、甲乙三番仕切等が記帳されている

032ヨ46
【御上納帳1

〔年代〕 明治十二年己卯…月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・大小区名併記の20村別の山田家納税帳簿

    ・挿入文書17あり

    ・綴じ破損の為、当センターにて再綴

032－147

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治十二年山前一月

目点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・挿入文書14、他に綴込の綴り1あり
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 032－148

 【万雑帳】

 〔年代〕 明治十二年己卯一月

 〔点数〕 ∴綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

 032－149

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治十二年己卯一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－150

 【法名釈尼妙玄一七日三十五日祖旧訳五十回忌書記簿】

 〔年代〕 明治十二年己卯九，月十三日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治控

 〔備考〕・九代山田重右衛門富岳恵の葬儀並びに曾祖父五十回忌についての諸控え

 032－151

 【お込め病気二付見舞1

 〔年代〕 明治十弐年九月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［山田氏］

 〔備考〕・山田又治妻の病気見舞控帳

 032－152

 【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場原由大袋持割渡記帳】

 〔年代〕 明治十弐年卯十一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田氏

 〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

      記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳
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032－153

【卯秋より辰春村々小作米川下並積預貸預り米仕切勘定記帳】

〔年代〕 明治十二年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で、卯秋川下米記、13年辰春川下ケ米記、積

     預国記、壱番仕切、弐番仕切、三番仕切、明治12年小作米山田習治より預り米

     等が記帳されている

    ・挿入文書13あり

032－154

【卯小作米取立帳】

〔年代〕 明治十弐年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米の収納を日付順に記帳したもの

032－155

【御上納帳】

〔年代〕 明治十三年庚辰一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・中頸城郡上柳町村、青野村その他19村別地租、地方税、万雑割その他諸税の山

     田家納税帳簿

    ・挿入文書9あり

032－156

【金銀差引勘定帳1

〔年代〕 明治十三年庚辰一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・挿入文書7あり

032－157

【万雑帳】
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〔年代〕 明治十三年庚辰一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・金銭や米山の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

   ・挿入文書16あり

032－158

【日記覚帳】

〔年代〕 明治十三年庚辰一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

032－159

【御歳貢米小作取立帳】

〔年代〕 明治十三年庚辰十月 明治十四年辛巳

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・挿入文書66あり

．032－160

【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場大袋持主江割渡記帳】

〔年代〕 明治十三年子辰十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

032－161

【辰秋より惜春島々小作米川下並積預貸預り米仕切勘定記帳】

〔年代〕 明治十三年応命十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田又治

〔備考〕・小作米の売米及び買米の勘定覚帳で、辰秋川下記、14年巳春川下ケ米記、積預

     ケ米記、仕切米記等が記帳されている
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     ・挿入文書6あり

 032－162

 【辰小作米取立帳】

 〔年代〕 明治十三年十一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・小作米の収納を日付順に記帳したもの

 032－163

 【御上納帳】

 〔年代〕 明治十四年辛巳一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・中頸城郡上柳町より青野まで18村別地租、臨時県会費割その他諸税の山田家納

      税帳簿

     ・挿入文書1あり

 032－164

 【万雑帳】

 〔年代〕 明治十四年辛巳一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

     ・挿入文書6あり

 032－165

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治十四年辛巳一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田又治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

     ・収録期間：明治14年1月1日～12月25日
     ・挿入文書1あり
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032－166

【金員並小作米年々勘定帳】

〔年代〕 明治十四年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 後見人 山田習治

〔備考〕・前半は小作来と其の年の買受地米（入附米）及び飯米、正米売等の内訳で、後半

     は正有金、貸附金、公債、銀行株等の他所得税上納の記録帳

    ・収録期間：明治14年～同24年
    ・032－167の関連文書

032－167

【地所買請年々記裁［載］帳】

〔年代〕 明治十四年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 後見人 山田湯治

〔備考〕・売主毎の地所反別、地価、入附米、代金等の記録で年末に総計あり

    ・収録期間：明治14年1月～同24年12月
    ・032－166の関連文書

032－168

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治十四年辛口一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・挿入文書1あり

032－169

【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場大袋持主江割渡記帳】

〔年代〕 明治十四年忌巳十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳
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032－170

【巳小作米取立並巳秋より午春迄川下ケ米並立預貸預米仕切勘定帳】

〔年代〕 明治十四年巳十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・小作米の取立及び売買勘定帳

    ・挿入文書7あり

032－171

【日記帳】

〔年代〕 明治十四年巳十一月

〔巻号〕 第二号

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 百間町 山田氏

〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

    ・収録期間：明治14年11月6日～12月31日

032－172

【御上納金 諸課賦金 受領証控帳】

〔年代〕 明治十五年壬午一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 μ」田辰治

〔備考〕・中頸城郡上梛町村、稲田村その他17村別地租その他諸税の山田家納税帳簿

032－173

【日記覚帳】

〔年代〕 明治十五年壬午一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

032－174

【御年貢米小作取立帳】

〔年代〕 明治十五年壬午十月 明治十六年癸未十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治
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〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

   ・挿入文書79あり

032－175

【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場大袋持主江割渡記帳】

〔年代〕 明治十五年癸午十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

    ・年代の干支「癸」は壬の誤り

032－176

【午小作米取立並午秋より歯面迄川下ケ米並積預米仕切勘定帳】

〔年代〕 明治十五年午十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・小作米の取立及び売買勘定帳

032－177

【御上納金 諸念賦金 受領証控帳】

〔年代〕 明治十六年癸未一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・中頸城郡上柳町村、福嶋村その他17村別村費、地方税その他諸税の山田家納税

     内訳帳簿

    ・挿入文書1あり

032－178

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治十六年癸未一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先皇に記帳した差引勘定帳

    ・信越鉄道会社、第百三拾九国立銀行等への出資の記入あり

    ・挿入文書3あり
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 032－179

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治十六年癸未一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－180

 【滝本氏婚礼目付諸事見聞記書】

 〔年代〕 明治十六年未五月二十二日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［山田氏］

 〔備考〕・「行野村横尾義周五男養子二入」 （表記）際の婚礼見聞記

 032－181

 【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場大袋持主へ割渡記帳】

 〔年代〕 明治十六年未十一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田氏

 〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

      記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

 032－182

 【未小作米取立並未配より申春迄川下ケ米並積預貸預米仕切勘定帳】

 〔年代〕 明治十六年未十一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・小作米の取立及び売買勘定帳

     ・挿入文書3あり

 032－183

 【御上納金 諸課賦金 受領証控帳】

 〔年代〕 明治十七年甲申一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・中頸城郡上柳町村、百間町村その他19町村別村費、地方税その他諸税のμ」田家
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納税内訳帳簿

・挿入文書2あり

032－184

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治十七年甲申一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

    ・信越鉄道会社、第百三拾九国立銀行等への出資の記入あり

    ・挿入文書9あり

032－185

【日記覚帳】

〔年代〕 明治十七年甲申一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

032－186

【御年貢米小作取立帳】

〔年代〕 明治十七年甲申十月 明治十八年酉十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・小作米取立状況を小作人別に記した帳簿

    ・挿入文書130あり

032－187

【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場大袋持主へ割渡記帳】

〔年代〕 明治十七年申十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

    ・挿入文書1あり
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 032－188

 【申小作米取立並申秋ヨリ酉春迄川下ケ米並積預貸預米仕切勘定帳】

 〔年代〕 明治十七年申十一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・小作米の取立及び売買勘定帳

     ・挿入文書12あり

 032－189

 【御上納金 諸課賦金 受領証控帳】

 〔年代〕 明治十八年乙酉一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・中頸城郡田村新田、百間町村その他6村別村費、地方税その他諸税の山田家納税

      内訳帳簿

     ・挿入文書2あり

 032－190

 【金銀差引勘定帳】

 〔年代〕 明治十八年乙酉一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

     ・信越鉄道会社の創立中止、解散の記述、第百三拾九国立銀行株の利子等の記入あり

     ・挿入文書3あり

 032－191

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治十八年乙酉一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－192

 【滝本数弥殿より二女嬰候二付諸記簿】

 〔年代〕 明治十八年酉五月二十四日吉日
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文書目録（μ」田家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［山田氏］

・婚礼に際し結納から里帰り迄の諸行事につき祝次第、祝品、酒肴振舞等の記録

・後尾に「御振舞肴之御通 明治十八酉五月」と表記された通帳が合綴されている

032－193

【酉小作米取立並酉秋ヨリ戌春迄川下ケ米並積預貸預米仕切勘定帳】

〔年代〕 明治十八年酉十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・小作米の取立及び売買勘定帳

    ・挿入文書19あり

032－194

【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場大袋持主へ割渡記帳】

〔年代〕 明治十八年並十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳

    ・挿入文書4あり

032－195

【御上納金 諸豪賦金 受領証控帳】

〔年代〕 明治十九年丙戌一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・中頸城郡田村新田、百間町その他6町村別村費、地方税その他諸税の山田家納税

     内訳帳簿

    ・挿入文書2あり

032－196

【金銀差引勘定帳】

〔年代〕 明治十九年丙戌一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治
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〔備考〕・取引先毎に記帳された貸金、出資金等の差引勘定帳

   ・信越鉄道会社創立中止、解散の記述や第百三拾九国立銀行株の売買の記入あり

   ・挿入文書7あり

032－197

【日記覚帳】

〔年代〕 明治十九年丙戌一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

032－198

【戌小作米取立並戌秋ヨリ亥春迄川下ケ米並積預貸［預］米仕切勘定帳】

〔年代〕 明治十九年丙戌十月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・小作米の取立及び売買勘定帳

    ・挿入文書12あり

032－199

【法名釈深意五十回忌法名釈尼妙信三十三回忌法名釈至善七回忌】

〔年代〕 明治十九年十一月二日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・当主の「亡父ノ兄、亡父ノ先妻、亡父」3名の法事に際しての控帳

032－200

【船場原並大袋割出 小前銘々内蔵計 小前入立米取立 船場大袋持主江割渡記帳】

〔年代〕 明治十九年戌十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田氏

〔備考〕・船場原と大袋地区の小作地につき、数十名の小作人それぞれが納める入立米の列

     記及びこの小作地所有者8名への入立米の配分を記した覚帳
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 032－201

 【金銀差引勘定帳】

 〔年代〕 明治二十年丁亥一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・取引先毎に記帳された貸金、出資金等の差引勘定帳

     ・信越鉄道解散に付、割戻金の記述や第百三拾九国立銀行出資の利子や株売買の記

      述あり

     ・挿入文書7あり

 032－202

 【万雑帳】

 〔年代〕 明治二十年半亥一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・金銭や米等の出納を項目毎に日付を追い記した金銭出入帳

     ・挿入文書1あり

 032－203

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治二十年丁亥一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－204

 【金銀差引勘定帳1

 〔年代〕 明治二十一年戊子一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

     ・信越鉄道会社解散の件、第百三拾九銀行株等の記述や戸長役場新築、寄附金の記

     述あり

     ・挿入文書5あり
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 032－205

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治二十一年戊子一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－206

 【金銀差引勘定帳1

 〔年代〕 明治二十二年己丑一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

     ・出資金、銀行株、寄附金等の記述あり

 032－207

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治二十二年己丑一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－208

 【法名釈尼諦観香莫初七日三十五日書記簿】

 〔年代〕 明治二十二年丑九月三十日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［山田辰治］

 〔備考〕・俗名久（辰治長女）死去に付葬儀及び法事の控帳

 032－209

 【金銀差引勘定帳1

 〔年代〕 明治二十三年庚寅一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

     ・出資金、銀行株、寄附金等の記述あり
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     ・挿入文書2あり

 032－210

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治二十三年庚寅一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－211

 【金銀差引勘定帳】

 〔年代〕 明治二十四年辛卯一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した差引勘定帳

     ・出資金、寄附金等の記述あり

     ・挿入文書4あり

 032－212

 【日記覚帳】

 〔年代〕 明治二十四年辛卯一月

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・天候、経営上の出来事、来訪者等を記した当主の用務日誌

 032－213

 【金銀差引帳】

 〔年代〕 明治二十四年

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田辰治

 〔備考〕・取引先毎に記帳した明治24年度の差引勘定帳

     ・挿入文書2あり

 032－214

 【万雑帳1
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治二十五年一月

綴り有り 1

山田辰治

・金銭や米の出納を項目毎に日付を追って記した金銭出入帳

032－215

【日記1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治二十五年壱月

綴り有り 1

山田辰治

・天候、出来事等を簡略に記した日記帳

・収録期間：明治25年1月～同29年12月
・表記に「山田辰治手記」とあり

032－216

【差引帳】

〔年代〕 明治二十五年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治25年度の貸金、売米の差引勘定帳

    ・挿入文書5あり ‘

032－217

【原簿】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治二十六年

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、出、払）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治26年2月～同27年1月
・挿入文書7あり

032－218

【差引帳】

〔年代〕 明治弐拾六年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治
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〔備考〕・取引先毎に記帳した明治26年度の貸金、売米の差引勘定帳

   ・挿入文書7あり

032－219

【原簿】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治弐拾七年弐月壱日

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、出、払）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治27年2月～同28年1月
・挿入文書2あり

032－220

【差引帳】

〔年代〕 明治弐拾七年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治27年度の貸金、売立の差引勘定帳

    ・表紙裏に「山田辰治記」とあり

    ・挿入文書4あり

032－221

【原簿】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治弐拾八年二月

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、上納其他、払）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治28年2月～同29年1月
・表紙裏に「μ」田辰治記」とあり

・挿入文書2あり

032－222

【差引帳】

〔年代〕 明治弐拾八年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治
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〔備考〕・取引先毎に記帳した明治28年度の貸金、売米の差引勘定帳

   ・表紙裏に「山田辰治記」とあり

   ・挿入文書5あり

032－223

【原簿】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治弐拾九年

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、上納、払）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治29年2月～同30年1月
・表紙裏に「山田辰治記」とあり

・挿入文書2あり

032－224

【差引帳】

〔年代〕 明治二十九年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治29年度の貸金、売米の差引勘定帳

    ・表紙裏に「μ」田辰治自記」とあり

    ・挿入文書4あり

032－225

【要録 恩虚弱目録 滞貸米金覚1

〔年代〕 明治弐拾九年綴之

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田辰治］

〔備考〕・年々所得税上納、古金、新金銀換金、株券等買入れ、恩儀証文を取り貸金等勘弁

     助成、その他滞貸金、米穀金の覚書

    ・凡例に「此帳ハ多ク山田習治殿記入 明治二十四年度差引帳ヨリ転記 年々ノ多

     少ノ加減ハ年々ノ差引帳ヲ参考トス時二原簿ニヨル事モアルベシ 右弐拾九年弐

     月山田辰治記」とあり

032－226

【明治弐拾九年度米川下売渡覚】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［明治29年～同32年］

綴り有り 1

 ［   ］

・売上日、引渡日、数量、取引先名の記録で他に、二十九年度米川下ノ分、明治弐

拾九年度内蔵米川下売（渡）覚、明治二十九年小作米換金、明治参拾年米川下売

渡明治三十年度内倉米ノ分売渡、明治三十年度小作米換金、三十年度悪作三キ大

麦買入売渡並二救助、明治三十一年度米川下ノ分売渡覚、明治三十一年内蔵米売

渡明治三十一年度小作米換金の覚書あり

・収録期間：明治29年7月～同32年8月

032－227

【［日記］】

〔年代〕  ［明治30年1，月1日～同34年12月31日］
〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・天候、出来事等を簡略に記した日記

    ・表紙裏に「山田辰治自記」とあり

    ・挿入文書3あり

032－228

【原簿】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾年二月一日

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、出、払）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治30年2月～同31年1月
・表紙裏に「山田辰治自記」とあり

・挿入文書3あり

032－229

【差引帳1

〔年代〕 明治参拾年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治30年度の貸金、売米の差引勘定帳

    ・学資貸の記載あり

    ・表紙裏に「山田辰治自記」とあり
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・挿入文書1あり

032－230

【原簿】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾壱年弐月壱日

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、払、小作米金納、諸課賦納）の金銭出入を記した帳簿

・収録期間：明治31年2月～同32年1月
・表紙裏に「山田辰治自記」とあり

032－231

1差引帳】

〔年代〕 明治参拾壱年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田辰治］

〔備考〕・取引先皇に記帳した明治31年度の貸金、売米の差引勘定帳

    ・学資貸の記載あり

    ・挿入文書2あり

032－232

【売出原簿】

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自明治参拾壱年 至明治参拾六年

第壱号

綴り有り 1

山田辰治

・各年毎にまとめられた米売上原簿で、各年末尾に川下米、内蔵米、金納分の三口

合計の総勘定が付記されている

・表紙裏に「山田辰治手記」とあり

・挿入文書7あり

032－233

【差引帳】

〔年代〕 明治参拾弐年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治
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〔備考〕・取引先毎に記帳した明治32年度の貸金、売米の差引勘定帳

   ・銀行預金の記載あり

   ・表紙裏に「山田辰治自記」とあり

   ・挿入文書2あり

032－234

【差引帳】

〔年代〕 明治参拾参年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治33年度の貸金、売米の差引勘定帳

    ・銀行預金の記載あり

    ・表紙裏に「山田辰治」とあり

    ・挿入文書1あり

032－235

【差引帳】

〔年代〕

〔立山〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾四年

甲

綴り有り 1

 ［山田辰治］

・取引先毎に記帳した明治34年度の貸金差引勘定帳

・学資金と推定される無利子貸金あり

・挿入文書5あり

032－236

【日記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自明治参拾五年壱月壱日 至明治四拾年六月参拾日

綴り有り 1
 ［山田辰治］

・天候の他各月摘要として吉、凶事、米価、雑事等を簡略に記した日記

032－237

【差引帳】

〔年代〕 明治参拾五年

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕  ［山田辰治］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治35年度の貸金差引勘定帳

   ・学資金と推定される無利子貸金あり

   ・挿入文書8あり

032－238

【母上御病中日誌葬式其他各覚年々法事記事法主御泊記】

〔年代〕 自明治参拾五年 至明治四拾四年 至大正

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・山田辰治母クメの病中及び葬儀の覚他各法事等の記録

    ・収録期間：明治35年～大正13年
    ・挿入文書1（山田クメ火葬認許証）あり

032－239

【本盗】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾六年二月

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、払、小作米、上納）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治36年2月～同37年1月
・表紙裏に「山田辰治」とあり

・挿入文書1あり

032－240

【差引帳】

〔年代〕 明治参拾六年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治36年度の貸金差引勘定帳

    ・「学資金ノ部」あり

    ・表紙裏に「山田辰治」とあり

    ・挿入文書4あり

032－241

【本帳】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾七年二月

綴り有り 1
 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、小作米、上納、作料、学資金貸）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：明治37年2，月～同38年1月

・挿入文書3あり

032－242

【差引帳】

〔年代〕 明治参拾七年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治37年度の貸金差引勘定帳

    ・銀行預金、国庫債券の記載あり

    ・学資貸の記載あり

    ・挿入文書3あり

032－243

【売米原簿1

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自明治参拾七年 至明治四拾壱年

第弐号

綴り有り 1

山田辰治

・各年毎にまとめられた米売上原簿で、各年末尾に川下米、内蔵米、金納分の三口

合計の総勘定が付記されている

・明治39年分には「小作米出入総勘定」と記載されている

・表紙裏に「山田辰治自記」とあり

・挿入文書6あり

032－244

【本帳1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾八年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、学資金貸、上納、作料）の金銭出入を日付順に記した

帳簿
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・収録期間：明治38年2月～同39年1月
・挿入文書6あり

032－245

【［山田隆治経費並二病中日誌］】

〔年代〕 明治参拾八年四月八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［大竹謙治］

〔備考〕・山田隆治高田中学入学後間もなく病を得、全快して再入校迄の経費と病中日誌

    ・収録期間：明治38年4月8日～同39年1，月31日
    ・挿入文書2（諸支出覚）あり

032－246

【差引帳】

〔年代〕 明治参拾八年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治38年度の貸金差引勘定帳

    ・学資貸の記載あり

    ・帝国公債の記載あり

032－247

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治参拾九年二月

綴り有り 1
 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、学資金貸、上納、作料）の金銭出入を日付順に記帳

・収録期間：明治39年2月～同40年1月
・挿入文書3あり

032－248

【差引帳1

〔年代〕 明治参拾九年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治39年度の貸金差引勘定帳
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・学資貸の記載あり

・銀行預金、生命保険の記載あり

032－249

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四拾年二月

綴り有り 1

山田辰治

・項目内容毎（入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治40年2月～同41年1月
・表紙裏に「山田辰治自記」とあり

・挿入文書3あり

032－250

【日記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自明治四拾年七月 至大正二年十二，月

綴り有り 1
 ［山田家］

・日毎の天候の他、各月、各年の摘要として吉、凶事、学生、雑事等に分け簡略に

記した日記

032－251

【差引帳1

〔年代〕 明治四拾年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治40年度の貸金差引勘定帳

    ・学資貸の記載あり

    ・銀行預金の記載あり

    ・挿入文書2あり

032－252

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

明治四拾壱年二月

綴り有り 1
［山田家］
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〔備考〕・取引内容毎（入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順に記した帳簿

   ・収録期間：明治41年2，月～同42年1月

   ・挿入文書1あり

032－253

【差引帳】

〔年代〕 明治四拾壱年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治41年度の貸金差引勘定帳

    ・学資貸の記載あり

    ・銀行預金の記載あり

032－254

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四拾弐年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治42年2月～同43年1月
・挿入文書1あり

032－255

【差引帳】

〔年代〕 明治四拾弐年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治42年度の貸金差引勘定帳

    ・学資貸の記載あり

    ・銀行預金、生命保険、地代金渡し等の記載あり

    ・挿入文書1あり

032－256

【売米原簿】

〔年代〕 自明治四拾弐年 至大正弐年

〔巻号〕  ［第3号］

一108一



文書目録（山田家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1
 ［山田家］

・米の売上原簿で末尾に各年毎の売米合計（数量と金額）及び課賦合計額あり

・挿入文書10あり

032－257

【本直】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四拾参年弐月

綴り有り 1
 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治43年2月～同44年1月
・挿入文書1あり

032－258

【差引帳】

〔年代〕 明治四拾三年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治43年度の貸金差引勘定帳

    ・学資貸の記載あり

    ・銀行預金、学校貯金の記載あり

032－259

【本山】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四拾四年弐月壱日

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治44年2月～同45年1月
・挿入文書1あり

032－260

【差引帳】

〔年代〕 明治四十四年

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕  E山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した明治44年度の貸金差引勘定帳

   ・学資貸の記載あり

   ・銀行預金の記載あり

   ・挿入文書7あり

032－261

【本心】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四十五年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順に記した帳簿

・収録期間：明治45年2．月～大正2年1月

032－262

【［川北小作地覚］】

〔年代〕  ［明治時代］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・川北地区の小作地につき、小作人や入立米の覚書

    ・「川北十弐番」と地番が記されているので明治期のものか

032－263

【差引帳】

〔年代〕 大正一年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正1年度の貸金差引勘定帳

    ・学資貸補助の記載あり

    ・銀行への預金、利子、借入金返済等の記載あり

032－264

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

大正二年二月

綴り有り 1

山田辰治
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〔備考〕・取引内容毎（入、貸、払、学資貸、公課、作料）の金銭出入を日付順に記した帳簿

   ・収録期間：大正2年2月～同3年1月
   ・表紙裏に「山田辰治」とあり

032－265

【差引帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正弐年

綴り有り 1

山田辰治

・取引先毎に記帳した大正2年度の貸金差引勘定帳

・学資貸の記載あり

・株払込金（上越軽便鉄道か）及び払込金の貸付等あり

・表紙裏に「山田辰治」とあり

・挿入文書1あり

032－266

【日記1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自大正三年一月 至大正七年十二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・日毎の天候の他、各月、各年の重要事項を簡略に記した日記

032－267

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正参年二月

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、米代金入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正3年2月～同4年1月
・表紙裏に「山田辰治」とあり

・挿入文書2あり

032－268

【差引帳】

〔年代〕 大正参年
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引先毎に記帳した大正3年度の貸借金差引勘定帳

・学資貸の記載あり

・銀行預金、頸喜喜よりの借入金等の記載あり

032－269

【売米原簿1

〔年代〕 自大正参年 至大正七年

〔巻号〕  ［第4号］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・米の売上原簿で、各年度の末尾に1年の米総勘定及び課賦金の記載あり

    ・表紙裏に「山田辰治」とあり

    ・挿入文書30あり

032－270

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正四年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、米代金入、貸、払、学資貸、諸課賦、作料）の金銭出入を日付

順に記した帳簿

・収録期間：大正4年2月～同5年1月

032－271

【差引帳】

〔年代〕 大正四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正4年度の貸借金差引勘定帳

    ・株式払込、学資貸の記載あり

    ・挿入文書3あり

032－272

【本帳】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正五年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、米代金入、貸、払、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正5年2月～同6年1月
・挿入文書1あり

032－273

【差引帳】

〔年代〕 大正五年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正5年度の貸借金差引勘定帳

    ・株式払込、公債買入等の記載あり

    ・学資貸の記載あり

032－274

【本帳1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正六年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正6年2月～同7年1月

・挿入文書1あり

032－275

【差引帳1

〔年代〕 大正六年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正6年度の貸金差引勘定帳

    ・挿入文書1あり
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032－276

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正七年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、配賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正7年2月～同8年1月

・挿入文書2あり

032－277

【差引帳】

〔年代〕 大正七年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正7年度の貸金差引勘定帳

    ・株を担保とした貸付の記載あり

032－278

【日記】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

032－279

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 自大正人年一月 至同十二年十二月

綴り有り 1
 ［山田家］

・日毎の天候の他、各月各年の重要事項を簡略に記した日記

大正八年二月

綴り有り 1
 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正8年2月～同9年1月

032－280

【差引帳】
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文書目録（山田家）

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正八年

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引先毎に記帳した大正8年度の貸金差引勘定帳

・銀行預金、公債等の記載あり

・株を担保とした貸付の記載あり

・挿入文書1あり

032－281

【売米帳】

〔年代〕 自大正八年 至同十弐年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・米の売上原簿で、各年の末尾に一年間の米総勘定及び課賦金の記載あり

    ・表紙裏に「山田辰治」とあり

    ・挿入文書9あり

032－282

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正九年二月

綴り有り 1

 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、添景、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正9年2月～同10年1月

032－283

【差引帳】

〔年代〕 大正九年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕’ ［山田家］

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正9年度の貸金差引勘定帳

    ・公債、銀行利子、株を担保とした貸付等の記載あり

    ・学資貸の記載あり

    ・挿入文書2あり
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文書目録（山田家）

032－284

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正十年二月

綴り有り 1
 ［山田家］

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正10年2月～同11年1月

032－285

【差引帳1

〔年代〕 大正十年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田家コ

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正10年度の貸金差引勘定帳

    ・公債・銀行の利子の記載あり

    ・学資貸の記載あり

032－286

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正十一年二月

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正11年2月～同12年1月
・表紙裏に「山田辰治」とあり

032－287

【差引帳】

〔年代〕 大正十一年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正11年度の貸金差引勘定帳

    ・公債、銀行利子の記載あり

    ・学資貸の記載あり

    ・表紙裏に「山田辰治」とあり
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文書目録（山田家）

・挿入文書1あり

032－288

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正十二年二月

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正12年2月～同13年1，月
・表紙裏に「山田辰治」とあり

・挿入文書1あり

032－289

【差引帳】

〔年代〕 大正十二年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正12年度の貸金差引勘定帳

    ・公債、銀行利子の記載あり

    ・富山県織物模範工場の記載あり

    ・学資貸の記載あり

    ・表紙裏に「山田辰治」とあり

    ・挿入文書4あり

032－290

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正十三年二月

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、払、米代金入、学資貸、課賦、作料）の金銭出入を日付順

に記した帳簿

・収録期間：大正13年2月～同14年1，月
・表紙裏に「山田辰治」とあり

・挿入文書3あり
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文書目録（山田家）

032－291

【差引帳】

〔年代〕 大正十三年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田辰治

〔備考〕・取引先毎に記帳した大正13年度の貸金差引勘定帳

    ・公債、銀行利子等の記載あり

    ・学資貸の記載あり

    ・表紙裏に「山田辰治」とあり

032－292

【本帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正十四年二月

綴り有り 1

山田辰治

・取引内容毎（入、貸、払、米代金、学資、課賦、作料）の金銭出入を日付順に記

 した帳簿

・収録期間：大正14年2月～同15年1月
・表紙裏に「山田辰治」とあり
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033  金沢米穀取引所文書 石川県金沢市





文書目録（金沢米穀取引所）

033 金沢米穀取引所文書 石川県金沢市

033－001

【［株式会社金沢米穀取引所定款及び同修正関係綴り］1

〔年代〕  ［明治26年～同35年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 株式会社 金沢米商会所

〔備考〕・明治26年9月7日付の農商務省認可証には名称は「株式会社金沢米商会所」と

     あり、同年10月1日付で「株式会社金沢米穀取引所」と変更、再に明治28年

     12月「株式会社金沢米穀株式取引所」と変更、認可される

    ・二十数綴りを一括して一綴りとした 綴じ糸破損のため当センターで再誕

    ・挿入文書1あり

033－002

【［株式会社金沢米穀取引所営業細則及び同修正関係綴り］】

〔年代〕  ［明治26年～同33年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 株式会社 金沢米穀取引所

〔備考〕・営業細則と15回に亙る修正関係綴り

    ・忌数綴りを一括して綴ってある

033－003

【［株式会社金沢米穀株式取引所定款及び同修正関係綴り］】

〔年代〕  ［明治35年～大正2年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 株式会社 金沢米穀株式取引所

〔備考〕・明治35年11月付定款及び修正により、明治36年5月1日より社名を「株式

     会社金沢米穀取引所」と変更認可

    ・品数綴りを一括して綴ってある

033－004

【［株式会社金沢米穀取引所営業細則及び同修正関係綴り］1

〔年代〕  ［明治36年～大正3年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 株式会社 金沢米穀取引所

〔備考〕・営業細則と7回の修正関係綴り

    ・十数綴りを一括して綴ってある
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文書目録（大屋家）

035  大屋家文書 信濃国諏訪郡岡谷村
     （現岡谷市）

035－001

【大福帳】

〔年代〕 弘化［2年加点ユ月吉日］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 信州下諏訪岡谷郷間下 大屋吉之助

〔備考〕・巻初に日付順の金銀出入覚、荷物出入覚があり、次いで顧客毎の差引勘定帳で、

     取扱品目には米、雑穀、大豆、塩、酒、酒粕、種粕、干粕、雑貨がありその他時

     貸、無尽等の記載あり

    ・035－002と関連文書  「当座帳」の巻初と「大福帳」の金銀出入覚末尾が一一致

    ・挿入文書ユあり

    ・表紙の一部摩耗の為、年代は内容より推定

    ・小口に「弘化3」と鉛筆書きあり

035－002

【当座［帳］】

〔年代〕 弘化三年丙［午］□［月］吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［信州下諏訪岡谷郷間下］大屋吉之助

〔備考〕・巻初に日付順の金銀出入覚、荷物出入覚があり、次いで顧客毎の差引勘定帳で、

     取扱品目には米、雑穀、大豆、塩、酒、酒粕、種粕、干粕、雑貨等の記載あり

    ・035－001と関連文書

    ・表紙、裏表紙とも摩耗部分あり

035－003

【大福帳1

〔年代〕 嘉永三年官位一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 大屋吉之助

〔備考〕・巻初に日付順の金銀出入覚、次いで顧客毎の差引勘定帳、再び金銀出入覚で、取

     扱品目には雑穀、大豆等があり、その他時貸の記載も多く見うけられる

    ・挿入文書1あり

035－004

【大福帳】
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文書目録（大屋家）

 〔年代〕  ［安政2］年乙卯一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 大屋吉之助

 〔備考〕・臨画は日付順の金銀出入覚、次いで顧客毎の差引勘定帳で、その他時貸の付記も

      あり

     ・挿入文書3あり

     ・表記年代は「嘉永八年」であるが嘉永7年11月27日安政と改元、小口書に

      「安政二年」とあり

     ・表紙の一部に摩耗あり

 035－005

 【大福帳】

 〔年代〕 安政六年己未一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 大屋吉之助

 〔備考〕・巻初は日付順の金銀出入覚、次いで顧客毎の差引勘定帳で、取扱品目には米、雑

      穀、藍葉、塩等がありその他蚕糸代、時貸の付記もあり

     ・挿入文書1あり

     ・小口に「安政6」と鉛筆書きあり

 035一一〇〇6

 【大福帳】

 〔年代〕 文久四年甲子一一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 大屋吉之助

 〔備考〕・巻初は日付順の金銀出入覚、次いで顧客毎の差引勘定帳で、取扱品目には米、麦、

      雑穀、塩、炭、桑の他時貸、登糸、糸売等高額の取引もあり

     ・挿入文書1あり

     ・小口に「文久四」と鉛筆書きあり

 035－007

 【大福帳】

 〔年代〕 慶応四年戊辰壱月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［大屋吉之助］

 〔備考〕・巻初は日付順の金銀出入覚、次いで顧客毎の差引勘定帳で、取扱品目には米、麦、

      塩、炭、粕、生糸、綿打賃、ふとん、小倉帯、足袋裏等多品目のものが記されて

                  一122一



文書目録（大屋家）

いる

・収録期間：慶応4年（明治1年）

・挿入文書1あり

・年代は小口書による

・表紙、裏表紙とも摩耗部分あり

1月～明治2年9月

035－008

【日下恵】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 岡谷郷間下 大屋吉之介

〔備考〕・出納の手控帳で春子、夏子等の繭、糸買入に関する記事あり

    ・裏表紙一部摩耗のため判読不能の数文字あり

035－009

【［手控帳］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［大屋吉之助］

〔備考〕・両替表、篠巻値附覚、真綿、木綿、米、大豆、油等の小口買や両替、利足勘定等

     夫々の売買に際しての相場及びその心得等を記した手控帳

    ・表紙、裏表紙とも摩耗のため判読不能
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037  岩波醤油店文書

長野県諏訪郡四賀村
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文書目録（北沢醤油店）

036  北沢醤油店文書 長野県諏訪郡四賀村
     （現諏訪市）

036－001

【現金醤油通［綴り］】

〔年代〕  ［大正6年、同10年、同14年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 醤油味噌醸造元 北沢醤油店 北沢太刀之助

〔備考〕・北沢醤油店作成の顧客毎の通い帳及び北沢家買物帳

     1、大正6年「町買物控」 （北沢家買物帳）

     2、大正10年金子正光
     3、大正1ユ年金子正光
     4、大正12年 堀内吉次（記帳後手習に使用）

     5、大正13年 北沢文治（顧客名抹消未使用）

     6、大正13年組合員小川甚兵衛
     7、大正13年 藤森政之丞（未使用）

     8、大正13年組合員土橋今朝治郎（未使用）

     9、大正14年飯島米倉滝蔵
     10、大正14年 本町 北沢洋品店
     11、 ［不明］小田坂（未使用）

    ・11綴りを綴り紐で一括

036－002

【現金醤油通】

〔年代〕 昭和九年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 醤油味噌醸造元 北沢醤油店

〔備考〕・顧客北沢恭一郎の通い帳

一125一





文書目録（岩波醤油店）

037 岩波醤油店文書 長野県諏訪郡中洲村
     （現諏訪市）

037－001

【［売上帳］】

〔年代〕  ［大正9年1月～3月］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 長野県諏訪郡中洲村岩波正油店出商員 波良

〔備考〕・中洲村福島の岩波醤油店の出張販売員原憲 の日々の売上を記帳したもの

    ・岩波醤油店は中洲村役場文書021－482［小作調停に関する綴］によれば、岩波磯

     太郎の経営と推定される

    ・表紙裏に「諏方郡中ス村福島 岩波正油店 原憲 」とあり

037－002

【［売上帳］1

〔年代〕  ［9月、10月］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 長野県信州諏訪中洲［村］福島岩波正油店大東出商員 波良

〔備考〕・中洲村福島の岩波醤油店出張販売員原憲 の日々の売上を記帳したもの

    ・表紙「波良」に朱印あり

    ・表記は「長野県信州諏訪中ス福島」とあり
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038  丸茂家文書 長野県諏訪郡玉川村や
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文書目録（丸茂家）

038 丸茂家文書 長野県諏訪郡玉川村
     （現茅野市）

038－001

【白米売捌帳】

〔年代〕 明治弐拾三年七月ヨリ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂家］

〔備考〕・白米、餅白米、玄米、米粉等の小売売上帳

    ・収録期間：明治23年7月～同24年4月

038－002

【白米売上帳】

〔年代〕 明治二十四年辛卯五月ヨリ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村 丸茂亀弥

〔備考〕・白米、餅白米、玄米、米粉等の小売売上帳

    ・収録期間：明治24年5月～同25年2月

038－003

【雑綴込】

〔年代〕  ［明治30年］

〔点数〕 綴り有り ユ

〔作成〕  ［丸茂亀弥］

〔備考〕・玉川村山田区長丸茂亀弥より玉川村長宛の公債株券調御届、土木工費統計表

     その他諸届書綴り

038－004

【諸達綴込】

〔年代〕  ［明治30年、31年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田区長 丸茂亀弥］

〔備考〕・鋸製造者調、政府公債証書及び諸銀行株其他株券所有者調照会等玉川村役場から

     山田区長丸茂亀弥宛の諸達綴り
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文書目録（丸茂家）

038－005

【玉川学校新築回付委員日当帳1

〔年代〕 明治三十一年第一月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田区長

〔備考〕・1月15日～2月20日の期間の委員日当（1人分、半人分）の記録

038－006

【金銭出入帳】

〔年代〕 明治参拾参年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂家］

〔備考〕・玄米買入代、村税その他諸雑費の出金及び白米代金等の入金を記した出納帳

    ・収録期間：明治33年5月～同35年9月

038－007

【穴蔵入費帳 買物引合帳 品控［綴り］】

〔年代〕  ［明治33年～同40年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・9冊合綴

     1、買物引合帳 明治33年1月吉日

     2、控     明治34年1月吉日

     3、穴蔵入費帳 明治34年11月30日

     4、品控   明治35年2月吉日
     5、穴蔵入費帳 明治36年3月19日

     6、穴蔵入費帳 明治36年12月7日

     7、穴蔵入費帳 明治38年11月27日
     8、穴蔵入費帳 明治39年12月4日

     9、穴蔵入費帳 明治40年12月12日
    ・結び紙文書2あり

038－008

【諸費支払帳】

〔年代〕 明治三十六年五月六日ヨリ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂家］
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文書目録（丸茂家）

〔備考〕・鰹節代、虫加持料、切手代、素麺代その他日用諸雑費支払帳

   ・収録期間：明治36年5月～同38年10月
   ・挿入文書1あり

038－009

【連帯借用金証書［用紙］】

〔年代〕 明治三十六年九月二十日

〔点数〕 綴り無し 1

〔備考〕・日付、金額、氏名等記載のない未使用の用紙で、定価金8厘とあり

    ・年代は用紙の発行日

    ・用紙に「編輯兼印刷発行人 信濃国諏訪郡豊平村 小平賢一郎」とあり

038－010

【金銭出入帳】

〔年代〕 明治参拾九年第九月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂家］

〔備考〕・玄米買入代、村税その他諸雑費の出金及び白米代金等の入金を記した出納帳

    ・収録期間：明治39年9月～同41年6，月

038－011

【歳入出明細簿】

〔年代〕 明治四十一年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 村社五社

〔備考〕・出社神社の祭典費、神職給料、県税等の出金及び債権利子受取等の入金を記した

     出納帳

    ・収録期間：明治41年10，月～同43年1月

038－012

【諸事日記帳】

〔年代〕 明治四拾四年亥一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂亀弥］

〔備考〕・日々の天候、諸費支払、入金、議会関係諸事や養蚕、農事等を記した当主の用務

     日誌
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文書目録（丸茂家）

・収録期間：明治44年1月1日～同年12月30日

038－013

【［天長節祝賀式及び開校紀念運動会参列案内状］】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［明治］十月二十九日

綴り無し 1

玉川小学校

山田 丸茂亀弥

・明治天皇天長節（11月3日
・孔版

祝賀式等10月31日挙行につき案内状

038－014

【長野県諏訪郡玉川村明治四十五年度大正元年度歳入歳出総計決算】

〔年代〕 明治四十五年度 大正一年度

〔点数〕 綴り有り 2

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・玉川村歳入出決算書、同一文書2綴りで、一方には鉛筆書きのイ印あり

    ・孔版

038－015

【［粟沢橋梁組合歳入出関係書類綴り］】

〔年代〕  ［大正1年度～大正6年度］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・玉川村、永明村で構成する粟沢橋梁組合と玉川村の歳入出予算決算を主とした諸

     書類綴り

    ・孔版

038－O16

【大正弐年度長野県諏訪郡玉川村歳入出予算】

〔年代〕 大正二年二月二十七日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・巻末に日付、村長名入りの附帯決議、村税徴収期の記載あり

    ・朱書による金額、項目の訂正あり

    ・活版
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文書目録（丸茂家）

038－017

【［玉川村々議会関係綴り］】

〔年代〕 大正弐年四月拾六日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 村会議員 丸茂亀弥

〔備考〕・大正2年度県税戸数割各自賦課額議定及びその他の件につき玉川村長より村会議

     員丸茂亀弥宛召集通知綴り

    ・孔版

038－018

【［玉川村々議会関係綴り］】

〔年代〕 大正弐年

〔点数〕 綴り有り 1

     綴り無し 1

〔作成〕 村会議員 丸茂亀弥

〔備考〕・「大正弐年度追加予算議定ノ件」にっき村会議員丸茂亀弥宛召集通知及び村議会

     関係綴り

    ・「大正弐年度諏訪郡玉川村々会書類 丸茂亀弥」と書かれた袋1あり

    ・孔版

038－019

【諏訪郡玉川村事務報告書1

〔年代〕 大正二年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・議会から教育に至る玉川村の事務報告書

    ・孔版

038－020

【［玉川村々会議案関係綴り］】

〔年代〕 大正弐年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・議案28寄附金受領二関スル件～議案35里道修繕竣工延期二関スル件までの村

    会議案綴り

    ・孔版
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文書目録（丸茂家）

 038－021

 【長野県諏訪郡玉川村大正弐年度歳入歳出総計決算1

 〔年代〕 大正弐年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 玉川村

 〔備考〕・玉川村歳入出決算表

     ・孔版

 038－022

 【大正弐年度県税営業出血種油賦課額】

 〔年代〕 大正弐年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 玉川村

 〔備考〕・税種別賦課額合計と各自賦課額等級表

     ・孔版

 038－023

 【金銭出入帳】

 〔年代〕 大正三年第壱月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 諏訪郡玉川村 丸茂亀弥

 〔備考〕・玄米買入代、村税その他諸雑費の出金及び白米代金等の入金を記した出納帳

     ・収録期間：大正3年1月～同6年4月

 038－024

 【大正三年度長野県諏訪郡玉川村歳入出予算】

 〔年代〕 大正三年二月二十五日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 玉川村

 〔備考〕・巻末に「大正三年度玉川村税税目税率」 「大正三年度玉川村税徴収期限」あり

     ・活版

     ・表紙右上すみに「丸茂亀弥殿」の鉛筆書きあり

 038－025

 【［鳴岩川水路新設工費割受等申し合わせ書］1

 〔年代〕 大正三年三月

                   一134一



文書目録（丸茂家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り無し 1

 ［   ］

・鳴岩川の水路新設につき泉野村長、玉川村長・助役・丸茂亀弥他7名による協議

会の申し合わせ書

038－026

【大正参年度県税戸数割賦課額1

〔年代〕 大正参年四月拾九日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・県税戸数割賦課額等級表あり

    ・孔版

    ・紐でまとめられている4綴り（038－026、027、035、036）の内1綴り

    ・表紙右下に「丸茂」の鉛筆書きあり

038－027

【大正弐年度県税追加戸数割賦課額】

〔年代〕 大正三年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・県税追加戸数割賦課額等級表

    ・紐でまとめられている4綴り（038－026、027、035、036）の内1綴り

038－028

【［玉川村々議会関係綴り］】

〔年代〕 大正三年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 村会議員 丸茂亀弥

〔備考〕・議案1号「大正2年度県税追加戸数割賦課額議定ノ件」につき、玉川村長より村

     会議員丸茂亀弥宛召集通知その他議会関係綴り

    ・孔版

038－029

【大正参年度長野県諏訪郡玉川村歳入出予算】

〔年代〕 大正参年度

〔点数〕 綴り有り 1
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文書目録（丸茂家）

 〔作成〕 玉川村

 〔備考〕・玉川村歳入出予算書

     ・孔版

 038－030

 【長野県諏訪郡玉川村大正参年度歳入歳出総計決算】

 〔年代〕 大正参年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 、玉川村

 〔備考〕・玉川村歳入出決算書

     ・孔版

 038－031

 【大正三年度県税営業税雑種税賦課額［その他議案綴り］】

 〔年代〕 大正三年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 玉川村

 〔備考〕・県税、営業税、雑種税賦課額及び学務委員辞職に関する議案綴り

     ・挿入文書1あり

     ・孔版

 038－032

 【穀類売上帳】

 〔年代〕 大正四年壱月吉良日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・白米、濡白米、粉、米糠の売上帳で日付、種類、量、金額、人名の記入あり

     ・収録期間：大正4年1月～同5年12月

     ・挿入文書1あり

 038－033

 【日誌帳】

 〔年代〕 大正四年乙卯壱月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［丸茂亀弥］

 〔備考〕・当主用務日誌で天候、議会関係、穀類の売買、諸雑費の金銭出入等が記されている

                   一136一



文書目録（丸茂家）

・収録期間；大正4年1月1日～同5年1月1日
・挿入文書1あり

038－034

【大正四年度長野県諏訪郡玉川村歳入出予算】

〔年代〕 大正四年二月二十五日提出

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・村議会へ提出した玉川村歳入出予算案

    ・孔版

    ・落筆あり

    ・金具綴じのため当センターで再綴

038－035

【大正四年度長野県諏訪郡玉川村歳入出予算】

〔年代〕 大正四年二月二十七日決議

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・村議会で議決された玉川村歳入出予算書

    ・活版

    ・紐でまとめられている4綴り（038－026、027、035、036）の内1綴り

    ・表紙右上に「丸茂」と鉛筆書きあり

038－036

【大正四年度県税戸数割賦課額】

〔年代〕 大正四年四月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・県税戸数割賦課額等級表

    ・孔版

    ・紐でまとめられている4綴り（038－026、027、035、036）の内1綴り

    ・表紙右下に「丸茂」と鉛筆書きあり

038－037

【〔玉川村役場出頭等に関する覚書］1

〔年代〕 大正四年七月十一日
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文書目録（丸茂家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り無し 1

 ［   ］

・玉川村役場出頭や上諏訪行き等に関する覚書で、大正4年7，月ユ1日～同5年3

月6日の期間の簡単なメモ

038－038

【長野県諏訪郡玉川村事務報告書】

〔年代〕 大正四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・大正4年中に役場が取扱った事務概況報告書で、吏員異動・文書・視察・兵事・

     税務・学務・土地事務・農工商等の記載あり

    ・孔版

    ・表紙右下に「丸茂亀弥殿」と鉛筆書きあり

038－039

【［玉川村々議会関係綴り］】

〔年代〕 大正四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂亀弥］

〔備考〕・玉川村、泉野村電気組合設立に関して理事である丸茂亀弥宛召集通知及び電気事

     業調査報告の件その他、議会関係綴り

    ・収録期間：大正4年6月～同5年

    ・孔版

038－040

【［大正四年度玉川村歳入出決算に関する覚書］】

〔年代〕 大正五年七月五日調

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・大正5年7月5日調の大正四年度玉川村歳入出決算に関する覚書

    ・「玉川村役場」用紙使用、鉛筆書き

038－041

【大正四年度村会綴1

〔年代〕 大正四年度
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文書目録（丸茂家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［村会議員 丸茂亀弥］

・収入役退職及び後任者選任の件につき議定参集通知、玉川村歳入出追加更正予算

に関する議案等の綴り

・収録期間：大正4年2月19日～同年12月
・孔版

038－042

【大正五年度長野県諏訪郡玉川村歳入出予算】

〔年代〕 大正五年弐月弐拾弐日提出

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・議会に提出された歳入出予算書

    ・巻末に「大正五年度玉川村税徴収期限」

    ・孔版

「大正五年度玉川村税税目税率」あり

038－043

【諏訪郡玉川村大正五年度歳入出予算決議書】

〔年代〕 大正五年弐月弐拾弐日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・議会提出日に議決された歳入出予算決議書

    ・巻末に「大正五年度玉川村税徴収期限」 「大正五年度玉川村税税目税率」あり

    ・活版

    ・表紙右下に「丸茂亀弥殿」とペン書きあり

038－044

【翠光会洋画展覧会目録】

〔年代〕 大正五年二月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕 玉川小学校

〔備考〕・同人制作の洋画及び友人所蔵絵画の展覧会目録

    ・活版

038－045

【長野県諏訪郡玉川村大正四年度歳入歳出総計決算】
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文書目録（丸茂家）

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正五年七月六日提出

綴り有り 1

玉川村

・村会へ提出された歳入出決算書

・孔版

・朱書きの後筆あり

・表紙右下に「丸茂亀弥」と鉛筆書きあり

・金具綴じのため当センターで再綴

038－046

【長野県諏訪郡玉川村事務報告書】

〔年代〕 大正五年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・大正5年中に役場が取扱った事務概況報告書で、議会・吏員異動・文書・兵事等

     の記載あり

    ・孔版

038－047

【［日誌帳］】

〔年代〕  ［大正5年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂家］

〔備考〕・当主用務日誌で天候、議会関係や米等物品売買の金銭出入等が記されている

    ・収録期間：大正5年1月1日～同年12月31日
    ・表紙欠

    ・題名は038－033「日誌帳」による

    ・挿入文書1あり

038－048

【［玉川村会議員参集通知及び議事綴り］】

〔年代〕 大正六年二月十三日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・里道補助に関する件や大正5年度玉川村歳出追加更正予算の件等につき議員召集

     書類

    ・孔版
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文書目録（丸茂家）

038－049

【大正六年度長野県諏訪郡玉川村歳入出予算1

〔年代〕 大正六年二月二十五日提出

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 玉川村

〔備考〕・玉川村歳入出予算案

    ・巻末に「大正六年度玉川村税税目税率」 「大正六年度玉川村税徴収期限」あり

    ・孔版

    ・表紙右上に「議第十一号」、右下に「丸茂亀弥」と鉛筆書きあり

038－050

【［村長宅火災焼失に付火事見舞の出頭依頼状］】

〔年代〕 大正六年四月十四日

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 玉川村役場吏員一同

〔受取〕 元村会議員 丸茂亀弥

〔備考〕・孔版

038－051

【金銭出納帳】

〔年代〕 大正六年目四月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 長野県諏訪郡玉川村山田 丸茂亀弥

〔備考〕・玄米買入代、村税その他諸雑費の出金及び白米代金等の入金を記した出納帳

    ・収録期間：大正6年4月～同11年10月
    ・作成は巻末ゴム印による

    ・挿入文書2あり

038－052

【［日誌帳］】

〔年代〕 大正六年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂家］

〔備考〕・当主の用務日誌で天候、議会関係や米等物品売買の金銭出入等が記されている

    ・収録期間：大正6年1月1カ日同年12月31日
    ・題名は038－033「日誌帳」による
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文書目録（丸茂家）

038－053

【日誌1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正七年

綴り有り 1

 ［丸茂家］

・当主の用務日誌で天候、農事、米その他の物品売買、銀行利子等の金銭出入が記

されている

・収録期間＝大正7年1，月ユ日～同年12月31日

038－054

【日誌帳】

〔年代〕 大正八年一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  〔丸茂家］

〔備考〕・当主の用務日誌で天候、農事、米等の物品売買、銀行利子等の金銭出入が記され

     ている

    ・収録期間：大正8年1月1日～同9年1月24日
    ・挿入文書1あり

038－055

【［日誌帳］】

〔年代〕 大正九年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂家］

〔備考〕・当主の用務日誌で天候、農事、米等の物品売買、銀行利子等の金銭出入が記され

     ている

    ・収録期間：大正9年1月25日～同年12月31日
    ・挿入文書2あり

    ・題名は038－033「日誌帳」による

038－056

【金銭出入帳】

〔年代〕 大正十一年拾月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂亀弥］

〔備考〕・玄米買入代、村税その他諸雑費の出金及び白米代金等の入金を記した出納帳で、

     米の取扱いが次第に減少している
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文書目録（丸茂家）

・収録期間：大正11年10月～昭和2年3月

038－057

【諸日記帳】

〔年代〕 大正十弐年第一月虹良日

〔点数〕 綴り有り

〔作成〕  ［丸茂亀弥］

〔備考〕・当主の用務日誌で天候、農事、米等の物品売買、諸雑費等の金銭出入が記されて

     いる

    ・収録期間：大正12年1月1日～同年12，月31日

    ・挿入文書2あり

038－058

【諸日記帳】

〔年代〕 大正十三年一月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［丸茂亀弥］

〔備考〕・当主の用務日誌で天候、農事、米等の物品売買、諸雑費等の金銭出入が記されて

     いる

    ・収録期間：大正13年1月1日～同年12月31日
    ・挿入文書6こ口

038－059

【［真龍院住職葬儀関係買物帳綴り］】

〔年代〕 大正十五年一月二十七日

〔点数〕 綴り有り 1

     綴り無し 2

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・「豆腐油揚買帳」 「買物帳仏具部」 「葬儀買物予算帳」 「諸道具買入帳」 「真龍

     院葬議係」 「真龍院住職死去二付諸雑費帳」の5冊と表紙欠損の横半帳1冊、無

     記載の愛山1こ口合計7冊を合綴したもの 他に断簡2枚あり

038－060

【［真龍院住職葬儀関係納品書］】

〔年代〕 大正十五年一月二十七日

〔点数〕 綴り無し 24
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文書目録（丸茂家）

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・1，月27日～29日分 丸茂酒店、田中屋等より山田区寺世話人宛の酒、糊入紙、

      豆腐他の諸品納入書

 038－061

 【［真龍院住職葬儀関係領収証等綴り］】

 〔年代〕 大正十五年一月

 〔点数〕 綴り有り 2

      綴り無し 2

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・酒代、紙代その他葬儀に用いた品々の請求書及び領収証で、丸茂商店、中屋商店

      等より真龍院世話人宛の綴り

 038－062

 【［金銭出入帳］】

 〔年代〕  ［昭和5年～同10年2月］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［丸茂家］

 〔備考〕・諸雑費の出金及び利子や繭代等の入金を記した出納帳で、米の取扱記事が減少し

      ている

     ・収録期間：昭和5年3，月～同6年12月 昭和8年1月～同10年2月
     ・挿入文書3あり

 038－063

 【諸事日誌帳1

 〔年代〕 昭和七年第壱，月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［丸茂家］

 〔備考〕・当主の用務日誌で天候、康事、山田区会記事、利子諸雑費支払等の金銭出入が記

      されている

     ・収録期間：昭和7年1月1日～同年12月3ユ日

     ・挿入文書1あり

 038－064

 【諸事日誌帳1

 〔年代〕 自昭和拾弐年一月 昭和拾参年五月迄
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文書目録（丸茂家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［丸茂家］

・当主の用務日誌で天候、農事、山田区会記事及び利子、繭代金、収入、諸費支払

等の金銭出入が記されている

・収録期間：昭和12年1，月1日～同年5月29日
・挿入文書5あり

038－065

【玉川村仮隔離病舎新築人夫［帳］】

〔年代〕 八月十一日

．〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・8，月11日～8月23日の期間に山田地区が担当した仮隔離病舎新築に用した人

     夫控

038－066

【［村絵図］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・豊平村、宮川村、原村にかこまれた玉川村のあら絵図

    ・孔版

038－067

【［封筒］】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［   ］

綴り無し 1

 ［   ］

山田 丸茂亀弥

・封筒のみ

・封筒の裏面に税率についてのメモ書きあり

038－068

【［封筒］1

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し
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文書目録（丸茂家）

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

玉川村役場

村会議員 丸茂亀弥

・封筒のみ
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文書目録（青木家）

039 青木家文書 岐阜県本巣郡山添村
     （現本巣市）

039－001

【［米価高低図］】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［明治1年～同27年］

綴り無し 1

 ［   ］

・「米価高下参考表紙」と印刷された和紙のグラフ用紙に米価の変動を記入

・取引所不明

039－002

【東京期米大勢白虹中値活動】

〔年代〕  ［明治13年12月～大正8年12月］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京取引所の先物米価の変動を表した罫線で、本文書群中唯一の洋紙グラフ用紙

039－003

【東京正米標準相場三ケ年平均比較図】

〔年代〕 ［明治13年～同35年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・表記は表題の他に「桑名期米発会より納会迄三ケ月間値幅多少比較図」と「同先

     物一ケ月間同上」とあるが東京正米相場の比較図（明治13年～同34年）と桑

     名期米値幅比較図（明治31年～同35年）の2枚綴りで、桑名先物一か月間の

     値幅比較図は綴じ込まれていない

039－004

【［米価高低図］1

〔年代〕  ［明治14年4月～同40年12月］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所名不明の米相場罫線
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039－005

【［東京米価定期拾銭高低表］1

〔年代〕  ［明治14年～同24年］

〔点数〕 綴り無し 11

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京取引所における米先物取引価格の罫線

    ・米の作況、価格の高下の原因等の註記あり

    ・表題は明治15年分に「東京壬午米価定期拾銭高低表」と記されていることによる

    ・各図画に対象年と取引所名「東京」が記されている

039－006

【［東京米価と米収穫高比較図］】

〔年代〕  ［明治15年～同39年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京米価各年最高値段（明治15年～同39年）と「東京米収穫ト米価比照図」

     （明治16年～同39年）が1枚の用紙に記され、綴りの前半は白紙で表記もない

039－007

【東京十二月ヨリ翌年四、五月マデ底値昇進歩合】

〔年代〕  ［明治18年、24年、28年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・表記3年分、米価の底値、天井月等の記入あり

039－008

【［米価高低表］1

〔年代〕  ［明治18年～29年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・米相場の典型的変動パターンを罫紙で表わし、夫々の1か月内の米価変動の原因

     等の記入もあり 取引所名不明

039－009

【［桑名三月限期米高低図］】

〔年代〕  ［明治19年5月～同27年6月］
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［   ］

・桑名三か月先物米価を5銭刻みに表わした罫紙

039－010

【［桑名三月限期米高低図］】

〔年代〕 明治十九年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・「桑名三ケ月先物米価十銭高下」

     枚の綴り

と書かれた1年間の罫線と各月毎の罫線計13

039－011

【［桑名三月限期米高低図］】

〔年代〕 明治二十年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名及び名古屋米穀取引所における3か月先物価格の罫線

    ・1か月1枚宛、合計12枚を綴ったもの

039－012

【［期米高低図］】

〔年代〕  ［明治21年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・明治21年1月～12月名古屋取引所及び同年3月、5月～7月桑名取引所の先
     物米価の罫線

    ・明治21年7月桑名（9月先物）の罫線には「二十九日美濃大水福島磐梯山噴火

     ノ災害二引続タル凶変」として揖斐川他の堤防欠壊の記事あり

039－013

【［等月三ケ月平均高低図］】

〔年代〕  ［明治21年～同36年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・「等月三ケ月平均トハ墨点ノ月ト前ニケ年ノ同月ト三ケ月平均ナリ」とあり、米
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価の罫線か 取引所不明

039－014

【［米価高低図］】

〔年代〕 ［明治22年12月～同30年ユ2月］
〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所名不明の米相場の罫線

    ・各所に日清戦争、暴風、大洪水、津浪等相場を左右する社会、自然現象の記述あり

039－015

【［定期米高低図］】

〔年代〕  ［明治22年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・明治22年1月～8月名古屋定期米、同年10月～12月桑名定期米相場の罫線

    ・明治22年7，月名古屋（9月限先物）の罫線には朱書にて「本月ハニ日以来二十

     五日迄雨天続キ外藩ハ勿論本県工臨出水且入水セリ」とあり、各地の洪水や熊本

     地方の地震の記述あり

039－016

【桑名定期先物高低表1

〔年代〕 明治二十三年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 ［   ］

〔備考〕・桑名米穀取引所の三か月先物価格の罫線

    ・各月に特記事項の記述あり 例えば23年4月のグラフには「五目越後心血頸城

     郡前王町ノ貧民五百余念、俄カニ蜂起シ去ル十九日夜米商六戸ヲ破壊セリ」とい

     う記述のように各所に筆者の解説や報告が記されている

039－017

【［桑名石代先物五銭高下表］】

〔年代〕  ［明治23年～同42年］

〔点数〕 綴り無し 20

〔作成〕 ［   ］

〔備考〕・桑名取引所における先物米相場の罫線
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・米価の変動の社会的背景の記入あり

・表題は明治23年分による

・各年1枚宛

039－018

【三ケ月先物桑名石代十銭高下図】

〔年代〕  ［明治24年～同31年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の3か月先物米相場の罫線

    ・明治31年分は「桑名定期米拾銭高低表」とあり

    ・末尾に「明治三拾壱年戊戌米価天候豊凶占」あり

    ・表題は1頁目の題名による

039－019

【桑名月々高低図】

〔年代〕  ［明治29年～同43年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所に於ける米相場の罫線

    ・各年の作況の記入あり

039－020

【［米相場日々高低図］】

〔年代〕  ［明治30年1月～同41年12月］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・各月毎に夫々1日の最高値と底値が表わされた罫線

    ・第1短目に「名古屋」と記されているが40年1月の図には「桑名」と記され、

     明治31年1月からは、データの連続性等より桑名取引所のものと推定される

    ・正米（現物）か定期米（先物）か明記されていないが恐らく先物であろう

    ・挿入文書5あり

039－021

【［桑名米価高低図］】

〔年代〕  ［明治30年9月～同31年5月］
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り無し 1

 ［   ］

・桑名取引所先物米相場罫線

・米の作柄や深川正米値段等の記述あり

039－022

【岐阜二月限［期米高低図］】

〔年代〕 明治三十年十二月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・岐阜取引所先物米相場の罫線

039－023

【［拾銭高低図］】

〔年代〕 明治三十年

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所不明の米相場罫線

    ・039－025「桑名十銭高低図 明治三十年度」

     取引所の罫線か

とはデータが異なるため桑名以外の

039－024

【［米価高低図綴り］】

〔年代〕  ［明治30年～同35年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・039－020［米相場日々高低図］の明治32年5月と本図の同月を比較すると同デ

     ータに基ずいているため桑名取引所のものと推定される

    ・収録期間：明治30年9月～同31年6月、同32年1月～5月、

          同34年1月～同35年12月

039－025

【桑名十銭高低［図］】

〔年代〕 明治三十年度

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］
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〔備考〕・桑名取引所の米相場罫線

   ・売買心得が各所に記載されている

   ・作況、災害、ドイツが清国膠州湾を占領等の記事あり

039－026

【［大阪期米高低図］1

〔年代〕  ［明治31年1月～4月、9，月～12月］

〔点数〕 綴り無し 8

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・大阪取引所の先物米相場の罫線

039－027

【限月期米拾銭高低図】

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三拾壱年九月限初

二号ノ壱

綴り有り 1

 ［   ］

・桑名取引所の先物米相場の罫線

・末尾に値幅表あり

・挿入文書3あり

・表紙に「秘」 「二号ノ壱」 「三拾九年一月限ヨリ陰陽切替図二改正」等の朱書あり

・巻頭に「期米限月図説」あり

039－028

【五銭高低足】

〔年代〕  ［明治31年、36年～大正1年］

〔巻号〕 壱

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の米相場罫線

    ・039－065 五銭高低表［大正2年～同6年2，月］ 弐参照

039－029

【岐阜［期米高低図］】

〔年代〕 明治三十二年一月

〔点数〕 綴り無し 7
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〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・岐阜取引所の先物米相場罫線

   ・明治32年1月、2月置4月、6月、9月、11月、 12月各月1枚宛

039－030

【大阪期米三期比較図 当限 中限 先物1

〔年代〕 明治三拾弐年／［明治33年］

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・大阪取引所の先物米相場の罫線

    ・収録期間：明治32年1月～4月、同33年3，月、4月

039－031

【［米価高低図］】

〔年代〕  ［明治］三十二年十月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・039－029 岐阜［期米高低図］には明治32年10月分が欠けているがデータの

     連続性が無く、取引所は不明

039－032

【［名古屋期米高低図］】

〔年代〕 明治三十二年十一月／明治三十二年十二月

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・名古屋取引所の先物米相揚罫線

039－033

【［東京正米期米高低図］1

〔年代〕 明治三十二年

〔点数〕 綴り無し 6

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京取引所の現物と先物米相場罫線

    ・各年1枚宛

    ・収録期間：明治32年～同37年
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039－034

1高低形状類集】

〔年代〕 明治三拾三年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・明治20年～30年代の米相場罫線を代表的パターンに分類したもの

    ・表記表題は「壱円五十銭二十銭十銭五銭高低形状類集」とあり

039－035

【岐阜［期米高低図］】

〔年代〕 明治三十三年一月

〔点数〕 綴り無し 9

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・岐阜取引所の先物米相場罫線

    ・1月～9月分、各月1枚宛

039－036

【［岐阜米価高低図］】

〔年代〕  ［明治］三十三年十月 十二月

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・039－035 岐阜［期米高低図］ ［明治33年］の9月の罫線とこの10月の罫線に

     はデータの連続姓がない

    ・各月1枚宛

039－037

【［米価高低図］】

〔年代〕 明治三拾四年辛丑 明治三拾五年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 ［   ］

〔備考〕・取引所不明の米相場罫線

    ・明治34年1月～4月及び同35年1月～12，月分
    ・金具綴じのため、当センターで再綴

039－038

【［米価高低図］】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治三十五年二月

綴り有り 1

 ［   ］

・取引所不明の米相場罫線

・収録期間：明治35年2月 4月～6月 同36年2月

039－039

【［大阪期米高低図］】

〔年代〕  ［明治］三［十］五年六月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・大阪取引所の先物米相場罫線

    ・売買事情の記述あり

039－040

【岐阜八二】

〔年代〕  ［明治］三十五年六月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・岐阜取引所の先物（8月限米相場罫線）

    ・一日を数回に分けて米価の変動を記したもの

039－041

【智術応用帰納的相場必勝法［写］】

〔年代〕 明治三十五年十月三日書納

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［青木清次郎］

〔備考〕・米相場、株式投機等の手引書

    ・原本は刊本か 編著者は中山実

    ・表紙に青木の印あり

039－042

1大坂 岐阜 名古屋期米毎市図】

〔年代〕 明治三拾五年

置点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］
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〔備考〕・岐阜（35年1月～4月）、名古屋（35年2月～4月）、

    4月）各取引所の先物米相場罫線の綴り

大阪（35年3月、

039－043

【実験帰納米商必勝秘訣［写］】

〔年代〕 明治三十六年一月十七日写終ル

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 青木清次郎

〔備考〕・米相場取引の手引書を青木清次郎が筆写したもの

    ・巻頭自叙に「在名古屋 玄々斎主人稿」とあり

039－044

1［名古屋定期米高低図］1

〔年代〕 明治三十八年一月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・名古屋取引所の先物米相場罫線、38年5月31日の特記として「例年八限ハ多

     少上サヤナルハ天災期ノ期米トシテ免レサルモ」等、先物取引についての記述あり

    ・収録期間：明治38年1月～同39年2月

039－045

【［期米高低図］】

〔年代〕  ［明治38年11月～同39年3月］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所不明の米穀先物取引の罫線

    ・「十二月十四日期米同サヤトナル」 「深川在米百万トナル 近年木曽ノ在米堆積

     ナリ」等の記述あり

039－046

【東京定期米先物高低図】

〔年代〕 明治三拾八年乙巳

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京取引所の先物米相場罫線

    ・各月毎の相場に関する記述あり
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・039－048 東京定期米先物高低図 明治三拾九年丙午参照

・039－050 東京期米先物高低図 明治四拾年丁未参照

039－047

【［桑名米価高低図コ】

〔年代〕  ［明治38年、39年］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の米相場罫線

039－048

【東京定期米先物高低図】

〔年代〕 明治三拾九年丙午

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京取引所の先物米相場罫線

    ・各月毎の相場に関する特記事項あり

    ・039－046 東京定期米先物高低図 明治三拾八年乙巳参照

    ・039－050 東京定期米先物高低図 明治四拾年丁未参照

039－049

【大坂［米価高低図］】

〔年代〕 明治三拾九年丙午

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  〔   ］

｛備考〕・大阪取引所の米相場罫線

    ・明治39年1，月～3月分

039－050

【東京期米先物高低図】

〔年代〕 明治四拾年丁未

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京取引所の先物米相場罫線

    ・各月毎に深川在米量、発会値、高値、安値、止値等の記述あり

    ・039－046 東京定期米先物高低図 明治三拾八年乙巳参照
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・039－048 東京定期米先物高低図 明治三拾九年丙午参照

039－051

【［米価高低図］】

〔年代〕 ［明治41年12月～大正8年9月］
〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所名不明の米相場罫線

039－052

【［桑名期米日々高低図］】

〔年代〕  ［明治42年1月～同44年8月］

〔巻号〕 祠号ノニ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の先物米相場罫線

    ・取引所・名はデータの連続性より推定

    ・039－080 三平図画ニ ロ号ノー参照

    ・表記巻号「ロ号ノニ」は朱書

039－053

【［桑名］期米毎田図】

〔年代〕 明治四拾二年

〔巻藁〕 第弐拾号

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の先物米相場各節毎の罫線綴り

    ・039－055 ［桑名］期米調節図 第弐拾壱号参照

    ・039－057 ［桑名］期米毎節図 第弐拾弐号参照

    ・表記巻号は朱書

039－054

【桑名期米三期日々図】

〔年代〕 自明治四十［三］年一月

〔巻号〕 弐

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕 ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の先物米相場罫線

   ・収録期間：明治43年1，月～大正5年3，月

   ・表記年代は「自明治四十二年一月」とあり

   ・表記に「第壱冊ハーケ年連続全紙図」とあり

   ・巻号は朱書

039－055

【［桑名］期米毎節図】

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四拾三年庚戌

第弐拾壱号

綴り有り 1

 ［   ］

・桑名取引所の先物米相揚各節毎の罫線綴り

・039－053 ［桑名］期米毎節図 第弐拾号参照

・039－057 ［桑名］期米毎節図 第弐拾弐号参照

・巻号は朱書

039－056

【桑名十二月限［米価高低図］】

〔年代〕 明治四十四年十月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕 ［   ］

〔備考〕・桑名取引所先物米相場罫線

039－057

【［桑名］期米毎節図】

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四拾四年辛亥

第弐拾弐号

綴り有り 1

 ［   ］

・桑名取引所の先物米相場各組毎（五月限、六月限、七，月限、八，月限、九月限）の

罫線

・039－053［桑名］期米毎節図 第弐拾号参照

・039－055［桑名］期米毎豊凶 第弐拾壱号参照

・巻号は朱書
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039－058

【［米価拾銭足高低図］】

〔年代〕 明治四十四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・岐阜（明治44年8月）、東京（明治44年7月）及び大阪（明治44年8，月）

     と推定される。3取引所の米相場罫紙（10銭足）の綴り

039－059

【［東京、大阪期米高低図］】

〔年代〕  ［明治44年］

〔点数〕 綴り無し 4

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・東京取引所明治44年十月限米価罫線、同十銭足罫線、東京十一月限米価罫線、

     大阪取引所、同年十月限米価罫線

039－060

【［米価高低図断簡］】

〔年代〕 明治四五年 大正二年

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所不明の米相場罫線

039－061

【［東京 大阪 名古屋 桑名期米高低図］】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・各取引所の先物米相場罫線

    ・年号が記入された図もあるが各取引所毎の年代不明、最新のデータは明治39年

     東京取引所の期米足取図

039－062

【［東京 大阪期米高低図］1

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1
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 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・東京取引所先物米相場（1月限～9月限）及び大阪取引所先物米相場（6月限～
      9月限）ゐ罫線

     ・東京1月限の図に「四十三年十一月」との記述あり

 039－063

 【［大阪期米高低図］】

 〔年代〕  ［明治］

 〔点数〕 綴り無し 2

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・大阪取引所の10月限と11月限の先物米相場罫線

 039－064

 1［岐阜米価高低図］】

 〔年代〕  ［明治］

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・岐阜取引所の米相場罫線

 039－065

 【五銭高低表】

 〔年代〕 自大正弐年［～同6年2月］

 〔巻号〕 弐

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・桑名取引所の米相場罫線

     ・039－028 五銭高低足 壱参照

     ・米相場に関する新聞の切抜きが綴じ込まれている

     ・表記に「附 月甫暴落表」とあり

 039－066

 【売買心得】

 〔年代〕  ［大正4年］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・米相場投機の心得と実例
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・大正5年9月19日第1節が最終例として記されている

039－067

【［米価高低図断簡］】

〔年代〕 大正七年

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所不明の米相場罫線

    ・収録期間：大正7年2月～5月

    ・罫線の下部欠損

039－068

【期米株式罫線秘訣】

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔刊行〕

大正八年七月二日

全

綴り有り 1

東京宝山廊出版部

〔編著者〕霊木山人

〔備考〕・米相場、株式投機の方法を罫線により解説

   ・孔版印刷本

   ・表記に「霊木山人述」とあり

039－069

【［葉書断簡］】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［大正13年］

綴り無し 1

富山市星井町［   ］

本巣郡山添村［青木］清次郎

・青木清次郎宛の葉書の一部分、内容は「大正十三甲子年略暦」のみを切り取って

保存されたもの

・本文主群の旧蔵者が推定出来る数少ない資料

039－070

【名古屋株式長期先限前場［   ］】

〔年代〕 七月二十四日／十二月四日

〔点数〕 綴り無し 2
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〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・名古屋株式市場の代表的優良株の株価速報か

   ・北方町㊤商店用紙に当日前場の寄付、大引の価格が手書きで記入されている

   ・唯一の株式資料

039－071

【［米価高低図］1

〔年代〕  ［年11月～翌年8月］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・取引所及び年代不明の米相場罫線

039－072

【［桑名米価高低図］1

〔年代〕  ［1日～30日］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の先物米相場罫線

    ・正米との関連記述あり

039－073

【桑名［米価高低図］1

〔年代〕  ［    ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・桑名取引所の米相場罫線

039－074

【［名古屋米価高低図］1

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・1か月間にわたる1日目立会の各節毎に変動する米相場の罫線
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 039－075

 【［米価高低図］】

 〔年代〕  ［    ］

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・取引所及び年代不明の米相場罫線

 039－076

 【［米価高低図］】

 〔年代〕  ［    ］

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・取引所及び年代不明の米相場罫線

     ・上部欠損か

 039－077

 【［米価高低図］】

 〔年代〕  ［    ］

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・取引所、年代不明の米価足取図

 039－078

 【拾銭棒】

 〔年代〕  ［    ］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［    ］

 〔備考〕・東京、大阪、名古屋、桑名各所取引所の米相揚の10銭以上の変化を記した罫線

      綴り

 039－079

 【［米価高低図断簡］】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り無し 9

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・取引所、年代不明の米相場罫線
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039－080

1三平図二二1

〔年代〕

〔巻号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［   ］

ロ号ノー

綴り無し 3

 ［   ］

・相場の上下する変化を図式的に列記したもの

・039－052 ［桑名期米日々高低図］ロ号ノニ参照

・綴じ糸破損 後欠か

・表記巻号「ロ号ノー」は朱書

039－081

【実験相場足取面訴1

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・1日毎、数日毎、月毎の米相場を罫線で示し、夫々のパターンの解説や、米価高

     下の原因を図で解説したもの

    ・挿入文書2あり

039－082

【［米価高低類型集］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・明治29年8月～同32年12月の米相場罫線をパターン別に編集し、巻頭に索

     引とその解説あり

    ・挿入文書1あり

039－083

【［米価高低類型集］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・明治17年12月～同33年6月の米相場を変動パターン別に罫線で図示し、類

     型名が記入されている。

    ・綴じ糸破損、後欠か
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・挿入文書1あり

039－084

【日市足取類集】

〔年代〕  ［   ］

〔正号〕 丙壱

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・1日毎の米相場の高低の実例を罫線によって解説したもの

    ・明治23年～同32年のデータを使用しているので32年以降に作成されたもの

     と推定

    ・表記の巻号「丙」は朱書

    ・巻頭に索引と類型の解説あり

039－085

【日市足取類集】

〔年代〕  ［   ］

〔巻号〕 団坐

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・1日毎の米価高低の実例を罫線によって解説

    ・明治23年～同32年のデータを使用しているので32年以降に作成されたもの

     と推定

    ・表記の巻号「丙」は朱書

    ・巻頭に索引と類型の解説あり

    ・挿入文書2あり

039－086

【日市足取類集】

〔年代〕  ［   ］

〔巻号〕 丙参

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・1日毎の米価高低の実例を罫線によって解説

    ・明治25年～同32年のデータを使用しているので、明治32年以降に作成され

     たものと推定

    ・表記の巻号「丙」は朱書
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・巻頭に索引と類型の解説あり

・挿入文書1あり

039－087

【日市足取類集】

〔年代〕

〔正号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［   ］

四

綴り有り 1

 ［   ］

・1日毎の米価高低の実例を罫線によって解説

・明治19年～同32年のデータを使用しているので、明治32年以降に作成され

たものと推定

039－088

【月甫暴騰暴落足取図】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［    ］

〔備考〕・月初における米相場暴騰暴落を罫線により類型化

    ・明治23年～同36年のデータを使用しているので、36年以降に作成されたも

     のと推定

    ・挿入文書2あり

039－089

【形式篇】

〔年代〕

〔正号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［   ］

甲乙号

綴り有り 1

 ［   ］

・米相場上下の原理を罫線を用いて解説

・表紙に「甲乙号形式篇原理篇」とあり「原理篇」は朱書で抹消

・挿入文書4あり

039－090

【［投機にあたっての心得書］1

〔年代〕  ［   ］
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文書目録（青木家）

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・「君子見機而爲不侯」で始まる心得書

 039－091

 【［句帳］】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・俳句に朱書の添削、批評及び俳句の心得が記されたもの

 039－092

 【［罫線用紙、白紙］】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り無し 8

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・罫線用紙の内1枚には「東京市日本橋区小網町四丁目壱番地紙商叶屋仙治郎製造

     販売」とある
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040  西田家文書 滋賀県犬上郡千本村P

              ．（現彦根市獲
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文書目録（西田家）

040  西田家文書 滋賀県犬上郡千本村
                 （現彦根市）

040－001

【寅之歳免割帳】

〔年代〕 文政十三年十二月二日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 清平

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・虫損

040－002

【書抜】

〔年代〕 天保十［年］亥ノ春

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・戸谷屋弥兵衛他各人別に日付と金額、その合計及び受取りの内訳等貸付金の書抜

     き帳

    ・綴じ破損

040－003

【丑之年免割帳】

〔年代〕 天保十二年十二月三日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 十介

〔備考）・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・綴じ破損

040－004

【諸色道具肴留帳】

〔年代〕 安政五［年］午四月十二日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・料理人人足名、器数と料理材料及び宿割等覚書

    ・表紙に「小川与惣吉 米屋友次 両人相渡シ」とあり
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文書目録（西田家）

040－005

【未之年免割帳】

〔年代〕 安政六年十二，月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 藤助

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・虫損

040－006

【申之歳免割帳】

〔年代〕 万延一年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 久蔵

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・虫下

040－007

【戌之歳免剥権1

〔年代〕 文久弐年壬戌十二月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村コ庄屋 清助

〔備考！・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

040－008

【当村相続講】

〔年代〕 文久三年亥一月三十日

〔点数〕 綴り有り 1

     綴り無し 1

〔作成〕  ［西沼波村］

〔備考〕・初会より19会まであり、会の開催日を1月、6，月、7月の30日とし各人の掛

     金、当り金主、雑用引言を記載したもの

    ・040－009、040－010と関連文書

    ・収録期間：文久3年～明治11、13年

040－009

【相続講入用帳】
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文書目録（西田家）

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

文久三年癸亥一月三十日

綴り有り 1
 ［西沼波村］

・相続講に関する諸経費帳で酒、豆腐、紙代等雑用入費を記載したもの

・040－008と関連文書

040－OlO

【村相続講渡帳】

〔年代〕 文久三年亥一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西沼波村］

〔備考〕・初会より19会まである相続講の当り金額とその渡し人の記録帳

    ・040－008と関連文書

    ・収録期間：文久3年1月～明治19年3月16日
    ・虫下

040－011

【亥之年免割帳】

〔年代〕 文久三年十二，月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 藤助

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

040－012

【子之歳免割帳】

〔年代〕 元治一年十二月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 清介

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳で、検見一瀬九左衛門、中村惣左衛

     門とあり

    ・虫損

040－013

【丑之歳四割帳】

〔年代〕 慶応一年十二月 日

〔点数〕 綴り有り 1
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文書目録（西田家）

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 事々

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

   ・虫草

040－014

【積立金貸付取立帳】

〔年代〕 慶応二年寅十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西沼波村］村役人

〔備考〕・初相持積立金50両を15年賦利足年6朱等、貸付返済を記録したもの

040－O15

【寅之歳免割帳】

〔年代〕 慶応弐年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 清助

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・虫損

040－016

【辰之歳免割帳】

〔年代〕 明治一年十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 清助

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・虫損

040－O17

【諸入用控帳】

〔年代〕 ［明治2年7月22日］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田庄助

〔備考〕・東京逗留中入費、平箱大坂迄運賃その他入用控え及び元持高およそ321両にて

     瀬戸物、銅製品他を仕入れさらに東京より大坂行荷出し等を記録したもの

    ・年代は表紙裏面の年月日による
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文書目録（西田家）

040－018

【［万控帳］】

〔年代〕  ［明治3年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・御上様調達金、戸籍之写、太鼓寄進附、詞堂講、相場俵高覚、年玉覚、渡米控え

     等万控帳

    ・収録期間：明治3年～同27年

    ・表紙欠

040－019

【未之歳免割帳】

〔年代〕 明治四年十二月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］庄屋 藤治

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・虫損

040－020

【御田地回水之義二付御嘆願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［明治5年壬申6，月17日］

綴り有り 1

犬上郡第拾弐区西沼波村

犬上県庁

・表紙に朱書で「書面番水之義者新規願出候義を猶前々井組限り仕来之規則も有之

候ハ、其訳詳細可申立事」とあり

・040－074と関連文書

040－021

【為取替証文之事

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

    写1
明治五年壬申七月二十八日

綴り有り 1

磯村郡 三代 堀部三平他1名

西沼波村役人中

・地蔵村、東沼波村、西沼波村の3か村による今井川をめぐる番水調談証文

・040－022、040－073と関連文書
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文書目録（西田家）

040－022

【為取替証文下拙】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治五年壬申七月二十九日

綴り有り 1

地蔵村 庄屋 馬場紋次他2名、東沼波村 庄屋 松本甚平他2名、

西沼波村 庄屋 岡田藤次他2名

・地蔵村、東沼波村、西沼波村の3か村による今井川をめぐる番水調談証文

・磯村郡惣代平田村戸長の奥書あり

・040－021、040－073と関連文書

・軍帽

040－023

【申理工免割下】

〔年代〕 明治六年酉一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・犬上郡西沼波村高362石9斗の年貢割付帳

    ・表紙一部欠

040－024

【桂村工水新川之儀二付最寄村々奥印ヲ以御願書】

〔年代ユ 明治六年二月二十目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡第十二区西沼波村

〔備考〕・最寄りの村々に差障りがない旨、12区々長他4名の奥印を以って養水新溝川に

     ついて願書の返答書

    ・明治7年2月22日付、滋賀県庁より検査の上沙汰に及び候旨の朱書あり

    ・軍帽

    ・表紙に㊤と㊧の朱印あり

040－025

【当区内仮小学校当分仮教師名前並二区内村々正副戸長名前申上書】

〔年代〕  ［明治6年3月8日］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡第拾二区総戸長、副総戸長

〔備考〕・仮教師名前及び正法寺村、地蔵村、東沼波村、西沼波村、岡村、山ノ脇村、平田

     村、戸賀村、小泉村の各正副戸長名を滋賀県令宛に提出した届書の控え
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文書目録（西田家）

・年代は提出日による

・黒総、綴じ破損

040－026

【字今井川車輻普請御願書】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［明治6年4月24日］
綴り有り 1

犬上郡第拾弐区地蔵村他2か村戸長、副戸長

滋賀県令

・地蔵村、西沼波村、東沼波村3か村より滋賀県令宛に提出した御普請願書で県印

あり

・年代は提出日による

040－027

【井溝川御普請御願書】

〔年代〕 ［明治6年9，月8日］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡第十二区西沼波村戸長他1名

〔備考〕・第12区副区長と西沼波村戸長、副戸長より滋賀県令へ新溝川石垣普請の願書

     及び有形の図面へ新川図面張掛け再提出すべしとする県の奥書あり

    ・年代は提出日による

    ・表紙に㊤と㊧の朱印あり

040－028

【近江国犬上郡地蔵村、西沼波村、東沼波村組合急破御普請仕様帳】

〔年代〕 明治六年十月二十三日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡地蔵村、西沼波村、東沼波村組合］

〔備考〕・犬上郡地蔵村、西沼波村、東沼波村組合より滋賀県庁宛に提出した蛇籠18本入

     用の仕様帳控え

    ・虫損

040－029

【戸籍人員送籍簿】

〔年代〕 従明治七歳甲板一月

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕  ［犬上郡第1’2区西沼波村戸長役場］

〔備考〕・寄留、婚姻、養子、除籍等戸籍の移動に関する帳簿

   ・収録期間二明治7年1月～同13年3月

   ・虫損のため膠着

040－030

1社倉出金高下名前御届書】

〔年代〕  〔明治7年戌11月越

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡第十二区西沼波村

〔備考〕・明治4年12月、社倉金調達分につき西沼波村戸長より滋賀県令へ提出した控え

    ・年代は提出日による

040－031

【銭札御引換名前分控】

〔年代〕 明治八年亥六月分目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   コ

〔備考〕・1人毎の金銭、枚数、合計金額及び済、渡済或は預け等の記載があり、帳末には

     総計金額を受取り小前方へ相渡候とあり

040－032

【為取替証［写し］】

〔年代〕 明治八年中十一月三日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 水谷村 戸長、副戸長

〔受取〕 犬上郡第十二区四ケ村正副戸長

〔備考〕・地券改正による境界線の規定取り替え書

    ・犬上郡第十二区正副区長の奥印あり

    ・虫損

040－033

【万貸物附立帳】

〔年代〕 紀元弐千五百三拾七年一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 東国方 永楽家庄四良利七

［明治9年1月吉日］
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〔備考〕・「呉服物之部、太物之部、小間物之部、高山掛ケ残り控、古川掛ケ残り控」の

    項目あり、金銭と品物等を記載したもの

040－034

【村諸費勘定帳】

〔年代〕 明治九年子十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 戸長役場

〔備考〕・今井3か村割合、村役普請総計、雨乞い入用その他村諸経費の記録帳

    ・綴じ破損、虫損

040－035

【社倉下り金積立仕法帳】

〔年代〕 明治十［年］丁丑二月改之

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡第十二区西沼波村

〔備考〕・積立元金を各人へ戻しその利息と割賦金、即ち村有金を村入費方へ借用及び他へ

     貸付けた記録

    ・帳末には「右今般改正ニテ村積立金大毎回音入」とある

    ・表紙に「第二十三号 明治十一年十二月二十日伺」と朱書あり

040－036

【村諸入費勘定帳】

〔年代〕 明治十年丑十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 戸長役場

〔備考〕・今井湯3か村割合、更正野帳名寄帳弐冊代、遮水之時鐘打手間代その他村諸経費

     の記録帳

    ・虫損

040－037

【村諸入費勘定帳】

〔年代〕 明治十一年寅十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波村戸長役場

〔備考〕・今井湯3か村割合、普請役道路修繕諸人足賃、今井湯雇人足その他村諸経費の
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記録帳

・虫損

040－038

1諸願詞下帳】

〔年代〕 明治十二年七月より

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村戸長役場

〔備考〕・地券証書換願、営業鑑札返上届、盗難届等を犬上郡長及び彦根警察署長宛に提出

     したものの村役場控え帳

    ・収録期間：明治13年4，月～同15年3，月

    ・虫損

040－039

【〔知目谷山妨害詞訟裁決書写し］】

〔年代〕 明治十二年十二月二十六日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・原告水谷村と被告小泉村、地蔵村、東沼波村、西沼波村にかかる知目谷山妨害の

     詞訟審理で京都裁判所大津支庁よりの判決書写し

    ・虫損

040－040

【村諸入費勘定帳】

〔年代〕 明治十二年卯十＝二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波村戸長役場

〔備考〕・今井湯3か村割合、今井湯普請人足出不足その他村諸経費の記録帳

    ・虫損

040－041

【大坂上等裁判所裁決書之写】

〔年代〕 明治十三年五月三十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・原告水谷村と被告小泉村、地蔵村、西沼波村、東沼波村の4か村との四ケ村山（
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地券発行の際、知目谷と改正）所有権にかかる大坂上等裁判所の控訴審判決書写し

・虫損

040－042

【創面入費勘定帳】

〔年代〕 明治十三年辰十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波村戸長役場

〔備考〕・今井湯金山割合、税金手数料、役場諸入費その他村諸経費の記録帳

    ・虫損

040－043

【種痘人名取調簿】

〔年代〕 明治十四年三月調査ス

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村戸長役場］

〔備考〕・「当年児ヨリ満二十五年マデ」と表紙に記述あり

    ・明治14、15、17年の3冊合綴

040－044

【県会議員撰被撰人名簿】

〔年代〕  ［明治14年8，月8日］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・被選人第1号岡田藤次他12名、選挙入第1号馬場善七他3名の記載されている

     名簿で西沼波戸長より犬上郡宛に提出したものの村控え

    ・年代は提出日による

    ・虫損

040－045

【各々様】

〔年代〕 明治十四年十二月九日

〔巻号〕 第五号

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 永楽屋 角平

〔備考〕・日付順に人名、金額、品名が記載されている当座帳
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040－046

【村諸入費勘定帳】

〔年代〕 明治十四年巳十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波村戸長役場

〔備考〕・村役普請総計、税金手数料、太鼓張替、春祭礼入費その他村の経費記録帳

    ・虫損

040－047

【［字本之前堤塘官有地借用に関する書類綴り］】

〔年代〕 明治十五年四，月十五日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村戸長役場

〔備考〕・滋賀県令宛の「堤塘地盤使用願書」、犬上郡役所よりの官有地取調出張通知書及

     び末尾に県より不許可の朱書あり

040－048

【新神社御阿鼻寄附簿1

〔年代〕 明治十五年五月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西沼波村］

〔備考〕・春例祭新調物其他諸入費として257円76銭6厘、内西沼波村分として27円

     57銭4厘、西田庄助他60名の金額記載あり
    ・虫下

040－049

【村諸入費勘定帳】

〔年代〕 明治十五年午十二月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波村戸長役場

〔備考〕・村役普請総計、税金納手数料、

     記録帳

    ・虫損

7か村割合、神事用費用、戸長他給料等村経費の

040－050

【肥後熊本支店来状】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治十六年未一月一日

綴り有り 1

 ［西田本店］

・支店より本店宛ての売上日計等の営業報告書を綴じたもので、その他熊本相場

 （米・大豆・石油等）の記載あり

・収録期間：明治16年1月～同年11月
・後欠

・綴じ破損のため当センターにて再出

040－051

【諸雑費控簿】

〔年代〕 明治十六年未第一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田庄助

〔備考〕・給料、あんま代、下駄歯入れ、断髪代等の諸経費を逐次記録した帳簿

    ・収録期間：明治16年1月～同年12月
    ・反古紙使用

040－052

【刑法治罪法違警罪法律判採印鑑簿】

〔年代〕 明治十六年二月四日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村戸長役場

〔備考〕・明治15年1月1日より実施の新刑法の岡源治郎他62名より戸長役場西田庄助

     他9名宛の請書

    ・表紙下部破損

040－053

1大旱魑二付本庁ヨリ係り官吏派遣セラルルニ付損害耕地戸長及村議員立会ノ上審査下帳】

〔年代〕 明治十六年九月十七日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村戸長役場

〔備考〕・耕作者別に字名、反別及び被害の等級を記載した下調帳

    ・040－054の関連文書

    ・虫損のため膠着
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040－054

【大旱越二付毛附帳】

〔年代〕 明治十六年十，月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村戸長役場

〔備考〕・耕作者別に字名、反別及び被害の等級を記載したもの

    ・040－053の関連文書

    ・虫損のため膠着

040－055

【備荒金借用記】

〔年代〕 明治十六年未十一月五日

．〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波邨戸長役場

〔備考〕・1人別に地番、字名、反別、地価金とその合計を記録したもの

    ・040－114と綴じ紐で合綴されていた

    ・虫拳のため膠着

040－056

【村諸入費勘定帳】

〔年代〕 明治十六年未十二月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波村戸長役場

〔備考〕・村役普請総計、税金手数料、今井湯3か村割その他村経費の記録帳

    ・虫損のため膠着

040－057

【明治十六年度［灰石拾い取願書 雛形］】

〔年代〕 明治十六年十二月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［犬上郡役所］

〔備考〕・何下輩川筋石拾いの代金と期間を取極め、その代金を現金で上納の願書雛形

    ・「滋賀縣犬上郡役所」の名入り用箋使用

040－058

【売買、代替り、死去譲受地券証書換願届下】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治十六年ヨリ

綴り有り 1

 ［西沼波村戸長役場］

・売買二付地券証御書換願書、死亡代替二付地券証御書換願書等の綴り

・収録期間：明治16年2月分のみ

040－059

【［売上高報告書綴り］】

〔年代〕  ［明治16年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［本店西田庄助］

〔備考〕・支店利七より本店西田庄助宛の売上高等営業報告書綴りで第32～36号

    ・収録期間：11月25日～12月
    ・前盛、綴じ破損の為当センターにて再綴

040－060

【備荒金貸附簿】

〔年代〕 明治十七年一月十三日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村戸長役場

〔備考〕・各人別借用と返済の帳簿

    ・収録期間：明治17年～同22年
    ・結び紙文書1あり

040－061

【肥後熊本支店来状】

〔年代〕 明治十七年生平一月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 本店 西田庄助

〔備考〕・支店利七より本店宛の売上高など営業報告書を綴じたもので、米相場の記載あり

     甲第1号～35号

    ・収録期間：1月11日～12月31日

040－062

【郵便函場並切手売下願書】

〔年代〕 明治十七年五月二十八日
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〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

綴り有り 1

犬上郡西沼波村戸長 山形利平他1名

大津駅逓出張局中’

・戸長交替に伴ない、戸長兼務切手売下句当人就任願書

・高宮郵便取扱役の奥印あり

・明治17年6月24目付大津駅逓出張局長の承認印あり
・虫損

040－063

【書役伺書】

〔年代〕 明治十七年六月五日

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村戸長 山形利平

〔受取〕 犬上郡長

〔備考〕・戸長役場書役任命認可願 犬上郡長の承認の旨の奥書あり

    ・綴じ穴あり

040－064

【他行二付御届書】

〔年代〕 明治十七年六月八日

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村戸長 山形利平

〔受取〕 犬上郡長

〔備考〕・大和国大峰山上へ参詣のため12日間出向の届書

    ・「10日以上に渡るものは更に願書正副2通差出すべし」等の付箋あり

040－065

【廃業御届】

〔年代〕 明治十七年六月三十日

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 安息文五郎

〔受取〕 犬上郡長

〔備考〕・不定期荷積小車営業を廃業し鑑札返上の届書

    ・西沼波村戸長の奥印あり

    ・郡役所の割印及び「聴置鑑札領収工事」と朱書あり
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040－066

【人力車廃業御願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十七年八月四日

綴り無し 1

犬上郡西沼波村 藤本忠平

犬上郡長

・不定期人力車1人乗営業を廃業し鑑札返上の願書

・西沼波村戸長の奥印あり

・郡長の割印及び「聞置鑑札領収候事」と朱書あり

・虫損

040－067

【満弐十会目集金人名簿】

〔年代〕 明治十七年八月十日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・大壱3円10銭等の金額と氏名、割印あり

040－068

【［今井湯水一件に付出向依頼状］】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［明治］十七年八月二十五日／九月七日

綴り無し 2

組合芹川村 長谷川歓一他4村4名／西村忠八 長谷川歓一

西沼波村戸長役場中／西ヌナミ 山形利平

・今井湯水の件に付相談いたしたく出向依頼状

・内1枚は「犬上郡正法寺村戸長役場」の名入用箋使用

040－069

【国民軍御訂正願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十七年九月十七日

綴り有り 1

西沼波村 藤本忠平

滋賀県令

・甥の軍入籍の節、届出の住所地番相違につき訂正届書

・戸長山形利平の奥書あり

・明治17年9月19日付滋賀県庁の承認印あり
・虫損
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040－070

【国民軍御訂正願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十七年九月十七日

綴り有り 1

犬上郡西沼波村 西田与惣弥

滋賀県令

・軍入籍の節、届出の住所地番相違につき訂正届書

・戸長山形利平の奥書あり

・明治17年9，月19日付滋賀県庁の承認印あり

・虫損

040－071

【廃業御届】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十七年九月二十日

綴り無し 4

西沼波村 外海徳弥他3名

 ［犬上郡長］

・雑穀小売業その他の廃業届書

・戸長山形利平の奥書あり

・犬上郡役所の承認印あり

・虫干

040－072

【戸籍御訂正ノ儀二付願書】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十七年十一月二十四日

綴り有り 1

犬上郡西沼波村 光明寺住職他3名

犬上郡長

・明治5年度編成の戸籍簿にのみ旧名栄城と記載につき訂正の届書

・戸長山形利平の奥書あり

・明治17年11月24日付、犬上郡役所の承認印あり
・改称現名の教浄の上に栄城と書かれた紙が貼られている

040－073

【国章井川番水理談御届書［番水契約不履行裁判関係文書］】

〔年代〕  ［明治17年11，月24日］

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕 犬上郡第拾弐区地蔵村同区両沼波村

〔備考〕・明治5年7月29日付地蔵村、両沼波村の間で取り交わされた今井川滝水に関す

    る届書を犬上県庁に提出したもので、番水契約不履行裁判の時の証拠書類「大津

    始審裁判所彦根支庁二於テ問之」とあり

   ・040－021と関連文書

   ・040－022の「為取替証文之事」の同文の文書あり

   ・虫損

040－074

【御田地固水之義二付再応御願［番水契約不履行裁判関係文書］】

〔年代〕 ［明治17年11月26日］
〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡第拾弐区西沼波村

〔備考〕・明治5年6月27日付、庄屋岡田藤次他1名より犬上県庁へ提出した養水々取の

     願書で、県庁租税課の割印あり、大津始審裁判所彦根支庁の印があり、番水契約

     不履行裁判の証拠書類

    ・040－020と関連文書

    ・表紙に朱書にて「租」とあり

040－075

【［字今井湯水越水に関する］保証書】

〔年代〕  ［明治17年11月27日］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕 犬上郡東沼波村戸長 松本平四郎他2名

〔備考〕・番水裁判証拠文書で明治5年より西沼波村他2か村共有水として番水使用の保証書

    ・明治17年11月27日付「大津始審裁判所彦根支庁二於テ問之」とあり

    ・綴じ穴あり

040－076

【［番水契約不履行裁判関係文書綴り］】

〔年代〕 ［明治17年11月28日］
〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］

〔備考〕・明治7年8月7日付「田地事々ノ義二付説諭願」同年8月9日付「番水契約不履

     行ノ勧解願」等の証拠文書を添付した再弁駁書で、大津始審裁判所彦根支庁判事

     補宛に提出されたものの綴り
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040－077

1御審判御猶予願】

〔年代〕 明治十七年十二：，月三日

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 岡田藤次

〔受取〕 大津始審裁判所彦根支庁 判事補

〔備考〕・番水契約不履行裁判の出頭日に召換人の感昌等による出頭猶予願い

040－078

【［番水契約不履行裁判関係文書綴り］】

〔年代〕  ［明治17年12月3日目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西沼波村］

〔備考〕・天保年中に西沼波村が代官所に宛た中筋御貸付拝借証文5通で、番水一件裁判の

     証拠書類

    ・各証文の末尾に「大津始審裁判所彦根支庁二於テ問也」とあり

    ・年代は裁判の年月日による

    ・040－079、090、091の関連文書

040－079

【裁判言渡書［羊水契約不履行裁判関係文書］】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治十七年十二月九日

綴り有り 1

大津始審裁判所彦根支庁判事補

・「契約ハ将来二確守スヘキ義務アルモノトス」の判決言渡書写し

・040－078、090、091の関連文書

・虫歯

040－080

【村諸入費勘定帳1

〔年代〕 明治十七年申十二月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波村戸長役場

〔備考〕・村役普請総計、税金手数料、今井湯水利土切費、衛生費、勧業費、その他村経費

     の記録帳

    ・虫損
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040－081

【［灰石弓取人納税に関する通達コ】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［明治］十八年一月十三日

綴り無し 1

滋賀県犬上郡役所

西沼波村戸長

・明治17年度分を本県書式にて産殖国庫金取扱所へ納税する様、本人へ通達すべ

き旨の達状

040－082

【車営業願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十八年一月二十七日

綴り無し 1

犬上郡西沼波村 岡治□□

犬上郡長

・不定規荷積車の新規営業届書

・西沼波村戸長の奥印あり

・郡役所の割印及び許可する旨の朱書あり

・差出人名一部甫嶺

・綴じ穴あり、残簡

040－083

【営業御届／古道具古銅銭商営業御願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十八年三月二十三日／明治十八年三月二十三日

綴り有り 1

犬上郡西沼波村 矢田鉄治郎／矢田鉄治郎他2名

犬上郡長／彦根警察署中

・郡長宛の古道具、古銅銭商新規営業届並びに警察署宛同鑑札下付願い書

・戸長山形利平の奥書及び犬上郡長、彦根警察署の許可する旨の朱書あり

・虫損

040－084

【営業願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

明治十八年三月二十三日

綴り無し 2

犬上郡西沼波村 営業人外海勘平他2名／犬上郡西沼波村

犬上郡長／犬上郡長

営業人西田□□他2名
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〔備考〕・菓子等小売業の新規営業届書

   ・西沼波村戸長の奥印あり

   ・郡役所の割印及び許可する旨の朱書あり

   ・綴じ穴あり、残簡、虫損

040－085

【①相続講満会 ②番水訴訟費賦課帳 ③明治十七年度番水事件勘定帳 ④記】

〔年代〕 ①明治十九年三月一日 ②明治十九年二月 ③明治十八年四月十三日

     ④明治十八年七月
〔点数〕

〔作成〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

綴り有り 1

③立会人 山形利平他2名

④彦根紺屋町 川合新五郎

④西沼波村 山形利平

・4冊合綴

①大一45銭等の金額と氏名、割印あり

②人名別に金額を記載した帳簿

③山形利平、岡田藤次、西田庄助出金等勘定帳

④酒、食事代請求明細及び領収書

・甫嶺

040－086

【御願書】

〔年代〕 明治十八年四月

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村  ［   ］

〔受取〕 西沼波村戸長 山形利平

〔備考〕・実父及び親類中より届出の廃嫡分籍願書承知につき請書

    ・綴じ穴あり、残簡

040－087

【官有第三種地籍取調表】

〔年代〕 明治十八年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・西沼波村戸長他2名より滋賀県令に提出した「官有地第三種地目一筆限取調表一

     と「民有地第二種地目一筆限取調表」及び「民有地第一種地目筆数方積取調書一

     を合綴したもの
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040－088

【家族分家御願書】

〔年代〕 明治十九年二月二十四日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 平民農外海弥惣吉他3名

〔受取〕 犬上郡長

〔備考〕・一家分立願書

    ・戸長の奥印、郡長の許可する旨の朱書あり

    ・虫損

040－089

【［金銭出入帳］】

〔年代〕  ［明治］十九年六月一目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［    ］

〔備考〕・白絹物、染代、油、酒、電信、

     記載した金銭出入帳

    ・虫損

メリヤスシャツ等の出金と大津より入費の入金を

040－090

【裁判言渡書E番水契約不履行裁判関係文書］】

〔年代〕 明治十九年六月二十八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 大津始審裁判所彦根支庁判事補

〔備考〕・明治17年12月9日付番水契約不履行裁判言渡書の執行命令書

    ・040－078、079と関連文書

    ・表紙に「十七年第二百四十号」と朱書あり

    ・版心に「裁判言渡書謄本、大津始審裁判所彦根支庁」とあり

040－091

【裁判言渡書［聖水契約不履行裁判関係文書コ】

〔年代〕 明治十九年六月二十八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 大津始審裁判所彦根支庁 判事補

〔備考〕・明治17年12月9日付番水契約不履行裁判言渡書の執行命令書写し

    ・040－078、079と関連文書

    ・表紙に「十七年第二百四十号」と朱書あり
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040－092

【［番水契約不履行裁判執行命令願い］】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十九年六月二十八日

綴り有り 1

西沼波村 外海久右衛門他1名

大津始審裁判所彦根支庁 判事

・原告、西沼波村36名総代外海久右衛門他2名、被告地蔵村石崎杢太郎他村中に

懸る量水訴詔裁判、明治17年12月9日確定の内容不履行につき願書

040－093

【無届地目変換御届書】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十九年九月

綴り有り 1

犬上郡西沼波村 持主惣代 西田庄助他2名

滋賀県知事

・地押調査による無届地目の地位、等級、地価の見込値提出につき修正届書

・040－094と関連文書

040－094

【無届地目変換御届書】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十九年九月

綴り有り 1

犬上郡西沼波村 持主継代 西田庄助他2名

滋賀県知事

・地押調査による無届地目の地位、等級、地価の見込値提出につき修正届書

・040－093と関連文書

040－095

【物産調査二付自作小作付調歩】

〔年代〕 明治十九年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・一筆毎に持主、反別、作付種類（麦、蚕豆、ナタネ、雑）及び小作人別の集計を

     記載したもの
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040－096

【地押調査表】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治十九年

綴り有り 1
 ［    ］

・「無届地目変換御届書、落地有租地編入願、地目組替御願書、畦畔添地々目組替

御願書」その他多数の項目について地券番号、字名、地目、反別、地価、地租持

主名を記載したもの

・虫損

040－097

【地券面記入御願書】

〔年代〕 明治十九年 月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 地主 外海新弥他4名

〔受取〕 滋賀県知事

〔備考〕・田地中の草生及び清水荒地等地券面へ記入届書

040－098

【［境界不判然につき合筆願書］1

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治十九年

綴り有り 1

 ［持主 上野源平他7名］

滋賀県犬上郡長

・地所の境界不判然のため別紙図面を添え合筆届書

040－099

【［地種、地目に関する諸願書類］】

〔年代〕  ［明治19、20年］

〔点数〕 綴り無し 26

〔作成〕  ［西沼波村 持主］

〔備考〕・土地有租地編入願、地目組替御願書、地目御訂正願書等

    ・綴じ穴あり、断簡類を当センターにて一括扱いにした

    ・年代は「無届地目変換御届書」持主外海勘平→滋賀県知事宛等による

一195一



文書目録（西田家）

040－100

1畦畔添地々目組替御願書】

〔年代〕 明治二十年三，月三日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 持主惣代 西田五平、岡田藤次

〔受取〕 滋賀県知事

〔備考〕・元畦畔添地を原野に組替えの届書

    ・戸長の奥印あり

    ・040－101と関連文書

    ・虫損

040－101

【畦畔添地々目組替二丁野取絵図帳】

〔年代〕  ［明治20年3月3日］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・持主惣代西田五平、岡田藤治より滋賀県知事宛の絵図帳控え

    ・戸長の奥印あり

    ・040－100の関連文書

040－102

【合併二付地券証御書換願1

〔年代〕 明治二十年三月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 持主 上野源平’

〔受取〕 犬上郡長

〔備考〕・地続きの田2筆合併にっき地券証書換願控え、附合併図

040－103

【合併二付地券証御書換願】

〔年代〕 明治二十年三月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 持主 西田又平

〔受取〕 犬上郡長

〔備考〕・地続きの田3筆合併にっき地券証書換願控え、附合併図
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040－104

【落地有租地編入願】

〔年代〕 明治二十年四月七日

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 犬上郡西沼波村 持主 西田五平

〔受取〕 滋賀県知事

〔備考〕・有租地編入地価査定願い

    ・芹川村外7か村戸長の奥書あり

    ・040－105と関連文書

040－105

【脱落二付文取絵図面帳】

〔年代〕  ［明治20年4月7日］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・持主西田五平より滋賀県知事宛に提出されたもの

    ・戸長の奥書あり

    ・040－104の関連文書

040－106

【官有地跨り平付分裂御願書】

〔年代〕 明治二十年四月三十日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 持主細書 山形利平他1名

〔受取〕 犬上郡長

〔備考〕・道路溝渠跨りの土地を1筆から分裂に地券証書換えの届書

    ・芹川村外7か村戸長奥印あり

040－107

【畦添地取直御願】

〔年代〕 明治二十年

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 持主惣代 山形利平他1名

〔受取〕 滋賀県知事

〔備考〕・西沼波村内の有租地より畦畔添地に編入の届書
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040－108

【糊地有租地編入願】

〔年代〕 明治二十年

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 持主 山形利平他3名

〔受取〕 滋賀県知事

〔備考〕・地押調査で発見の脱落地に付、有租地編入地価査定願いの綴り

040－109

【無届地目変換御届書】

〔年代〕 明治二十年

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 持主 西田庄助他1名

〔受取〕 滋賀県知事

〔備考〕・無届地目変換及び地価修正願書

    ・虫損甚し

040－110

【畦添地有租地成御願】

〔年代〕 明治二十年

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 持主惣代 山形利平他1名

〔受取〕 滋賀県知事

〔備考〕・畦添地より有租地に編入の地価査定願書

040－111

【西沼波村村費予算議案】

〔年代〕 明治二十年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西沼波村戸長役場］

〔備考〕・戸長役場賦課割、今井湯水利費、道路橋梁費、その他につき議案書下書

040－112

【御年貢米記 西田庄助分】

〔年代〕 明治二十年度

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・一筆毎の収納料と小作人名を記載したもの

040－113

【約定証】

〔年代〕 明治二十一年十一月二十九日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕・犬上郡西沼波村 岡源次郎他6名

〔受取〕 日本土木会社

〔備考〕・鉄道工事用砂利運搬道として、連名所有地所貸地に関する約定証及び岡田藤治を

     代人とする連名の委任状

040－114

【備荒金貸附簿】

〔年代〕 明治二十二年丑十二月二十二日改

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 千本村 字劃沼波村塾

〔備考〕・1人別の貸付金額と返済の記録簿

    ・040－055と綴じ紐で合綴されていた

040－115

【［売上高報告書綴り］】

〔年代〕 明治二十二年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［本店］

〔備考〕・熊本支店より本店に宛てた売上高報告書を綴じたもので、売上日計を上、中、下

     月毎にまとめ、営業状況や米相場、大地震後の市内や店内の様子の記載もあり

    ・帳末に1か年総計及び1日平均売上高あり

    ・表紙なし

040－116

【万事日下栄簿】

〔年代〕 明治二十二年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［，  ］

〔備考〕・人名、村名、借家等の項目別金銭出入り、薬購入控えその他を記載したもの
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・反古紙使用

・項目の口取紙付

040－117

【万事日下栄帳】

〔年代〕 明治二十四年一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・雇人別給金、貸金等控え及び砂糖小出しの控えその他を記載したもの

    ・収録期間：明治20年～同24年

    ・反古紙使用

    ・挿入文書1あり

040－118

【後三条小作米取立帳】

〔年代〕 明治二十四年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・後三条村内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・帳末に総計及び内訳あり

    ・作成は類似文書による推定

040－119

【万事日下栄帳】

〔年代〕 明治二十五年度 壱月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・雇人給金、小金出納控え、雑収入、本年春桑控えその他を記載したもの

    ・反古紙使用

040－120

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕 明治二十七年度午

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・西沼波内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので、帳末に入米
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記あり

・綴じ破損のため、当センターにて仮綴じ

・作成は類似文書による推定

040－121

【諸事控帳】

〔年代〕 明治二十八年未第一月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・雇人給料、雑収入、診察料、薬掛売控え、茶つみ、春桑売り捌きその他を記載

     したもの

    ・収録期間：明治27年～同28年
    ・反古紙使用

040－122

【小遣帳】

〔年代〕 明治二十八年一月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・断髪、下駄代、ねぎ代、新聞代、授業料など奥向き出金の記録帳

    ・収録期間：明治28年1月～同29年1月10日
    ・表紙裏側に「西田庄助支店 西田利七」とあり

    ・反古紙使用

040－123

【［売上高報告書綴り］】

〔年代〕 明治二十八年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［江白上楽屋本店］

〔備考〕・熊本支店より江州本店に宛てた売上高報告書を綴じたもので、売上日計をほゴ

     10日毎にまとめ、商品の仕入数、売り捌き方等の問合せその他営業状況を記

     載したもの

    ・帳末に下半期分合計あり

    ・年度総計は上部破損

    ・表紙なし
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040－124

【高宮楡安食西長野小作米取立帳】
〔年代〕  ［明治］二十八年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・高宮村、亀山村字楡、安食西村、長野村の各人毎の小作地と小作米及び取立て日

     を記載したもの

    ・豊郷村、楡村分村税等税金の記載あり

    ・作成は類似文書による推定

040－125

【明治二十九年度田畑小作米帳】

〔年代〕 明治三十年一月二十五日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・各人字別の小作米計算帳で、帳末に数量合計あり

    ・表紙に「但シ西田庄助様へ勘定記」とあり

040－126

【岡 東沼波 地蔵小作米取立帳】

〔年代〕  ［明治］三十年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・岡、東沼波、地蔵村内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので、

     帳末に合計あり

    ・作成は類似文書による推定

040－127

【［万事ひかえ帳］】

〔年代〕  ［明治30年～33年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・雇人給料、雑収入、茶摘量、桑摘賃払、診察料、薬代その他を記載したもの

    ・反古紙使用

    ・表紙欠
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040－128

【西沼波小作米取立帳灘

〔年代〕 明治三十一年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・西沼波内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので、帳末に総計

     あり

    ・小字別の自作分あり

    ・挿入文書1あり

    ・作成は類似文書による推定

040－129

【高宮 楡 安食西 長野小作米取立帳】

〔年代〕  ［明治］三十一年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・高宮村、亀山村字楡等の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・後半に豊郷村他分村税等税金の記載他覚書あり

    ・収録期間：明治31年～同33年
    ・作成は類似文書による推定

040－130

【後三条小作米取立帳1

〔年代〕 明治三十三年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・後三条村内の各人毎の小作地と小作料を記載したもの

    ・作成は類似文書による推定

040－131

【小遣い帳】

〔年代〕 明治三十四年一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・うどん、ごまめ、薬、酒、とうふ、まんざいなど奥向き出金の記録帳

    ・収録期間：明治34年1月～同年12月
    ・表紙は「永楽屋支店」と書かれた反古紙使用、本文も反古紙使用
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・虫損

040－132

【諸事控】

〔年代〕 明治三拾四年八月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田庄助支店

〔備考〕・東区北久宝寺町2丁目99番屋敷買入れにつき入用帳

040－133

【諸事控帳】

〔年代〕 明治三拾五年第一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田家

〔備考〕・雇人給料、雑収入その他を記載したもの

    ・表紙は「西田庄助支店西田利七」と書かれている反古紙使用、本文も反古紙使用

040－134

【売上［高報告書綴り］】

〔年代〕 明治三十六年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［江州本店］

〔備考〕・熊本支店の久次郎、久太郎より本店の父親に宛てた売上高報告書を綴じたもので、

     売上げ日計を上、中、下旬毎にまとめ、営業状況や雇い人の様子等を詳細に記載

     したもの

    ・帳末に1か年総計及び1目平均売上げ高あり

    ・表紙なし

040－135

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕  ［明治］三十六年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・西沼波内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので帳末に小字別

     の自作分あり

    ・作成は類似文書よる推定
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040－136

【店卸附立帳】

〔年代〕 明治参拾七年六月

〔点数〕 綴り有り ユ

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・ダイヤモンド袋入、玉椿、福寿香、鏡台、珠数、真田紐その他商品の数量及び金

     額を記載したもの

    ・後欠、綴じ破損

040－137

【売上高［報告書綴り］】

〔年代〕 明治参拾七年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［江州本店］

〔備考〕・熊本支店の久次郎、久太郎より本店の父親に宛た売上高報告書を綴じたもので、

     売上日計を上、中、下旬毎にまとめ、各地での集金等の営業状況や雇い人の様子

     を詳細に記載したもの

    ・帳末に1か年総計及び1日平均売上げ高あり

    ・表紙なし

040－138

【［小作米取立帳、残簡］】

〔年代〕  ［明治37年］

〔点数〕 綴り無し 3

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・高宮村、亀山村字楡等の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・綴じ穴あり、横帳残簡

    ・作成は類似文書による推定

040－139

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕  ［明治］三十七年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・西沼波内の各人毎の小作地と小作料を記載したもの

    ・綴じ破損

    ・作成は類似文書による推定
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040－140

1岡 東沼波 地蔵小作米取立帳】

〔年代〕  ［明治］三十七年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・岡、東沼波、地蔵内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・作成は類似文書による推定

040－141

【店卸附立帳】

〔年代〕 明治参拾八年六月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 熊本市紺屋町1丁目 永楽屋庄助支店

〔備考〕・メガネ、帽子、ラシャ、刷毛、絹レース、指輪、せっけんその他商品の数量と金

     額を記載したもので、 「掛残り之部」 「正味物並二現金之部」 「支店員取換金之

     部」 「借之部」の項目あり

040－142

【売上高［報告書綴り］1

〔年代〕 明治三十八年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［本店］

〔備考〕・熊本支店より本店に宛てた売上高報告書を綴じたもので、売上日計を上、中、下

     旬毎にまとめ、営業状況や雇い人の様子等を詳細に記したもの

    ・帳末に1か年総計及び1日平均売上げ高あり

    ・表紙なし

040－143

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕  ［明治］三十八年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・西沼豊富の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・作成は類似文書による推定
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040－144

1山持分［小作米取立帳］】

〔年代〕  ［明治］三十八年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］5

〔備考〕・各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

040－145

【高宮 楡 安食西 長野小作米取立帳】

〔年代〕 明治三十八年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・高宮村、亀山村字楡等の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・作成は類似文書による推定

040－146

【野路修繕収支明細表】

〔年代〕 明治参拾九年五月拾日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波区長

〔備考〕・杭打、土管いけ、石橋かけ等野路修繕のため人足賃と諸経費の収支を記載したもの

    ・「明治六年酉十二月三十日田ノ中道造改巾六尺五寸相定畝歩引並二代価ヲ引」の

     横帳が合爵されている

040－147

【店卸附立前】

〔年代〕 明治参拾九年六月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 熊本市紺屋町1丁目 永楽屋庄助支店

〔備考〕・パール、舶来石険、風呂敷、透櫛、信玄袋、銀貨入れその他商品の数量と金額を

     記載したもので、 「掛残り之部」 「正味物並二世金之部」 「支店員取換金之部」

     「借之部」の項目あり

040－148

【諸事控帳】

〔年代〕 明治四十年より同四十一年迄
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［西田家］

・夏桑摘ちん、雇人給金、雑収入控え等を記載したもの

・反古紙使用

040－149

【売上高［報告書綴り］】

〔年代〕 明治四十一年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［江州本店］

〔備考〕・熊本支店より本店に宛てた売上高報告書を綴じたもので、売上げ日計を上、中、

     下旬毎にまとめ営業状況や雇い人の様子等を詳細に記載したもの

    ・帳末に1か年総計及び1日平均売上高あり

    ・表紙なし

040－150

【売上高［報告書綴り］】

〔年代〕 明治四拾弐年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［本店］

〔備考〕・熊本支店より江州本店に宛てた売上高報告書を綴じたもので、売上げ日計を上、

     中、下旬毎にまとめ、営業状況を記載したもの

    ・収録期間：1，月～12．月11日

    ・表紙なし

040－151

【地種地目御査定御願】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

明治［   ］

綴り有り 1

犬上郡西沼波村 持主 岡本清次他2名

滋賀県知事

・地租改正の際道路溝渠に跨った分裂地の実施調査願い書

040－152

【地券面記入御願書】

〔年代〕 明治［ ］
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 〔点数〕 綴り有り 1

 〔差出〕 持主惣代 岡田藤次他1名

 〔受取〕 滋賀県知事

 〔備考〕・改租の節1筆に取調べの第二類地（原野草生地・山林、林）を地券面へ内書き願書

 040－153

 【第壱号簿、第壱番ヨリ第百番マデ、田分】

 〔年代〕  ［明治］

 〔点数：〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・土地持主丈量図で第1番字桧物町 持主西田庄助より第100番 持主岡善弥まで

 040－154

 【［地番図］】

 〔年代〕  ［明治］

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・西沼波村地番図、356番～938番まで
     ・村名は、芹川、岡、東沼波の3村に隣接している事より推定した

 040－155

 【官有地跨り二付分裂御届書】

 〔年代〕  ［明治］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［犬上郡西沼波村 持主 石蝕甚三無］

 〔備考〕・持主別に一筆毎の道、川に分断された土地の反別、地価、地租及び絵図を添えた

      届書

     ・関連文書040－156、157

 040－156

 【官有地跨り二付分裂御届書】

 〔年代〕  ［明治］

 〔点数〕 綴り有り ユ

 〔作成〕  ［犬上郡西沼波村 持主 石崎甚蔵他］

 〔備考〕・持主別に一筆毎の道、川に分断された土地の反別、地価、地租の届書

     ・関連文書040－155、157の朱書訂正あり、下書
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・表書きに朱書きで「分裂」とあり

040－157

【官有地跨り二付分裂御届書】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村 持主 石暗甚蔵他］

〔備考〕・040－155と同内容で他に宅地等の反別、地価、地租の朱書あり

    ・関連文書040－155、156

040－158

【地券再調見込附帳】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・各人毎の土地略図及び地番、改畝歩、増坪数等の記載あり

040－159

【畦畔添地地目組替御願書1

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・地目畦畔反別の内、原野に組替えの願書

    ・虫損

040－160

【畦添地有租地成御願】

〔年代〕 ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・畦添地の内より田地に編入の願書

    ・変更地に等級の朱書あり

040－161

【無届地目変換御届書】
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〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 2

〔作成〕 犬上郡西沼波村

〔備考〕・各人毎新旧の地目反別、地価、地租等を書上げ、元畑地を原野、山林等に変換の

    届書

   ・表題と作成に消込みあり

   ・虫損

040－162

【［地目変換綴り］】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］

〔備考〕・元地目の内訳の田、畑、井戸、畦畔等をそれぞれの地目に変換し、地価、地租を

     別にしたもの

    ・地価、地租金の記載は一部のみ

    ・表紙のない仮綴じ

    ・虫損

040－163

【地目変換分】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］

〔備考〕・元地目畑地を田地、郡村宅地に、又郡村宅地を田地に変換した綴り

040－164

【分裂地取調書 地目変換地共1

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村］

〔備考〕・極量橋田、安ショ、下野ノ花等の字別に持主、地番、地目反別等調べ書

040－165

【番飛二付御訂正願】

〔年代〕  ［明治］
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〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［犬上郡西沼波村コ

〔備考〕・地番訂正届書

040－166

【地租二関スル諸帳簿整理上ノ義二就テ戸長ト問答概略】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波邨 岡田藤次所什

040－167

【［地価地租書上げ］1

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西沼波村役場］

〔備考〕・山形利平他8名分書上げ

040－168

1［地番別地価地租書上げ］】

〔年代〕  ［明治］

｛点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   コ

〔備考〕・持主外海新弥他7名11筆書上げ

    ・虫損

040－169

【陳述書】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 犬上郡西沼波村戸長他1名

〔備考〕・当村民9名が水谷村所有山地の立木伐採で、高官警察署に拘引、尋問に対して、

     該山は西沼波村他3か村共有山につき無実であるとする上申書

040－170

【［善利川普請関係綴り］】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［明治］

綴り有り 1

 ［   ］

・善利川沿い西沼波村他26村につき、井壷、井水底樋など導水の覚書き

040－171

【［土地関係断簡］】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り無し 7

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・土地丈量図、反別など土地に関する文書

    ・綴じ穴あり

040－172

【売上高［報告書綴り］】

〔年代〕 大正弐年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田商店本店］

〔備考〕・熊本支店より本店に宛てた売上報告書を綴じたもので、売上日計を上、中、下旬

     毎に合計して昨年との比較及び意見をまとめたもの

    ・帳末に1か年総計及び1日平均売上高あり

    ・表紙なし

040－173

【小遣帳】

〔年代〕 大正八年一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 滋賀県犬上郡千本村 西田本家

〔備考〕・焼と一ふ、す、お引き、あみ、黒ういろう、牛肉、電話料など奥向き出金の記録帳

    ・収録期間：大正8年1月～同9年12月
    ・反古紙使用

040－174

【控帳】

〔年代〕

〔点数〕

大正八年四，月吉日

綴り有り 1
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 〔作成〕 西沼波 西田本家

 〔備考〕・日雇人足あ記録及び小作米入書上げ

     ・反古紙使用

     ・裏表紙に「大正9年」とあり

 040－175

 【小遣帳】

 〔年代〕 大正拾年一月吉日

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 西沼波 西田庄助

 〔備考〕・酒、汽車賃、油あげ、黒砂糖、光明寺法恩講、三仏経など奥向き出金の記録帳

     ・反古紙使用

 040－176

 【小遣帳】

 〔年代〕 大正十年十二月至大正十一年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［    ］

 〔備考〕・奉書、耳薬、眼薬、牛肉、襟止、朱子、羽二重、お召など奥向き出金の記録帳

     ・反古紙使用

 040－177

 【山形分［小作米取立帳］】

 〔年代〕 大正拾年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので帳末に入米、入金合計あり

     ・反古紙使用

 040－178

 【岡 東沼波 地蔵小作米取立帳】

 〔年代〕 大正拾壱年

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 西田庄助

 〔備考〕・岡、東沼波、地蔵内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので

      入米合計等あり
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     ・「西田用紙」の反古紙使用

 040－179

 【高宮 楡 安食西 長野小作米取立帳】

 〔年代〕 大正拾壱年

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 西田庄助

 〔備考〕・高宮町、亀山村丁丁等の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので

      入米合計白あり

     ・「西田用紙」の反古紙使用

 040－180

 【後三毛小作米取立帳】

 〔年代） 大正拾壱年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 西田庄助

 〔備考〕・後三条内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので帳末に総計あり

     ・「詞西田用紙」の反古紙を使用

 040－181

 【西沼波小作米取立帳】

 〔年代〕 大正拾壱年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［西田庄助］

 〔備考〕・西沼波内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので、帳末に入米、

      入金合計あり

     ・西田庄助自作分あり

     ・収録期間：大正11、12年度
     ・「西田用紙」の反古紙使用

040－182

 【西沼波小作米取立帳［山形分］1

 〔年代〕 大正拾壱年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山形利平

 〔備考〕・各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので、帳末に入米、入金合計
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あり

・「西田用紙」の反古紙使用

・作成は表記通りとしたが、040－144、177、187、201より山形利平分と推定

040－183

【高宮楡安食西長野［小作米］取立帳】
〔年代〕 大正拾弐年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田庄助

〔備考〕・高官町、亀山村字楡等の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・反古紙使用

040－184

【後三条小作米取立帳】

〔年代〕 大正拾弐年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・後三条内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・罫線入反古紙使用

    ・作成は類似文書による推定

040－185

【岡 東沼波 地蔵小作米取立帳】

〔年代〕 大正拾弐年度

〔点数〕 綴り有り ユ

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・岡、東沼波、地蔵内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・反古紙使用

    ・作成は類似文書による推定

040－186

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕 大正拾弐年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・西沼波内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの
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・自作分あり

・作成は類似文書による推定

・反古紙使用

040－187

【西沼波小作米取立帳 山形分】

〔年代〕 大正十二年度，大正十三年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・西沼波の他組合畑分あり

    ・各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもので、13年度分入米、入金

     合計あり

    ・反古紙使用

040－188

【小遣帳】

〔年代〕 大正拾三年一月前り

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西沼波 西田庄助

〔備考〕・油あげ、ぼうろ、中食、石屋払い、近江新聞、

    ・請取帳の反古紙使用

しじみなど奥向きの出金の記録帳

040－189

【岡 東沼波 地蔵小作米取立帳】

〔年代〕 大正拾参年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田庄助

〔備考〕・岡、東沼波、地蔵内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・正1西田用紙の反古紙使用

040－190

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕 大正拾参年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田庄助

〔備考〕・西沼波内の各人別の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの
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・自作分あり

・「西田用紙」の反古紙使用

040－191

【後三条小作米取立帳】

〔年代〕 大正拾参年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田庄助

〔備考〕・後三条内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・自作分あり

    ・「西田用紙」の反古紙使用

040－192

【［日雇帳］】

〔年代〕  ［大正14年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・西田為次郎他11名分の出勤明細及び支払賃金の記録帳

    ・版心に「西田用箋」と入った反古紙使用

    ・年代は帳末にある「大正拾四年十一月田苅」による

    ・題名は040－207による推定

040－193

【岡 東沼波 地蔵小作米取立帳】

〔年代〕 大正十四年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・岡、東沼波、地蔵内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・自作分あり

    ・反古紙使用

    ・作成は類似文書による推定

040－194

【高宮楡安喰西長野小作米取立帳】
〔年代〕 大正十四年度

〔点数〕 綴り有り 1
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〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・高宮、亀山村字楡等の各人毎の小作地と小作料を記載したもの

   ・反古紙使用

   ・作成は類似文書による推定

040－195

【棚卸附立帳】

〔年代〕 大正十四年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・帯〆金具、平打かんざし、衣類、小間物、雑貨等の他在庫商品の種類、数量、価

     格を明細に記録したもので「売掛金残之部」 「現金ノ部」 「各地借並預り金」 「

     諸雑費」の項目あり

040－196

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕 大正十四年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・西沼波内の各人毎の小作地と小作料を記載したもの

    ・帳末に14年度自作分所在地別記述あり

    ・反古紙使用

    ・作成は類似文書による推定

040－197

【正米出控1

〔年代〕 大正十五年一月 日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・西田本家、西田久次郎、西田吉太郎、西田喜平、為次郎の各人毎に月日、出荷数

     量を記録したもの

    ・反古紙使用

    ・作成は内容より推定

040－198

【棚卸附立帳】
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〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正拾五年度

綴り有り 1

株式会社西田商店熊本支店

・「化粧品之部、小間物部、莫大小ノ部、雑貨部、帽子ノ部」等の項目別に在庫商

品の種類、数量、価格を明細に記録したもの

040－199

【岡 東沼波 地蔵小作米取立帳】

〔年代〕 大正十五年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・岡、東沼波、地蔵内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・反古紙使用

    ・作成は類似文書による推定

040－200

【高宮 楡 安喰西 長野小作米取立帳1

〔年代〕 大正十五年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・高宮、亀山村楡等の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・反古紙使用

    ・作成は、類似文書による推定

040－201

【山形利平分又兵衛分［小作米取立帳］1

〔年代〕 大正十五年度、昭和二年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・帳末に山形利平勘定書あり

    ・反古紙使用

040－202

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕 大正十五年度、昭和二年度
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［西田庄助］

・西沼波内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

・自作分あり

・収録期間：大正15年～昭和3年度
・反古紙使用

・作成は類似文書による推定

040－203

【後三条小作米取立帳1

〔年代〕 大正十五年度、昭和三年度迄分

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・後三条内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

    ・反古紙使用

    ・作成は類似文書による推定

040－204

【小遣帳1

〔年代〕 昭和弐年卯壱月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［    ］

〔備考〕・伊勢当山、酒代、大滝や、柿2貫メ、とうふ、こんにゃく、鮭、牛肉500匁、

     うるめ等奥向きの金銭出入帳で、1～8月は日々の支出を又9月以降は収入と支

     出を逐次記録したもので月次合計あり

    ・収録期間：昭和2年1月5日～同3年1月12日
    ・反古紙使用

040－205

【正米出控1

〔年代〕 昭和二年卯一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・西田本家、西田久次郎、西田吉太郎の各人毎に出荷数量と兵庫、大阪、小田原等

     の出荷先を記録したもの

    ・収録期間：昭和2年1月～12月
    ・反古紙使用
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文書目録（西田家）

・虫損

040－206

【第弐期棚卸早立帳】

〔年代〕 昭和弐年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 株式会社西田商店熊本支店

〔備考〕・雑貨部、小間物部その他項目別に金額、品名、数量を記載したもので、帳末に項

     目別合計と差引金額あり

040－207

【日雇帳】

〔年代〕 昭和三年辰一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・各人別の出勤日数と仕着せ代及び給金支払いの記録

    ・金銭請取帳の反古紙使用

040－208

【正米出控】

〔年代〕 昭和三年辰一月、四［年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・西田本家、西田久次郎、西田吉太郎の各人毎に米、糀米等の出荷数量と出荷先を記

     録したもの

    ・収録期間：昭和3年1，月～同6年3月

    ・反古紙使用

040－209

【万事帳】

〔年代〕 昭和参、四、五年一月吉日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田商店］

〔備考〕・雇人の給料、貸金、その他の諸事覚書帳

    ・金銭受取帳の反古紙使用
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文書目録（西田家）

040－210

【西沼波小作米取立帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

昭和三年度ヨリ

綴り有り 1

 ［西田庄助］

・西沼波内の各人毎の小作地と小作料及び取立て日を記載したもの

・自作分あり

・収録期間：昭和3年間同7年

・表紙裏面に「銀納村極目壱升二丁弐拾八銭五厘定」とあり

・作成は類似文書による推定

・反古紙使用

040－211

【棚卸帳】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

昭和参年度

綴り有り 1
 ［西田商店］

・「小間物部、莫大小部、メリヤス部、雑貨部」等項目別に商品の種類、数量、価

格を明細に記録したもので、帳末に入荷分、売掛金、現金売の集計と差引残金の

記載あり

・作成は040－195、206等による推定

040－212

【［小遣帳］1

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

昭和四年度

綴り有り 1
 ［    ］

・奥向きの金銭出入帳で日々の収入と支出を逐次記録したもの

・収録期間：昭和4年1月～同年12月
・題名は040－204により推定

・金銭受取帳の反古紙使用

040－213

【小作米金出覚帳】

〔年代〕 昭和四年ヨリ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］
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文書目録（西田家）

〔備考〕・各人毎の入米の等級、数量及び奨励金、改良費、検査料等を記載したもの

   ・収録期間：昭和4年11月23日～同8年1，月13日

   ・反古紙使用

040－214

【商品附立帳】

〔年代〕 昭和五年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田商店］

〔備考〕・抱かばん、金貸香水、風鳥コンパクト、サンゴ玉、平打かんざし、銀煙管その他

     商品の種類、数量、価格を明細に記録したもので、帳末に「附立帳売消」とあり、

     現金売、売掛金と差引き商品棚卸高あり

    ・作成は040－195、211による推定

040－215

【第六期商品棚卸直立帳】

〔年代〕 昭和六年五月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［株式会社西田商店熊本支店］

〔備考〕・ガーゼ寝巻、パナマ帽、ネクタイその他在庫商品の種類、数量、価格及び符帳を

     明細に記録したもの

    ・作成は040－206、217、218、219による推定

040－216

【小遣帳】

〔年代〕 昭和七年一月ヨリ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田家］

〔備考〕・奥向きの金銭出入帳で、さいせん、まんざい、

     日々の支出と収入を逐次記録したもの

    ・収録期間：昭和7年1月～同年12月

    ・「西田用紙」の反古紙使用

とうふ、運ちん、牛肉、昆布など

040－217

【第七期商品棚垂心立業】

〔年代〕 昭和七年五月三十一日
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文書目録（西田家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

株式会社西田商店熊本支店

・綿毛布、毛布、刷子、トニックオイル、扇子等在庫商品の種類、数量、価格及び

符帳を明細に記したもの

・結び紙文書1あり

040－218

【第八期商品棚豊富立帳】

〔年代〕 昭和八年五月三十一目

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 株式会社西田商店熊本支店

〔備考〕・シャンプー、ポマード、ショール、ダルマ糸、帽子等在庫商品の種類、数量、価

     格を明細に記したもので、末尾に合計金額あり

    ・結び紙文書1あり

040－219

【第九期商品棚豊富立帳】

〔年代〕 昭和九年五月三十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 西田商店熊本支店

〔備考〕・箱入半巾、皮トランク、化粧鞄、タオル、束髪びん等在庫商品の種類、数量、価

     格を明細に記したもので末尾に合計金額あり

    ・結び紙文書1あり

040－220

【小遣帳】

〔年代〕 昭和十年一月ヨリ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［西田庄助］

〔備考〕・奥向きの金銭出入帳で、れんこん、片栗粉、

     の支出と収入を逐次記録したもの

    ・「西田用紙」の反古紙使用

しっけ糸、彦根日報、玉子など日々

040－221

【小作米取立】

〔年代〕 昭和拾年十二月十九日
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文書目録（西田家）

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

綴り無し 1

岡村取立代

西田庄助

・小作米合計21俵1斗と証票料及び四等米賞与金等の受取書

040－222

【申渡書】

〔年代〕

〔点数〕

〔差出〕

〔受取〕

〔備考〕

 ［   ］

綴り無し 1

本県弥次左註□他3名

西沼波村 庄屋、横目、組頭、惣百姓中

・八重練村井懸り字上川原井へ西沼波村と合意の上、合井普請を申付ける達書

・差出し人名は一部省略されている

・虫損

040－223

【［奉行衆の村方出役時のもてなしの覚えその他綴り］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・両奉行様へ上朧饅頭を高足折に入れ100ずつ、両御組御手代衆4人へ常饅頭50ず

     つ、酒切手2升ずつ、するめ1把ずつ等もてなしの内容その他書付けの綴り

    ・綴じ穴あり、当センターにて仮綴じ

040－224

【［本膳献立当村定宿等覚書綴り］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・本膳献立及び当村定宿宿名、利用者名、人数と本膳、皿、吸物等の数量を記載し

     たもの

    ・綴じ穴あり、当センターにて仮綴じ

040－225

【丸附出しいろいろ控1

〔年代〕  ［   ］
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文書目録（西田家）

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［西田家］

・酒料、謝礼他多賀神事の進行、接待方と諸経費及び多賀大祢宜より馬頭神事に酒

進上の書状とそれを受納した旨の西田店よりの返書等の控え書

・収録期間：1月2日～4月19日
・作成は内容より推定

040－226

【吉岡幸第二号 地廻り注文帳（西福通）】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 永楽屋支店

〔備考〕・顧客毎にマント、子どもサシコ、白粉、タオル等の商品と数量、金額及び注文日

     を記載した帳面

    ・収録期間：11月2日～翌年の6月9日
    ・「吉岡号」 「合」と小口書あり

040－227

【［死亡御届書］1

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・商用中船中にて病死の西沼波村岡覚平について、引取りまでの始終と、西田利助

     より検案証送付依頼の事及び死亡届書

040－228

【［後三条村之内字別反別地価書上げ］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 董

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・地番、字名、反別、地価金並びにその合計と小作米の合計及び年々家作米取立高

     を記載した綴り

    ・表紙のない仮綴じ

040－229

【西田庄助様肴之御通】
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文書目録（西田家）

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 肴屋 三弥

〔備考〕・硯ふた、搬みわた子入附等の料理名と金額を記載したもの

040－230

【［持主西田庄助 田2筆分鹿絵図］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕  ［   ］

040－231

【［断簡類］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 4

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・堤防普請費領収証他

    ・一部破損、綴じ穴あり
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文書目録（朝岡家）

041 朝岡家文書 愛媛県北宇和郡吉田町

041－001

【田地小作証綴】

〔年代〕  ［明治18年～昭和10年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［朝岡康三郎］

〔備考〕・田地の小作証文綴り、宅地借受もあり

041－002

【貸家証書】

〔年代〕  ［明治24年～昭和19年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［朝岡家］

〔備考〕・建物賃借契約書綴り

    ・他に物品売渡証、電話器、借用書、家賃地料不足分の借用証等あり

    ・表記に「不要分」とあり

041－003

【質貸金元帳】

〔年代〕 明治三十六季

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 朝岡康三郎

〔備考〕・質貸の台帳で、質物には繭、糸、反物、食塩、切芋、肥料としての乾魚（ほし

    か）、桑皮、必需等の製紙原料等が記載されている

    ・収録期間：明治36年～同44年

041－004

【小作取立帳 附諸税費】

〔年代〕 明治三十八年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 三形

〔備考〕・朝岡家所有の小作地につき小作料取立及び取立費用、竹林、畑作物の生産高、諸

    税諸費用が記載されている

    ・収録期間：明治38年～同43年
    ・用紙判心には「朝岡本家」と記された1枚を除き全て「三形」とあり

    ・挿入文書7あり
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文書目録（朝岡家）

041－005

【金銭貸借及抵当権設定並二保証契約証書［綴り］】

〔年代〕 明治参拾九年四月参拾日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 宇和島区裁判所管内 公証人 山口啓太郎他2名

〔備考〕・朝岡康三郎と小笠原長道との間の金銭貸借に関する公正証書綴り

    ・契約証書正本及び中追加加正二関スル証書正式謄本2冊の合綴

041－006

【自作帳】

〔年代〕

〔爵号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

明治四十五年始

家計部 七番

綴り有り 1

朝岡本家

・朝岡家直営の山林経営に関する書類綴り

・収録期間：明治45年～昭和14年
目表記巻号「家計部」は印、 「七番」は朱書

041－007

【家賃取立台帳】

〔年代〕

〔巻心〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

昭和四年度始

家計部 三番 第弐号

綴り有り 1

朝岡家計部

・40戸余の貸家台帳

・謡初に貸家位置一覧図や借主一覧あり

・収録期間：昭和4年～同18年
・表記巻号「家計部」は印、 「三番j r第弐号」は朱書

041－008

【小作地料取立帳】

〔年代〕

〔爵号〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

昭和六年十二，月

 ［家計部］四番

綴り有り 1

朝岡家計部

・田畑、宅地の地料取立帳

・巻初に米、麦の取立価格あり

一230一



文書目録（朝岡家）

・収録期間：昭和6年～同14年

・表記巻号「四番」は朱書

041－009

【小作地料取立帳】

〔年代〕 昭和十五年度ヨリ

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 朝岡本家

〔備考〕・田畑、宅地の地料取立帳

    ・収録期間：昭和14年～同19年

    ・表記は標題紙による

041－010

【所有地表示及図面】

〔年代〕  ［昭和］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 朝岡本家

〔備考〕・所有地の所在地、地目、地積、賃貸価格、地租等を記した地租名寄帳、謄本の他

     所有地総計及び図面の綴り

    ・表紙裏付箋に「田畑、山林、宅地等各所在地ヲ分チ末葉二付箋セル価格ハ昭和十

     二年四月税務署へ提出セル相続財産目録二記入ノ為評価セルモノナリ」とあり

    ・挿入文書3あり

041－011

【覚】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

卯感度

綴り有り 1

朝岡清明

・処生訓の覚書
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文書目録（小野家）

042 小野家文書 福島県石城郡山田村
    （現いわき市）

042－001

【［小山田直々内絵図］】

〔年代〕 明治九年三子九月

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕 菊多郡小山田村 用掛 小野甚太郎他2名

〔備考〕・小山田直々内の字名入り耕宅地、一村共有地各自持山、道路、川堀等の絵図

042－002

1小埜甚太郎家図面】

〔年代〕 明治十九稔旧一月二十二撰

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕 磐前郡小名浜邨 中村克真

〔備考〕・竪7間5尺1寸、横巾5間、坪数39坪の家の平面図

042－003

【［耕地及び官有地絵図 一部欠］】

〔年代〕  ［明治17年以降同22年以前］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［    ］

〔備考〕・磐城国菊多郡小山田村字安行の耕地、官有地等が地番入り、色付きで書かれた絵図

    ・年代は「小山田村上山田村戸長名のあるところがら明治17年～同22年と推定

    ・裏面に朱書で「安行」とあり

042－004

【生草払下願［綴り］】

〔年代〕  ［明治24年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・官有地生草を肥料に用いる為払下願書及び生草売買契約書等の綴りで、山田村長

     小野甚太郎他20名より福島県知事宛の1綴りを含む6綴りを合綴

    ・収録期間：明治24年～同36年
    ・挿入文書1あり
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文書目録（小野家）

042－005

【菊多郡山田村大字小山田字余木田組諸帳簿引渡目録】

〔年代〕 明治二十七年旧三月二十八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 菊多郡山田村大字小山田字余木田組 今井高豊

〔受取〕 同村軸組 小野壬太郎

〔備考〕・田方反別名寄石高改帳（安永8年亥8月）1冊、本畑新畑反別石高改帳（明和9

     年辰3月）1冊その他帳簿の引渡目録

042－006

【石城郡農会明治三十六年度経費収入出総計決算書】

〔年代〕 明治三十六年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 石城郡農会

〔備考〕・明治36年度分石城郡農会の経費歳入出決算書

    ・孔版

042－007

【石城郡農会明治三十六年度経費収入出総計決算書】

〔年代〕 明治三十六年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 石城郡農会

〔備考〕・明治36年度分石城郡農会の経費歳入出決算書

    ・孔版

    ・「田子jの朱印あり

042－008

【［所得税税額書 後欠］】

〔年代〕 明治三十八年一月

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 石城郡山田村大字大林 下山田ハル

〔受取〕 平税務署長

〔備考〕・所得税の決定通知高と更訂申請高が記されているが、後欠

    ・裏面は「田人通り道路改修工事費寄附調」で、小野甚太郎他16名の名前及び金

     額が記されている
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042－009

【石城郡農会明治三十八年度歳入出総計予算】

〔年代〕 明治三十八年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 石城郡農会

〔備考〕・明治38年度分石城郡農会の経費歳入出予算書

    ・孔版

042－010

【承諾書1

〔年代〕 明治四拾年四月弐拾九日

〔点数〕 綴り無し ‘1

〔差出〕 石城郡山田村大字井上字法田 蛭田恒次郎

〔受取〕 福島県知事

〔備考〕・堤防敷地として官に寄附した土地の所有権移転登記嘱託の承諾書

042－011

【登記請求書】

〔年代〕 明治四拾年九月二十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔差出〕 磐城国石城郡山田村大字小山田字余木田 小野甚太郎

〔受取〕 宮城大林区署長 山林事務官

〔備考〕・国有原野払下地引渡し許可済につき、所有権移転登記の願書

    ・朱書で「四十年九月二十一日書留ニテ郵送」とあり

042－O12

【［石城郡小山田村々内字名図］】

〔年代〕  ［明治］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・石城郡小山田村の各字区分と道路の図

    ・年代は書かれている周辺の村名から、山田村となる明治22年以前のものと推定

042－O13

【［小山田村実測図 断簡］】

〔年代〕  ［明治］
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 〔点数〕 綴り無し 13

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・小山田村、上山田村共有地と小山田村の実測図断簡

     ・年代は「小山田総村」と書かれているところがら明治22年以前と推定

 042－014

 【大正元年度後期県税等差割】

 〔年代〕 大正一年度後期

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［山田村］

 〔備考〕・山田村398戸を等級（1～15等）別に戸数、一戸額、計金等を記した表とそ

      の等級に基づいた氏名一覧表

     ・末尾に大火の被災者の等級下げ移動諮問等の鉛筆書きあり

     ・孔版

     ・「をの」の朱印あり

 042－015

 【大正元年度追加県税戸数等差割表】

 〔年代〕 大正一年度

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕  ［山田村］

 〔備考〕・山田村396戸を等級（1～15等）別に戸数、一戸額、計金等を記した表 氏

      名一覧表は欠落

     ・孔版

     ・綴じ穴あり

 042－016

 【所有権移転登記申請［書雛形］】

 〔年代〕 大正弐年四月八日

 〔点数〕 綴り無し 2

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・土地売買による所有権移転の登記申請書雛形

 042－017

 【大正二年度前期県税戸数等差割】

 〔年代〕 大正弐年四月二十八日開会

                   一236一
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〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

綴り有り 1

 ［山田村］

・山田村397戸を等級（1～15等）別に戸数、一戸額、計金等を記した表とそ

の等級に基づいた氏名一覧表

・孔版

・年代は表記の「大正弐年四月廿八日午後一時開会」朱書による

・「をの」の朱印あり

042－018

【大正元年度分出納検査［書］】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

大正弐年八月三十日

綴り無し 1

 ［小野順一他1名］

・「決算ノ原簿ト領収証ヲ引合セ調査スベシ」

・042－019の関連文書

・孔版

とあり、欠損額等が記されている

042－019

【大正元年度石城郡山田村歳入出総決算】

〔年代〕 大正弐年八月三十一日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［小野順一］

〔備考〕・決算は即日認定されその他区長、学務委員の選挙、第1～3号入会権に関する件

     等の記された綴り

    ・042－018と関連文書

    ・孔版、一部墨書

    ・表記に「第一号」と朱書、 「大正弐年人月計一日開会 出納検査ハ同計日ヲ施行

     ス」とあり

    ・作成は内容より推定

042－020

【［金喰川流域水害及び治水工事調書］】

〔年代〕 大正二年十二月現在

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・仁井田村役場調査書で、明治23年以降金喰川筋水害一覧表、同年以降治水工事

     附帯工事費一覧表及び金喰川対耕地関係状態一覧表の綴り
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     ・収録期間：明治23年8月7日～大正2年8月27日
     ・孔版

 042－021

 【大正二年度山田村歳入出追加予算表】

 〔年代〕 大正二年度

 〔点数〕 綴り無し 2

 〔作成〕 山田村

 〔備考〕・山田村の収支追加予算書

     ・孔版

     ・綴じ穴あり

 042－022

 【大正二年度後期県税等差割表】

 〔年代〕 大正二年度後期

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［山田村］

 〔備考〕・山田村392戸を等級（1～15等）別に、戸数、一戸額、墨金等を記した表と

      その等級表に基づいた氏名一覧表

     ・孔版

     ・表記に「小野」の鉛筆書きと「大正三年度分予算戸別割附記ノ更正」の墨書あり

 042－023

 【大正三年度石城郡山田村歳入出予算】

 〔年代〕 大正三年二月二十七日提出

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田村

 〔備考〕・山田村々長から村議会に提出された山田村収支予算書綴り

     ・孔版

     ・訂正加筆あり

     ・綴じ破損の為、当センターにて再綴

 042－024

 【大正二年度石城郡山田村歳入出総決算】

 〔年代〕  ［大正3年］

 〔点数〕 綴り有り 1

                  －238一



文書目録（小野家）

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・山田村歳入出総決算書及び「大正参年拾月廿八日村会ノ折諮問事項附記」として

    凶作救済等が墨書で記されている

   ・孔版一部墨書

   ・表記に「第二号」と朱書あり

042－025

【大正三年度前期県税等差別表】

〔年代〕  ［大正3年］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田村］

〔備考〕・山田村392戸を等級（1～15等）別に戸数、一戸額、歩合等を記した表とそ

     の等級に基づいた氏名一覧表

    ・末尾に「山田村伝染病患者費及予防費負担二関スル特別條例」第1～4條大正3

     年5，月1日より施行とあり

    ・孔版

    ・表記に「小野」と鉛筆書きあり

042－026

【大正四年度石城郡山田村歳入出予算】

〔年代〕 大正四年二月二十七日提出

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田村

〔備考〕・山田村長より議会に提出された山田村収支予算書 予算高に所々訂正あり

    ・042－028と関連文書

    ・孔版

042－027

【区長満期改選】

〔年代〕 大正四年参月二十九日

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・第1区～第6区の新たに当選した区長名と代りの人名書

042－028

【大正四年度石城郡山田村歳入出追加予算】
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文書目録（小野家）

 〔年代〕 大正四年度

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔作成〕 山田村

 〔備考〕・2月27日議会に提出された山田村歳入出予算額の追加訂正分

     ・042－026の関連文書

     ・孔版

     ・綴じ穴あり

 042－029

 【大正四年度後期県税戸数等差割】

 〔年代〕 大正四年度

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［山田村］

 〔備考〕・山田村405戸を等級（1～20等）別に戸数、一戸額、計金等を記した表とラ

      の等級に基づいた氏名一覧表

     ・孔版

     ・表記に「小野」と鉛筆書きあり

 042－030

 【大正三年度石城郡山田村歳入出決算】

 〔年代〕 大正五年一月二十二日提出

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田村

 〔備考〕・山田村長より議会に提出された山田村収支決算書

     ・孔版

     ・表記に「組合会役 下山田嘉七、蛭田一也、小野順一」と鉛筆書きあり

 042－031

 【大正五年度石城郡山田村歳入出予算】

 〔年代〕 大正五年二月二十八日提出

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕 山田村

 〔備考〕・山田村長より議会に提出された山田村収支予算書

     ・孔版

     ・表記に「四番小野」と鉛筆書きあり
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文書目録（小野家）

042－032

【第二号議案 部落有財産処分ノ件】

〔年代〕 大正五年二月二十八日提案

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕 山田村

〔備考〕・山田村内字林崎共有畑と舘所有畑との交換に関する議案書、山田村長より議会へ

     提出された議案

    ・孔版

    ・綴じ穴あり

042－033

【大正五年度後期県税戸数等差割】

〔年代〕 大正五年十月二十一日附議

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田村］

〔備考〕・山田村404戸を等級（1～20等）別に戸数、一戸額、計金等を記した表とそ

     の等級に基づいた氏名一覧表

    ・孔版

    ・表記に「小野」と鉛筆書きあり

042－034

【大正四年度石城郡山田村歳入出決算】

〔年代〕 大正五年十二月二日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田村

〔備考〕・山田村長より議会に提出された山田村収支決算書

    ・孔版

042－035

【大正五年度前期県税戸数等差割】

〔年代〕 大正五年度

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［山田村］

〔備考〕・山田村400戸を等級（1～20等）別に戸数、一戸額、計金等を記した表とそ

     の等級に基づいた氏名一覧表

    ・末尾に「山田尋常小学校増築工事繰延二関スル件」あり

    ・孔版
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文書目録（小野家）

・表記に「小野」と鉛筆書きあり

042－036

【大正六年度石城郡山田村歳入出予算】

〔年代〕 大正六年二月二十七日提出

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 山田村

〔備考〕・山田村長より議会に提出された山田村収支予算表

    ・孔版

    ・表記に「小野」と鉛筆書きあり

042－037

【大正六年度石城郡山田村歳入出追加予算】

〔年代〕 大正六年三月四日提案

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕 山田村

〔備考〕・山田村長より議会へ提出された山田村歳入出追加予算表

    ・孔版

    ・綴じ穴あり

042－038

【山田村大字小山田部落有山林原野調1

〔年代〕 大正六年十二月十八日

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 由田村

〔備考〕・共有地々番、地目面積、共有者等を記したもの

    ・末尾に分割、交換、天神社寄附金に関する覚書あり

    ・年代は末丁の「大正六年十二月十八日協議員会」による

042－039

【山田村有基本財産林へ植樹施行ノ件［他］】

〔年代〕  ［大正6年］

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕 山田村

〔備考〕・森林法第27條（大正3年11月25日下命）に依る地持費、苗木代等の造林設

     計書
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文書目録（小野家）

・孔版

042－040

【山田村大字小山田字安行

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

        嶽登形容図】

 ［   ］

綴り有り 1

 ［   ］

・「山田村大字小山田字安行形容図」と「山田村大字小山田字嶽登形容図」の2枚

綴りから成り、地番と道とみられる線が記されている

・年代は、山田村とあるところがら明治22年以降と推定

042－041

【大字小山田分山林原野調】

〔年代〕

〔点数〕

〔作成〕

〔備考〕

 ［   ］

綴り無し 2

 ［   ］

・旧小山田村内の字別山林、原野面積と所有者調べ書

・大字小山田分とあるところがら山田村となった明治22年以降と推定

042－042

【南会津郡旭田村大字落合地内林道小山沢線横断面図】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・道路を造成するための横断面図が縮尺100分の1で57図書かれている

    ・旭田村は明治22年落合村他9村合併で誕生した

042－043

【［藤原川堤塘修繕予定地図］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・泉村大字本谷地内の藤原川堤塘修繕予定地の図

    ・地図内の泉村、玉川村とあるところがら明治22年以降と推定
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文書目録（小野家）

 042－044

 【証】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り無し 1

 〔差出〕 石城郡平町清光堂 関内米三郎

 〔受取〕 石城郡山田村 鈴木常松

 〔備考〕・状袋、石盤、硯石その他代金の領収書

     ・用紙は印刷されたもので、年代は明治となっている

 042－045

 【［持地反別地価地租調べ］】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［    ］

 〔備考〕・小山田村分小野甚太郎、小山田村分小野順一の田畑字別に面積、地価、地租を記

      したもの

     ・朱書訂正あり

 042－046

 【山野丈量絵図 第拾壱番字舘ノ下 第拾二番字余木田 第拾三番字細井】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［    ］

 〔備考〕・字舘ノ下、余木田、細井の測量図で持主名の記載あり

 042－047

 【山野丈量絵図 第拾六号字塩沢 第弐拾号字大平】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り有り 1

 〔作成〕  ［   ］

 〔備考〕・字塩沢、字大平内の測量図で持主名の記載あり

 042－048

 【山野丈量絵図 第二拾壱号字新谷】

 〔年代〕  ［   ］

 〔点数〕 綴り有り 1

                   －244一



文書目録（小野家）

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・字新谷内の測量図で持主名の記載あり

042－049

【山野丈量絵図 第二拾二号字梅平 第二拾三号字嶽登 第二拾四号字舟木】

〔年代〕 ［   ］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・字扁平、字画登、字舟木内の測量図で持主名の記載あり

042－050

【第二号議案 山田村基本財産蓄積條例中改正ノ件】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕 山田村

〔備考〕・従前の条項では村有財産において、逓信省に限り預金し増殖を図る規定を、逓信

     省又は銀行に預金、あるいは有価証券の買入れに改正する村会議案

    ・孔版

    ・綴じ穴あり

042－051

1［反別取調べ応答書］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔差出〕 鮫川小林区署

〔受取〕 江間

〔備考〕・古川分は書類等は無く大塚分は実地図と相違がある為、取調べ願い書

042－052

【［道路測量図］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 2

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・1枚には家、道、草地、川が書かれ、道路上に126～183の数宇がふられて

     いる もう一方の1枚にも126～177の数字が書かれていて道路測量図と思

     われるが、内容等詳細は不明
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文書目録（小野家）

042－053

【［土地丈量図］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・字塩沢80番蛭田所有の土地測量図

042－054

【［土地丈量図］1

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 5

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・持主、場所名不明

042－055

【［耕地 道の絵図］】

〔年代〕  ［   ］

〔点数〕 綴り無し 1

〔作成〕  ［   ］

〔備考〕・簡単な鉛筆書き
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043  岐阜県庁文書
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文書目録（岐阜県庁）

043 岐阜県庁文書

043－001

【［岐阜県会議決書］】

〔年代〕  ［明治41年度］

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［岐阜県議会］

〔備考〕・明治42年度岐阜県歳入出予算の議決書

    ・表紙～112頁欠
    ・小口に「明治四十弐年度決議書」と墨書あり

043－002

【通常岐阜県会議案】

〔年代〕 明治四十三年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［岐阜県］

〔備考〕・明治43年度岐阜県歳入出予算案他の明治43年11月県議会提出議案書

    ・挿入文書7あり

043－003

【臨時岐阜県会議案】

〔年代〕 明治四十三年十一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［岐阜県］

〔備考〕・議案書

043－004

1通常岐阜県会議案】

〔年代〕 明治四十四年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕  ［岐阜県］

〔備考〕・明治44年11月9日提出議案書
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044  沖縄県国頭役所文書

      （現国頭郡）

045  沖縄県国頭郡国頭村字奥文賛
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文書目録（沖縄県）

044 沖縄県国頭役所文書
  （現国頭郡）

044－001

【大宜味、羽地、今帰仁、本部、伊江島間切並村内法綴】

〔年代〕 明治：二十年

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 国頭役所

〔備考〕・大宜味以下5間切の旧藩中の内法約束取調書と各間切内の村々の内法取調書の綴り

    ・沖縄は置県後9区が置かれ明治29年郡区編制により2区5郡となった 国頭郡

     には国頭郡役所が置かれたが本文書はそれ以前の行政区の役所の文書である

    ・間切は6～20村で構成され国頭には9間切あった

    ・各間切は明治41年特別町村制により村となり旧村は字と位置づけられた

045 沖縄県国頭郡国頭村字奥文書

045－001

【沖縄県国頭郡国頭村字奥事績一班】

〔年代〕 大正七年一月

〔点数〕 綴り有り 1

〔作成〕 国頭村字奥

〔備考〕・国頭村内字奥の字版村勢要覧

    ・孔版印刷の後部に蘇鉄その他についての手書原稿あり

一249一





諸家経営文書目録H 一新潟県中頸城郡大漬村山田家文書目録他一

平成17年9月30日

編集・発行 一橋大学経済研究所附属
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統計資料シリーズ

1藤野正三郎・秋山涼子『在庫と在庫投資：1880～1940年』，1973年1月

2 藤野正三郎・五十嵐心夫『景気指数：1888～1940年』，1973年3月

3 細谷新治『明治前期日本経済統計解題書誌：富国強兵篇（下）』，1974年3，月

4 細谷新治『明治前期日本経済統計解題書誌：富国強兵篇（上の1）』，1976年3・月

5 藤野正三郎・秋山涼子『証券価格と利子率：1874～1975年』第1巻，1977年3月

6 『統計資料マイクロ・フィルム目録』第1巻，1977年3月

7 藤野正三郎・秋山涼子『証券価格と利子率：1874ん1975年』第2巻，1977年7月

8細谷新治『明治前期日本経済統計解題書誌：富国強兵篇（上の2）』，1978年3月

9 『統計資料マイクロ・フィルム目録』第2巻，1978年3月

10 藤野正三郎編『長期経済統計（LTES）データベースの研究』，1978年3月

11 細谷新治『明治前期日本経済統計解題書誌：富国強兵篇（上の3）』，1978年7月

12 石川滋監修『日本・旧満州鉄鋼業資料解題目録（上）』，1979年3月

13 石川滋監修『日本・1日満州鉄鋼業資料解題目録（下〉』，1980年2月

14 細谷新治『明治前期日本経済統計解題書誌：富国強兵篇（補遺）』，1980年3月

15松田芳郎編『明治期府県の総括統計書解題』，1980年9月

16 松田芳郎・有田富美子・大井博美『明治中期株式会社の構造』，1980年11月

17溝口敏行編『長期経済統計（LTES）データベースの利用マニュアル』，1981年3月

18 『統計資料マイクロ・フィルム目録』第3巻，1981年3月

19松田芳郎・大井博美『個別企業財務諸表データベース：明治中期より昭和前期

  鉄鋼・金属機械工業26社』，1981年3月

20松田芳郎編『明治中後期企業・工場統合データベース編成技法』，1981年3月

21秋山掠：子『「勧業年報」による工業生産の推計1：明治22～24年』，1981年10月

22 松田芳郎・大井博美・野島教之・杉山文子『個別企業財務諸表データベース：明治

  中期より昭和前期 鉱業・造船・食品・化学工業等99社』，1981年12月

23 『「郡是・市町村是」資料目録』，1982年3月

24 大井博美『「勧業年報」等による郡別米麦データファイル：明治11～45年』，

  1982年3月
25 『明治期における府県総括統計書書誌』，1982年3月

26尾高話之助・松田芳郎編『日本経済統計データベース編成の課題と方法』，

  1983年3月
27 溝口敏行（監修）・大井博美・杉山文子『「勧業年報」等による郡別米麦データファイ

  ル（続）：明治11～45年』，1984年3月

28 松田芳郎編『日本の社会経済統計データベース需要動向調査結果報告書（概要編）』，

  1984年3月
29松田芳郎編『日本の社会経済統計データベース需要動向調査結果報告書（詳細編）』，

  1985年3，月

30 『日本帝国領有期台湾関係統計資料目録』，1985年5月

31 『統計資料マイクロ・フィルム目録』第4巻，1987年1月

32 周防節雄『可塑的刊行形態の逐次刊行物目録データベース編成技法』，1987年6月
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大久保恒治『現行政府統計調査データベース編成技法：「統計調査総覧」ファイル

による』，1989年3月

秋山涼子『LTESデータベース解説』，1989年3月

松田芳郎・周防節雄・大久保恒治編『政府統計報告書統合書誌情報データベースの

編成』，1990年3月

松田芳郎・佐藤正広・木村健二『明治期製造業における工場生産の構造』，

1990年3月
松田芳郎・有田富美子・木村健二『明治期工場統計調査の復元集計1：総括編』，

1990年3月

松田芳郎・有田富美子・木村健二『明治期工場統計調査の復元集計H：明治35年

「工場通覧」復元集計表』，1990年3月

松田芳郎・有田富美子・木村健二『明治期工場統計調査の復元集計m：明治42年

「工場通覧」復元集計表』，1990年3月

松田芳郎・安田聖・有田富美子編『LTESデータベース検索システム解説』，

1991年3月

松田芳郎・有田富美子・大久保恒治『大正8年会社統計表：「会社通覧」による復元

集計1，総括編』，1992年3月

松田芳郎・有田富美子・大久保恒治『大正8年会社統計表：「会社通覧」による復元

集計H，資本金規模別・産業別』，1992年3月

松田芳郎・有田富美子・大久保恒治『大正8年会社統計表：「会社通覧」による復元

集計皿，収益金・損金別』，1992年3月

中村隆英・溝口敏行編『第二次大戦下生活資材闇物価集計表』，1994年3月

『日本帝国 外地関係統計資料目録：関東州・樺太・南洋群島編』，1994年3月

『日本帝国 外地関係統計資料目録：朝鮮編』，1994年3月

『「七二・市町村是」資料目録 追録・総索引』，1994年3月

『日本帝国 外地関係統計資料目録：索引編』，1995年3月

佐藤正広編『栃木県那須郡武茂村・境：村行政資料目録』，1998年1月

松田芳郎『第二次世界大戦下の労働移動：「労務動態統計調査」データ』，

1999年3月
安田聖『統計情報検索システム』，1999年3月

『美濃部洋次満洲関係文書目録一橋大学経済研究所附属日本経済統計情報センター

所蔵』，2000年2月

『旧日本植民地および「満洲」関係統計資料目録一橋大学経済研究所附属日本経済

統計情報センター所蔵』，2001年3，月

北村行伸『家計行動のパネル統計：「消費生活に関するパネル調査」』，2002年3月

『長野県諏訪郡中洲三巴行政文書目録：附茨城県那珂郡長倉煙草耕作聯合組合文書

目録』，2003年2月

『諸家経営文書目録1：山梨県中巨摩郡大井二二田家文書目録』，2003年11月

目貯蓄現在高及び調査開始月別の家計収支：家計調査（2002年）の独自集計結果』，

2005年2月
『諸家経営文書目録1【：新潟県中頸城郡大港村山田家文書目録他』，2005年9月
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